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②
　
フ
ッ
ク
に
針
金
を
張
る
。

③
　
教
室
の
カ
ー
テ
ン
を
外

し
、
針
金
に
か
け
る
。

④
　
体
育
館
の
雛
壇
を
教
室

に
持
ち
込
み
ス
テ
ー
ジ
に

す
る
。

　
教
室
が
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
！

　
雛
壇
は
、
ず
れ
な
い
よ
う
に
ガ
ム
テ
ー
プ
で

固
定
す
る
と
よ
い
。

　
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で

演
劇
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ク
イ
ズ
や
漫
才
が

次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　
私
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

を
作
り
、
廊
下
の
受
付
に
モ
ニ
タ
ー
表
示
し
た
。

　
劇
場
を
で
き
る
だ
け
再
現
す
る
こ
と
で
、
子

供
た
ち
は
楽
し
く
活
動
で
き
る
。

実
践
前

4　
教
室
の
味
気
な
い
黒
板
前
で
演
技
を
し
て
い

た
。

実
践
後

5　
舞
台
と
カ
ー
テ
ン
が
あ

る
だ
け
で
、
子
供
た
ち
の

演
技
に
熱
が
こ
も
っ
た
。

微差力
教師の

教
室
を
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
に
す
る

ち
ょっ
と
し
た
工
夫
で
子
供
た
ち
の
活
動
を
演
出
す
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル

村む
ら

野の

聡さ
と
し

対
象
学
年
・
準
備
物

1　
全
学
年
対
象
・
教
室
の
カ
ー
テ
ン
、
体
育
館

用
雛
壇
、
フ
ッ
ク
（
二
個
）、
針
金

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

2　
教
室
を
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
で
、

「
お
楽
し
み
会
」
や
「
学
校
祭
り
」
で
の
子
供

た
ち
の
演
技
を
盛
り
上
げ
る
。

ポ
イ
ン
ト

3　
教
室
に
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
を
作
る
。
こ
こ
で
子

供
た
ち
が
演
技
を
披
露
す
る
。

　
会
場
の
雰
囲
気
は
大
事
だ
。
子
供
た
ち
が
そ

の
気
に
な
れ
る
よ
う
な
場
づ
く
り
を
考
え
た
。

①
　
教
室
の
左
右
に
フ
ッ
ク
を
打
つ
。



2

写
す
の
も
お
勉
強
で
す
。

　

こ
の
言
葉
に
、
誰
一
人
と
し
て
と
り
残
さ
な

い
向
山
洋
一
氏
の
思
想
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

勉
強
が
苦
手
な
子
も
、
得
意
な
子
も
満
足
さ

せ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
出
会
う
ま
で
、
こ
の
考
え

方
は
頭
の
片
隅
に
も
な
か
っ
た
。

　

向
山
型
算
数
で
は
、
練
習
問
題
を
行
っ
た

後
、
で
き
た
子
は
ど
ん
ど
ん
前
に
持
っ
て
き

て
、
黒
板
に
書
い
て
い
く
。
作
業
が
ゆ
っ
く
り

な
子
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
問
題
を
解
い
て
い

く
。
問
題
を
解
く
こ
と
が
難
し
け
れ
ば
、
前
の

答
え
を
写
す
こ
と
も
可
能
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
高
等
学
校
で
も
大
変

有
効
で
あ
る
。
国
語
科
で
も
使
う
。
早
い
子
に

黒
板
を
開
放
し
て
、
ゆ
っ
く
り
な
子
に
思
考
時

間
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
、
要
約
指
導
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
桃
太

郎
の
要
約
指
導
を
行
い
、
そ
の
後
、
教
材
の
要

約
に
取
り
組
ま
せ
る
。
こ
こ
で
も
、
早
く
で
き

た
子
が
黒
板
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
勉
強
が

苦
手
な
子
に
と
っ
て
の
足
場
に
な
っ
た
。

　

始
め
は
優
等
生
が
輝
く
。

　

し
か
し
、
最
後
に
は
勉
強
が
苦
手
な
子
が
ヒ

ー
ロ
ー
に
な
る
。

　

逆
転
現
象
が
起
こ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
起
こ
る
の
も
、「
子

供
に
黒
板
を
開
放
す
る
」
か
ら
こ
そ
の
出
来
事

な
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
現
在
は
ど
の
学
校
で
も
機
材
が
そ

ろ
い
、
少
な
く
と
も
黒
板
に
画
面
を
写
す
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、「
聴

覚
情
報
」
と
同
時
に
「
視
覚
情
報
」
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
左
上
図
の
よ
う
に
、
発
問
指
示

を
書
い
て
お
く
。
音
声
情
報
が
減
り
シ
ン
プ
ル

板書術・
ノート術

超凄腕

兵
庫
県
明
石
市
立
明
石
商
業
高
等
学
校

石い
し
　だ田
涼り

ょ
う
　た太

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
使
い
分
け
る

黒
板
を
子
供
に
開
放
＆
実
況
中
継
で
教
師
の
発
言
を
減
ら
す
。
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に
な
る
。
落
ち
着
い
て
作
業
が
で
き
る
。
子
供

た
ち
は
前
を
見
る
だ
け
で
、
何
を
す
る
時
間
な

の
か
が
一
目
で
分
か
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
、
一
人
一
台
端

末
を
持
っ
て
い
る
時
代
に
な
っ
た
。
全
員
同
じ

端
末
と
は
限
ら
な
い
。
画
面
も
違
え
ば
、
操
作

方
法
も
違
う
。
デ
ジ
タ
ル
な
場
面
と
ア
ナ
ロ
グ

な
場
面
を
適
切
に
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
ノ
ー
ト
指
導
。
一
人
一
人
細
か
く
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
面
で
は
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
を
使
っ
て
生
徒
一
人
一
人
の
考
え
を
全
体

で
そ
の
場
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
っ
た
。

　

グ
ー
グ
ル
で
文
章
を
書
い
た
と
す
る
。
全
員

に
コ
ピ
ー
を
作
成
し
、
次
々
と
自
分
の
ペ
ー
ス

で
書
か
せ
て
い
く
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の
良
い
と
こ
ろ

は
、「
実
況
中
継
」
が
視
覚
的
に
で
き
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

グ
ー
グ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
書
い
て
い
る
も

の
を
、
教
師
側
か
ら
ク
リ
ッ
ク
し
て
全
体
に
投

影
す
る
。
子
供
の
文
章
か
ら
、
子
供
が
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
検
討
が
始

ま
る
こ
と
も
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
を
使
う
こ
と
で

教
師
の
発
言
も
減
る
。
良
い
こ
と
だ
。



大成功の
絵画工作
授業

4

「
証
城
寺
の
狸
囃
子
」
を

た
っ
ぷ
り
と
追
体
験
し
て
み
よ
う

大
正
十
年
、
野
口
雨
情
、
中
山
晋
平
に
よ
っ
て
作
詞
・
作
曲
さ
れ
た
名
作
。
で
き

れ
ば
音
楽
と
の
合
科
な
ど
、
工
夫
し
て
楽
し
く
描
か
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

酒
井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

Ａ　

狸
の
顔
（
正
面
と
横
か
ら
見
た
図
）
の
描

き
方
を
学
ぶ
。
ポ
イ
ン
ト
は
目
を
大
き
め
に
描

く
こ
と
と
、
目
の
周
囲
の
毛
の
黒
ず
み
を
明
確

な
焦
げ
茶
色
で
す
っ
き
り
と
描
く
こ
と
で
あ
る
。

Ｂ　

大
き
め
の
コ
ピ
ー
用
紙
に
、
い
ろ
い
ろ
な

ポ
ー
ズ
の
狸
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
遊
ぶ
。
描
く

順
序
は
顔
、
胴
体
、
手
、
足
、
尾
の
順
を
守
る
。

Ｃ　

四
つ
切
り
か
、
四
つ
切
り
の
縦
と
横
を
三

セ
ン
チ
ほ
ど
切
り
落
と
し
た
大
き
さ
の
画
用
紙

に
ペ
ン
で
狸
の
下
描
き
を
し
、
縁
を
蛍
光
レ
モ

ン
で
な
ぞ
る
。

Ｄ　

狸
は
、
黄
土
色
、
焦
げ
茶
色
で
濃
い
め
に

着
色
す
る
。

手
や
足
の
末

端
は
、
黒
を

多
め
に
着
色

す
る
こ
と
。

　

萩
の
花

は
、
難
し
い

の
で
、
薄
緑

の
中
に
ピ
ン

ク
を
点
々
と

象
徴
的
に
描
く
と
よ
い
。

Ｅ　

木
魚
を
叩
く
和
尚
さ
ん
の
影
を
描
く
の
も

面
白
い
。

周
囲
は
黄

緑
で
し
っ

か
り
と
塗

り
込
む
こ

と
。

Ｆ　

濃
い

め
の
色
を

重
色
し
て

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

月の周りは、薄くグラデーションをつける。

Ｅ
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暗
い
空
に
し
た
方
が
月
と
星
の
明
る
さ
が
冴
え

る
。
星
は
筆
の
先
か
ら
絵
の
具
を
ポ
ト
リ
と
落

と
す
方
法
が
よ
い
。

Ｇ　

思
い
切
り
狸
の
数
を
多
く
し
て
み
た
。

Ｈ
、
Ｉ
も
含
め
全
て
の
作
品
を
引
き
立
て
て
い

る
の
が
蛍
光
レ
モ
ン
色
の
縁
取
り
で
あ
る
。
こ

れ
が
あ
る
か
ら
、
月
の
庭
の
情
景
が
引
き
立
つ

の
で
あ
る
。
十
分
に
注
意
し
て
着
色
す
る
こ
と
。

　

左
上
の
星
た
ち
を
描

く
時
に
、
私
は
た
だ

点
々
と
は
描
か
な
か
っ

た
。
心
の
中
で
﹁
大
き

い
の
、
小
さ
い
の
、
中

ぐ
ら
い
の
│
│
﹂
と
口

ず
さ
み
な
が
ら
一
つ
一

つ
心
を
込
め
て
描
い

た
。

　

一
見
同
じ
も
の
の
散

ら
ば
り
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
よ
く
見
る
と
自

然
物
に
は
全
て
大
中
小
が
あ
る
。
浜
辺
の

砂
利
。
野
辺
の
雑
草
。
あ
り
の
群
に
さ
え

あ
る
。

　

も
の
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
も

の
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
大
切

に
す
る
た
め
に
は
、
せ
め
て
大
中
小
ぐ
ら

い
は
意
識
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

夜空は ウルトラマリンブルー、ブルシャンブルー（あ
い色）、サップグリーン（深緑）など。

Ｆ

Ｇ

Ｉ Ｈ



28 国語 かたかなをかこう 	
	 勇　和代

29 算数
くり下がりのあるひき算 	
� 田丸義明

30 国語 かん字の読み方 	
� 加藤綾乃

31 算数
かけ算の仕組みの指導法	
� 加藤雅成

32 国語 話合いが上手に進む秘密	
� 竹岡正和

33 算数
「考え方」は、まず答えを	
確定させる � 林　健広

34 国語 つなぐ言葉の働き	
� 太田政男

35 算数
子供へ明確な作業指示を出し、	
教師は作業状況を確認する� 赤塚邦彦

36 国語 古典の世界（二）「春暁」	
� 吉川たえ

37 算数
キーワードをもとに進める	
� 石坂　陽

38 国語 作者の背景を感じ「著作物」を知る	
� 利田勇樹

39 算数
比例の利用 	
� 太田政男

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営　藤橋　研
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　木村重夫

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　髙橋賢治
55　岡本　理
55　溝端久輝子
56　藤橋　研

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　柏田良男
51　小嶋悠紀
52　後藤隆一
53　福田恵美子

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　丸山美香
58　石坂　陽
59　村上　諒
60　平野遼太
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　山本雅博
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　関根朋子
66　板倉弘幸
67　井戸砂織

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　五十嵐勝義

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　星野優子

社会貢献活動への 
取り組み

77　塩沢博之

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 理科 自作の楽器で確かめてから、本物の楽器で
震えているかを実験する � 尾川智子

41 理科 さまざまな体験をすることで、音の性質を
見付け出すことができる � 尾川智子

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 教師だから育てられる規範意識は	
“道徳の時間”から� 三枝亜矢子

43 英語 Unit ５：Where is the post office?	
� 井戸砂織

44
オンライ

ン
「バーチャル背景」使用時でも、子供のノー
トをカメラ越しで確認するワザ � 塩谷直大

45 読解 小学校２年生に動画の「学び方」を	
教える � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 高校	
数学

定時制高校実践。ICTを活用した授業	
� 村瀬　歩

47 社会 難解な内容はクイズにする	
� 守屋遼太郎

中学校（高校）でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「オンラインの子を活躍させるヒント」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。
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写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

子供が自分で学ぶシステムをつくる
─できる教師の「子供の学び方」マネジメント─

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 優れた教師は「学び方」をマネジメントする⑶� 谷　和樹

1　教師の微差力 　村野　聡

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　石田涼太

4　大成功の絵画工作授業 　酒井臣吾

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第39回　A　向山洋一

No.551
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〈「向山先生は何も教えてくれないよ」─向山学級が身に付けていた「学び方」とは─〉 	
14　向山学級の子供たちは、生涯にわたる「学び方」を身に付けていた 	 上木信弘
〈「学び方」を教える授業例〉 	
16　「テストの質問を練習する方法」と、「問題文の指示を正確に受け取る」大切さ	 川原雅樹
17　初めての子も実施可能で分かりやすい、テストに向けた学習計画の立て方 	 鈴木典明
18　学習方法を具体的に教え、身に付けさせる	 太田政男
19　自分がどのタイプか自覚させ、決意を「しおり」に書かせる	 木村重夫
〈「学び方」をシステムにする〉 	
20　向山型算数は、学び方を教える指導法である 	 林　健広
21　【図解】算数ノートをシステムにする 	 水本和希
22　アナログ・デジタルを選べる理科ノートまとめのシステム 	 山内英嗣
23　【図解】体育に熱中する「級表」をシステムにする 	 村田正樹
〈「学び方」をコントロールする〉 	
24　本当に効果があるルーブリックのつくり方 	 若井貴裕
25　大切な３つの要素 	 石坂　陽
26　満点をとったら減点される！　なぜ？	 松﨑　力
27　思い出すだけで定着する「レトリーバルプラクティス」	 守屋遼太郎



お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

令
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4
年
10
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15
日
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（
毎
月
1
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15
日
発
行
）
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発
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人
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東
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区
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育
技
術
研
究
所

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
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11
月
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２
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特
集
・
子
供
が
自
分
で
学
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

すべての子供の学力を保障する

教育

特集 子供が自分で学ぶ
システムをつくる
―できる教師の「子供の学び方」マネジメント―

令和4年10月15日発行（毎月1回15日発行）第55!号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

体育の秋！
たくさん跳べるようにがんばるぞ!!
体育の秋！
たくさん跳べるようにがんばるぞ!!

特別支援教育にも対応
翔和学園でのドラマ・・・柏田良男
プロが教える“教室でできる作業療法”・・・福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式描画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「かたかなをかこう」 算数　「くり下がりのあるひき算」
小学2年　国語　「かん字の読み方」 算数　「かけ算の仕組みの指導法」
小学3年　国語　「話合いが上手に進む秘密」 算数　「かけ算の筆算」
小学4年　国語　「つなぐ言葉の働き」 算数　「いろいろな四角形」
小学5年　国語　「春暁」 算数　「ならした大きさを考えよう」
小学6年　国語　「著作権」 算数　「比例の利用」

業」

11
2022

No.551
November

教育技術研究所

中学校（高校）での授業実践
数学　「定時制高校実践。ICTを活用した授業」
社会　「難解な内容はクイズにする」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる5分間そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
動画でも視聴できる！ 高段者が答えるQ&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

67ページの「高段者
が答えるQ&A」は、
動画でも視聴できる
ようになりました。

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
IDとパスワードを入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定
公開！  

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを
クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

q 3 4 b t a
（キュウ・さん・よん・ビー・ティー・エー）
ID：TL11 ※有効期間：

2022年10月15日～
2023年1月14日

オンラインの子を活躍させるヒント子供をああしようこうしようとは
思わない

10

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

優
れ
た
教
師
は「
学
び
方
」を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る（
３
）

あ
な
た
の
学
校
で
は
、「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
多
く
の
学
校
で
は
、

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
一
部
の
校
内
研
究
等
で
先
生
方
が
負
担
に
感
じ
な
が
ら
使
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
は
な
い
か
。
理
論
的
に
優
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
採
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
意
味
が
な
い
。

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
つ
く
り
た
い
。

創
造
性
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
創
造
性
を
促
進
し
、
や
る
気
を
喚

起
し
、
学
習
に
熱
中
し
て
い
く
よ
う
な
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。

二

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
と
ど
う
違
う
の
か

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
評
価
に
使
わ
れ
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
評
価
に
使
わ
れ
る
。

こ
の
二
つ
は
ど
う
違
う
の
だ
ろ
う
か
。

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
「
量
的
評
価
」
と
言

わ
れ
る
。
得
点
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
「
質
的
評
価
」
と
言
わ

れ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
や
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
評
価
と
言
わ
れ
る
も
の
と
同
じ
タ

イ
プ
で
あ
る
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は
測
れ

な
い
力
、
点
数
化
し
に
く
い
も
の
を
測
定
す

識
や
行
為
の
特
徴
を
示
し
た
記
述
語

（D
iscriptor

）（
前
掲
書
七
二
ペ
ー
ジ
）

力
の
あ
る
教
師
は
い
わ
ば
「
暗
黙
」
に
評

価
の
視
点
を
も
っ
て
い
る
。

ど
の
子
の
ど
の
点
が
良
い
の
か
。

ど
こ
を
ど
う
改
善
す
れ
ば
い
い
の
か
。

そ
う
し
た
こ
と
を
子
供
た
ち
に
対
し
て
端

的
に
分
か
り
や
す
く
語
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
暗
黙
の
力
を
、
す
べ
て
の
教
師
が
今

す
ぐ
身
に
付
け
る
こ
と
は
困
難
だ
。

し
か
し
、
可
能
な
範
囲
で
明
示
化
す
る
こ

と
は
で
き
る
。

そ
れ
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
を
枠

に
は
め
る
の
で
は
な
い
。

一

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
何
か

前
回
書
い
た
と
お
り
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と

い
う
の
は
、
評
価
基
準
を
示
し
た
表
で
あ
る
。

一
般
に
は
次
の
よ
う
な
定
義
で
説
明
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

課
題
に
対
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
熟

達
レ
ベ
ル
を
質
的
に
判
断
す
る
指
標

（
石
井
英
真
『
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

学
力
形
成
論
の
展
開
』
六
六
ペ
ー
ジ

東
信
堂
）

次
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

①

成
功
の
度
合
い
を
示
す
数
値
的
な

尺
度
（Scale

）

②

そ
れ
ぞ
れ
の
尺
度
に
見
ら
れ
る
認

オピニオン

今教育界で起こっていること
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誰
が
「
し
っ
か
り
」
で
き
た
と
思
え
ば
合
格

な
の
か
。

⑶

は
っ
き
り
と
〜
で
き
る

「
は
っ
き
り
」
と
は
ど
う
い
う
状
態
か
。
例

え
ば
「
は
っ
き
り
と
発
言
で
き
る
」
と

「
は
っ
き
り
と
発
言
で
き
な
い
」
の
違
い
は

何
か
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
な

い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

正
直
、
子
供
に
と
っ
て
も
、
教
師
に
と
っ

て
も
非
常
に
使
い
に
く
い
。

学
問
的
に
は
よ
く
考
察
さ
れ
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
実
際
に
現
場
で
は
ほ
と
ん

ど
機
能
し
て
い
な
い
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
「
子
供
が
熱
中
す
る
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
を
つ
く
り
た
い
。

理
想
的
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
典
型
例
は
、

向
山
氏
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
の
よ
う
な
タ

イ
プ
で
あ
ろ
う
。
何
が
、
ど
れ
く
ら
い
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
何
級
に
な
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
が
明
確
に
分
か
る
。

（
続
く
）

三

使
え
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
あ
る
か

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
探
し
て
み

た
。し

か
し
、
本
当
に
使
え
そ
う
だ
、
と
思
え

る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

皆
さ
ん
の
学
校
で
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
日
常
的
に
使
い
こ
な
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は

な
い
か
。

な
ぜ
だ
ろ
う
。

１

そ
も
そ
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
表
が

複
雑
す
ぎ
る
。
見
る
気
に
な
ら
な
い
。

２

使
わ
れ
て
い
る
言
葉
が
難
し
い
。

子
供
に
と
っ
て
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

３

使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
基
準
が
不

明
確
で
あ
る
。

例
え
ば
、
３
に
示
し
た
「
言
葉
の
基
準
」

の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

⑴

正
確
に
〜
で
き
る

何
が
、
ど
の
く
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
な
れ

ば
、
正
確
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

⑵

し
っ
か
り
と
〜
で
き
る

「
し
っ
か
り
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

る
の
に
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
右

図
参
照
）。

た
だ
、「
測
定
」
そ
の
も
の
が
目
的
化
す

る
な
ら
意
味
が
な
い
。
測
る
こ
と
そ
の
も
の

は
目
的
で
は
な
い
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供

た
ち
の
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
ツ
ー
ル
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

松下2012、松下他2016（谷が一部加筆）
（https://www.consortium.or.jp/wp-content/uploads/07-23thfdf-
bunkakai05.pdf）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

　A
」

Q 子
供
を
あ
あ
し
よ
う
こ
う
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い

そ
の
子
が
も
っ
て
い
る
良
さ
を
見
付
け
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

ち
ま
し
た
が
、
い
く
ら
で
も
言
え
ま
す
。
本
当

に
お
と
な
し
く
て
、
去
年
ま
で
お
母
さ
ん
に

「
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
子

が
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
手
洗
い
場
の
掃
除
が

う
ま
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
私
も
一
緒
に
や
っ

て
、
そ
の
子
に
さ
ら
に
良
い
や
り
方
を
教
え
ま

し
た
。
そ
の
子
は
本
当
に
毎
週
や
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
お
母
さ
ん
に
も
伝
え
て

褒
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
母
さ
ん
は
泣
い
て

い
ま
し
た
。
良
い
と
こ
ろ
を
褒
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
子
は
、
今
、

学
校
に
元
気
に
来
る
し
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
話
し

か
け
て
く
る
し
、

「
手
洗
い
場
の
掃
除
が
大
好
き
」

と
言
っ
て
、
本
当
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
お

と
な
し
く
て
自
分
か
ら
発
言
で
き
な
く
た
っ
て
、

そ
れ
で
良
し
。
教
師
は
、
そ
の
子
の
良
さ
を
き

ち
ん
と
見
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
子
供
の

こ
と
を
よ
く
見
て
良
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
て
褒

め
る
。
そ
の
上
で
、
挑
戦
す
る
こ
と
や
間
違
え

る
こ
と
を
恐
れ
な
い
子
に
す
る
た
め
に
「
間
違

わ
な
い
と
絶
対
成
長
し
な
い
」
と
い
う
話
を
し

ま
す
。

例
え
ば
、
英
語
を
覚
え
る
に
は
、
二
五
万
回

か
ら
一
〇
〇
万
回
間
違
え
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
向
山
先
生
が
す
か

さ
ず
、

「
子
供
を
ね
、
あ
あ
し
よ
う
、
こ
う
し
よ
う
と

思
う
の
は
余
計
な
お
世
話
。
だ
っ
て
、
子
供
は

そ
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
も
う
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
心

が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
か

ら
、
本
当
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
不

機
嫌
に
な
る
子
、
意
地
悪
な
子
、
悪
口
を
言
う

子
を
、
も
う
絶
対
ダ
メ
み
た
い
に
思
う
の
で
は

な
く
て
、
そ
う
い
う
子
も
含
め
て
子
供
っ
て
可

愛
い
な
っ
て
思
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
子
供
と
す
ご
く
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。
今
の
ク
ラ
ス
に
も
お
と
な
し

く
て
良
い
子
が
い
る
し
、
臆
病
な
子
も
い
ま
す
。

２

子
供
全
員
の
良
さ
を
見
付
け
る

大
切
な
の
は
、
教
師
が
そ
の
子
の
良
い
と
こ

ろ
を
言
え
る
か
で
す
。
私
は
ク
ラ
ス
全
員
の
良

い
と
こ
ろ
を
一
人
一
人
言
え
ま
す
。
三
か
月
経

恥
ず
か
し
が
り
、
内
弁
慶
、
臆
病
と
い
っ

た
子
供
た
ち
が
い
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
、

な
か
な
か
自
分
か
ら
発
言
が
で
き
ま
せ

ん
。
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
ど
の
よ

う
に
教
え
て
い
き
ま
す
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

井い

戸ど

砂さ

織お
り

愛
知
県
豊
田
市
立

中
山
小
学
校

１

子
供
は
そ
の
ま
ま
で
い
い

以
前
、
担
任
し
た
ク
ラ
ス
で
は
、
女
子

は
す
ご
く
元
気
で
、
明
る
く
積
極
的
で
し
た
。

一
方
、
男
子
は
落
ち
着
い
て
い
る
け
ど
、
本
当

に
覇
気
が
な
い
感
じ
が
し
て
い
ま
し
た
。
元
気

に
し
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
た
の
で
す
。
あ
る
時
、

セ
ミ
ナ
ー
の
懇
親
会
で
、

「
ク
ラ
ス
が
こ
う
い
う
状
態
だ
か
ら
、
な
ん
と

か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」

A

動画
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

ソーシャルメディアについて

第39回

九
州
と
い
う
境き
ょ
う

界か
い

を
ま
た
い
で
情
報
が
入
っ

て
く
る
の
で
す
。
他
の
地
域
の
情
報
を
知
り
、

「
あ
あ
、
こ
ん
な
動
き
が
あ
る
ん
だ
」
と
い
う

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
極
め

て
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
昔
、
京
浜
教
育
サ
ー
ク
ル
を
つ

く
っ
て
、
そ
こ
か
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま

し
た
。
す
る
と
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、様
々

な
と
こ
ろ
の
情
報
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
各
地

と
や
り
取
り
し
て
、
実
際
に
様
々
な
形
の
も
の

が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

S
N
S
な
ど
を
使
え
ば
、
情
報
は
手
軽
に
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
が
り
ま
す
。
多
く
の
人

が
発
信
し
た
情
報
の
中
で
役
に
立
つ
も
の
が

あ
っ
た
り
と
か
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
が
あ
っ

た
り
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
と
い
う
の
は
、

極
め
て
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。

　

情
報
の
有
無
に
よ
っ
て
、
教
師
の
力
量
に
も

雲
泥
の
差
が
出
て
き
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
し
か
知
ら
な
け
れ
ば
、「
お

山
の
大
将
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
全
国

区
の
仕
事
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
学
ん
で
、

取
り
入
れ
て
い
け
ば
、
長
い
間
に
は
仕
事
の
中

身
が
大
き
な
違
い
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

小
さ
な
学
校
の
中
だ
け
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

た
ら
、
ど
ん
な
に
優
秀
な
人
間
で
も
、
所
詮
、

小
さ
な
仕
事
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
向
山
先
生
の
発
信
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
の

お
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
、
格
調
高
い
論
文

か
ら
飲
み
会
の
写
真
ま
で
、
様
々
な
情
報
が

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な

情
報
が
得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
は
、
教
師
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

各
地
の
情
報
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、

極
め
て
貴
重
で
す
。

　

日
本
各
地
の
情
報
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
の

は
す
ご
い
こ
と
で
す
。
海
外
の
情
報
だ
っ
て

入
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
な

け
れ
ば
、
普
通
は
、
自
分
が
い
る
学
校
の
周
り

や
、
せ
い
ぜ
い
、
そ
の
行
政
区
程
度
の
こ
と
し

か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
県
を

ま
た
い
で
、
更
に
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育

サマーセミナー会場にて
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

優
れ
た
教
師
は「
学
び
方
」を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る（
３
）

あ
な
た
の
学
校
で
は
、「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
多
く
の
学
校
で
は
、

ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
一
部
の
校
内
研
究
等
で
先
生
方
が
負
担
に
感
じ
な
が
ら
使
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
は
な
い
か
。
理
論
的
に
優
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
採
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
意
味
が
な
い
。

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
つ
く
り
た
い
。

　

創
造
性
を
阻
害
す
る
の
で
は
な
い
。

　

む
し
ろ
創
造
性
を
促
進
し
、
や
る
気
を
喚

起
し
、
学
習
に
熱
中
し
て
い
く
よ
う
な
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。

二
　
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
と
ど
う
違
う
の
か

　

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
評
価
に
使
わ
れ
る
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
評
価
に
使
わ
れ
る
。

　

こ
の
二
つ
は
ど
う
違
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
「
量
的
評
価
」
と
言

わ
れ
る
。
得
点
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
「
質
的
評
価
」
と
言
わ

れ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
や
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
評
価
と
言
わ
れ
る
も
の
と
同
じ
タ

イ
プ
で
あ
る
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は
測
れ

な
い
力
、
点
数
化
し
に
く
い
も
の
を
測
定
す

識
や
行
為
の
特
徴
を
示
し
た
記
述
語

（D
iscriptor

）（
前
掲
書
七
二
ペ
ー
ジ
）

　

力
の
あ
る
教
師
は
い
わ
ば
「
暗
黙
」
に
評

価
の
視
点
を
も
っ
て
い
る
。

　
ど
の
子
の
ど
の
点
が
良
い
の
か
。

　
ど
こ
を
ど
う
改
善
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
子
供
た
ち
に
対
し
て
端

的
に
分
か
り
や
す
く
語
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
暗
黙
の
力
を
、
す
べ
て
の
教
師
が
今

す
ぐ
身
に
付
け
る
こ
と
は
困
難
だ
。

　

し
か
し
、
可
能
な
範
囲
で
明
示
化
す
る
こ

と
は
で
き
る
。

　

そ
れ
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
を
枠

に
は
め
る
の
で
は
な
い
。

一
　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
何
か

　

前
回
書
い
た
と
お
り
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と

い
う
の
は
、
評
価
基
準
を
示
し
た
表
で
あ
る
。

　

一
般
に
は
次
の
よ
う
な
定
義
で
説
明
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

課
題
に
対
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
熟

達
レ
ベ
ル
を
質
的
に
判
断
す
る
指
標

（
石
井
英
真
『
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

学
力
形
成
論
の
展
開
』
六
六
ペ
ー
ジ　

東
信
堂
）

　

次
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

①　

成
功
の
度
合
い
を
示
す
数
値
的
な

尺
度
（Scale

）

②　

そ
れ
ぞ
れ
の
尺
度
に
見
ら
れ
る
認

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

誰
が
「
し
っ
か
り
」
で
き
た
と
思
え
ば
合
格

な
の
か
。

⑶
　
は
っ
き
り
と
〜
で
き
る

「
は
っ
き
り
」
と
は
ど
う
い
う
状
態
か
。
例

え
ば
「
は
っ
き
り
と
発
言
で
き
る
」
と

「
は
っ
き
り
と
発
言
で
き
な
い
」
の
違
い
は

何
か
。

　

こ
う
し
た
こ
と
が
、
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
な

い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

正
直
、
子
供
に
と
っ
て
も
、
教
師
に
と
っ

て
も
非
常
に
使
い
に
く
い
。

　

学
問
的
に
は
よ
く
考
察
さ
れ
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
実
際
に
現
場
で
は
ほ
と
ん

ど
機
能
し
て
い
な
い
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
「
子
供
が
熱
中
す
る
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
を
つ
く
り
た
い
。

　

理
想
的
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
典
型
例
は
、

向
山
氏
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
の
よ
う
な
タ

イ
プ
で
あ
ろ
う
。
何
が
、
ど
れ
く
ら
い
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
何
級
に
な
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
が
明
確
に
分
か
る
。

（
続
く
）

三
　
使
え
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
あ
る
か

　

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
探
し
て
み

た
。

　

し
か
し
、
本
当
に
使
え
そ
う
だ
、
と
思
え

る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

皆
さ
ん
の
学
校
で
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
日
常
的
に
使
い
こ
な
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

な
ぜ
だ
ろ
う
。

１　

そ
も
そ
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
表
が

複
雑
す
ぎ
る
。
見
る
気
に
な
ら
な
い
。

２　

使
わ
れ
て
い
る
言
葉
が
難
し
い
。

子
供
に
と
っ
て
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

３　

使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
基
準
が
不

明
確
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
３
に
示
し
た
「
言
葉
の
基
準
」

の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

⑴
　
正
確
に
〜
で
き
る

　

何
が
、
ど
の
く
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
な
れ

ば
、
正
確
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

⑵
　
し
っ
か
り
と
〜
で
き
る

「
し
っ
か
り
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

る
の
に
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
右

図
参
照
）。

　

た
だ
、「
測
定
」
そ
の
も
の
が
目
的
化
す

る
な
ら
意
味
が
な
い
。
測
る
こ
と
そ
の
も
の

は
目
的
で
は
な
い
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供

た
ち
の
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
ツ
ー
ル
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

松下2012、松下他2016（谷が一部加筆）
（https://www.consortium.or.jp/wp-content/uploads/07-23thfdf-
bunkakai05.pdf）
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イラスト：中濱　麻美

「向山先生は何も教えてくれないよ」
～向山学級が身に付けていた「学び方」とは～1

つつくく
るる

で
き
る
教
師
の

「
子
供
の
学
び
方
」

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

「学び方」を教える授業例2
「学び方」をシステムにする3
「学び方」をコントロールする4

2022年

11月号
特集

子
供
が
自
分
で

子
供
が
自
分
で

学
ぶ
シ
ス
テ
ム
を

学
ぶ
シ
ス
テ
ム
を



　

子
供
が
自
分
で
学
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
─
で
き
る
教
師
の 

子
供
の
学
び
方

子
供
の
学
び
方 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
─

特集

13   2022. 11

１　

向
山
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い

向
山
氏
は
学
年
で
漢
字
の
二
〇
〇
問
テ
ス
ト

を
し
ま
し
た
。
向
山
学
級
の
成
績
は
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。
そ
の
成
績
を
見
た
師
尾
氏
は
、

休
み
時
間
に
向
山
学
級
の
子
供
た
ち
に
言
い
ま

し
た
。

「
と
て
も
い
い
成
績
ね
」

す
る
と
、
子
供
は
答
え
ま
し
た
。

「
向
山
先
生
の
教
え
方
が
い
い
か
ら
よ
」

師
尾
氏
が
内
心
「
そ
う
だ
」
と
思
っ
た
瞬
間
、

も
う
ひ
と
り
の
女
の
子
が
言
い
ま
し
た
。

「
で
も
、
向
山
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い

よ
」こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
後
、
向
山
氏

は
続
け
て
こ
う
書
き
ま
す
。

　

私
は
、「
教
師
が
教
え
る
」
と
い
う
こ

と
を
、あ
ま
り
し
な
い
の
だ
。「
子
ど
も
が
、

自
分
で
学
ん
で
い
く
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
る
の
で
あ
る
。

向
山
氏
の
指
導
の
本
質
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

向
山
氏
の
次
の
文
は
「
個
別
最
適
な
学
び
」
の

考
え
方
そ
の
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
が
自
分
で
勉
強
し
て
、
教
師
は

時
々
相
談
に
の
る
─
─
こ
う
い
う
形
が
い

い
と
思
っ
て
い
る
。

教
師
の
仕
事
は
「
学
習
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
」
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、「
教
え
る
」
と
い

う
こ
と
は
第
二
で
あ
る
と
も
氏
は
述
べ
て
い
ま

す
。

２　

学
習
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
せ
る

向
山
氏
の
実
践
を
よ
く
見
る
と
、
そ
う
し
た

「
シ
ス
テ
ム
」
が
非
常
に
多
く
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

代
表
的
な
例
は
「
向
山
型
算
数
」
で
し
ょ
う
。

①　

日
付
と
ペ
ー
ジ
を
書
く
。

②　

ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
線
を
引
く
。

③　

教
科
書
を
よ
く
見
る
。

④　

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
す
。

⑤�　

で
き
た
問
題
に
は
で
き
た
印
を
、
で

き
な
か
っ
た
問
題
に
は
で
き
な
か
っ
た

印
を
付
け
る
。

⑥�　

間
違
え
た
問
題
は
消
し
ゴ
ム
で
消
さ

な
い
で
横
や
下
に
書
き
直
す
。

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
は
、
教
科
の
内
容
を
教
え

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
「
学
び

方
」
を
教
え
、
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
せ
て
い
る

わ
け
で
す
。

３　

本
当
に
効
果
の
あ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

算
数
は
「
教
科
書
」
に
沿
え
ば
お
お
む
ね
安

定
し
ま
す
。
し
か
し
教
科
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

子
供
た
ち
に
任
せ
て
し
ま
う
と
「
這
い
回
っ
て

し
ま
う
」
心
配
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
と
言
わ
れ
る
評

価
基
準
を
子
供
た
ち
と
共
有
す
る
の
で
す
。

現
状
で
は
、
こ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
、
本
当

に
使
え
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
も
含
め
、
子
供
た
ち
が
自
分
で
学
ん
で
い
く

シ
ス
テ
ム
の
ヒ
ン
ト
を
提
案
し
て
い
た
だ
く
特

集
で
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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「向山先生は何も教えてくれないよ」─向山学級が身に付けていた「学び方」とは

福井県越前市立武生東小学校 上
うえ

木
き

信
のぶ

弘
ひろ

向山学級の子供たちは、生涯にわたる
「学び方」を身に付けていた
向山氏の熱中する授業、向山氏が稼働させた熱中する学習システムを通して、子供たちが
「学び方」を身に付けていった。

　

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
生
涯
に
わ
た
る

「
学
び
方
」
を
身
に
付
け
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
ノ
ー
ト
の
書
き
方
（
①
）
で
あ
る
。

　

向
山
学
級
の
ノ
ー
ト
は
、
ど
の
教
科
で
も
、

丁
寧
さ
が
目
に
飛
び
込
ん
く
る
。
文
字
は
大
き

く
、
濃
い
。
定
規
を
使
っ
て
線
が
引
か
れ
て
い

る
。
色
塗
り
も
図
解
も
細
部
ま
で
手
が
抜
か
れ

て
い
な
い
。
余
白
も
あ
っ
て
見
や
す
い
。

　

向
山
氏
は
板
書
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
ノ
ー

ト
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
子
供
の
考
え
で

ぎ
っ
し
り
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
の
書
き
方
と
い
え
ば
、
向
山
学
級
の

「
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
ま
と
め
」
は
個
性
的
で
あ

る
。
こ
の
ま
と
め
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
は
情

報
を
取
捨
選
択
・
整
理
を
し
、
解
釈
を
入
れ
て

表
現
す
る
情
報
処
理
能
力
を
身
に
付
け
た
。

　

算
数
の
授
業
で
は
、「
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
」

を
身
に
付
け
た
。「
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
」
と
は
、

で
き
た
番
号
に
斜
線
（
／
）
を
、
で
き
な
か
っ

た
番
号
に
チ
ェ
ッ
ク
（
✓
）
を
教
科
書
に
か
き

込
む
方
法
で
あ
る
。
そ
の
後
で
、
で
き
な
か
っ

た
問
題
を
再
度
や
り
直
す
。

　

つ
ま
り
、
テ
キ
ス
ト
の
問
題
を
全
て
解
け
る

「
学
び
方
」
を
身
に
付
け
て
い
た
。
こ
の
「
学

び
方
」
は
、
高
校
や
大
学
入
試
、
資
格
試
験
の

た
め
の
勉
強
法
と
し
て
役
立
つ
。

　

こ
の
他
、
題
名
の
横
に
丸
を
一
〇
個
か
き
、

一
回
読
ん
だ
ら
一
個
塗
る
と
い
う
音
読
練
習
の

仕
方
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
使
っ
た

新
出
漢
字
の
覚
え
方
・
習
得
の
仕
方
、
向
山
型

算
数
指
導
法
で
示
さ
れ
た
計
算
の
解
き
方
、
文

章
問
題
の
解
き
方
、
手
本
を
写
す
方
法
な
ど
も

身
に
付
け
た
。

　

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
基
礎
学
力
に
関

わ
る
「
学
び
方
」
を
身
に
付
け
て
い
た
。
だ
か

ら
、
欠
席
し
て
も
、
家
庭
な
ど
で
、
自
分
で
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
の
作
品
で
圧
倒
さ
れ

る
の
は
、
評
論
文
で
あ
る
。

　

当
時
、『
現
代
教
育
科
学
』
誌
（
明
治
図

書
）
上
で
は
、
斎
藤
喜
博
氏
の
「
出
口
」
の
授

業
に
対
し
て
、
宇
佐
美
寛
氏
と
吉
田
章
宏
氏
と

の
間
で
論
争
が
行
わ
れ
て
い
た
（
出
口
論
争
）。
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を
連
続
三
〇
回
以
上
で
き
た
。
Ｔ
君
以
外
の
子

供
た
ち
も
、
な
わ
と
び
が
う
ま
か
っ
た
。

　

向
山
学
級
で
は
、「
向
山
式
な
わ
と
び
級
表
」

を
使
っ
て
い
た
。
上
達
が
ハ
ッ
キ
リ
分
か
る
よ

う
に
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
数
字
が
配
列
さ

れ
て
い
る
。
で
き
た
所
ま
で
マ
ー
カ
ー
で
塗
る
。

　

さ
ら
に
、
多
様
な
跳
び
方
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
昇
級
・
昇
段
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

昇
級
・
昇
段
す
れ
ば
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を

も
ら
う
。
そ
の
テ
ー
プ
を
な
わ
の
所
に
貼
る
。

　

教
室
に
掲
示
し
て
あ
る
表
に
も
書
き
込
む
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か
ら
、
向
山

学
級
で
は
、
放
っ
て
お
い
て
も
、
子
供
た
ち
が

取
り
組
ん
で
い
た
。
技
が
メ
キ
メ
キ
向
上
し
た
。

　

向
山
学
級
で
は
、
熱
中
す
る
授
業
、
向
山
氏

が
稼
働
さ
せ
た
熱
中
す
る
学
習
シ
ス
テ
ム
を
通

し
て
、
子
供
た
ち
が
「
学
び
方
」
を
身
に
付
け

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

①
『
向
山
洋
一
年
齢
別
実
践
記
録
集
』『
向
山
学
級
児

童
実
物
ノ
ー
ト
と
解
説
・
６
年
生
』（
と
も
に
教
育
技

術
研
究
所
）、
②
『
す
ぐ
れ
た
授
業
へ
の
疑
い
』、
③

『
分
析
批
評
で
授
業
を
変
え
る
』（
と
も
に
明
治
図
書
）

　

刺
激
を
受
け
た
向
山
氏
は
、
六
年
に
授
業
を

か
け
た
（
一
九
八
一
年
七
月
六
日
）。
向
山
氏
は
、

黒
板
に
次
の
よ
う
に
書
き
、
原
稿
用
紙
を
配
っ
た
。

「
近
く
に
橋
が
見
え
て
き
た
」
と
い
う
文

を
分
析
し
な
さ
い
。

　

評
論
文
を
書
か
せ
た
で
の
あ
る
。
時
間
は
三

〇
分
。

　

向
山
塾
で
、
谷
和
樹
氏
が
演
習
で
、
こ
の
問

題
を
出
し
た
。
私
が
書
い
た
行
数
は
二
行
。
会

場
に
い
る
先
生
た
ち
も
苦
戦
し
て
い
た
。

　

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
シ
ャ
ー
プ
な
批

評
を
書
い
て
い
く
。
例
え
ば
、
Ｎ
・
Ｈ
君
の
書

き
出
し
。

「
近
く
に
橋
が
見
え
て
き
た
」
と
い
う
文

か
ら
、
ぼ
く
は
こ
の
文
の
風
景
を
考
え
よ

う
と
し
た
が
や
め
た
。

　

先
生
も
、
へ
ん
な
文
を
出
し
た
も
の
だ
。

「
近
く
に
橋
が
見
え
て
き
た
」
と
い
う
文

は
、「
遠
近
感
デ
タ
ラ
メ
文
」
だ
。（
②
）

　

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
の
書
き
出
し
。

こ
の
文
は
お
か
し
い
。

「
近
く
に
」
の
「
に
」
が
こ
の
文
章
を
こ

じ
ら
せ
て
い
る
。
正
し
く
す
る
に
は
、「
見

え
て
き
た
」
を
直
す
か
、「
に
」
を
直
す

か
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。（
②
）

　

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
分
析
批
評
の
授

業
で
身
に
付
け
た
「
分
析
の
技
術
」
を
柔
軟
に

使
い
こ
な
し
て
書
い
て
い
る
。

　

向
山
学
級
の
子
供
た
ち
が
「
分
析
の
技
術
」

を
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
は
、「
学
習
問
題
作

り
」
の
授
業
で
も
見
ら
れ
る
。「
大
造
じ
い
さ
ん

と
が
ん
」
を
、
一
回
通
読
後
、
子
供
た
ち
に
問

題
を
作
ら
せ
て
い
る
（
一
九
八
六
年
十
月
二
四

日
、
雪
谷
小
異
動
一
年
目
）。
子
供
が
作
っ
た
問

題
は
四
〇
一
問
。
次
の
よ
う
な
学
習
問
題
が
あ

る
。・

こ
の
物
語
の
話
者
は
だ
れ
か
。

・
こ
の
物
語
は
、
何
人
称
視
点
か
。（
③
）

　

向
山
学
級
は
、
体
育
で
も
圧
倒
し
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
な
わ
と
び
。
Ｔ
君
は
、
四
重
跳
び
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「テストの質問を練習する方法」と、
「問題文の指示を正確に受け取る」大切さ
「見通し」「優先順位」「指示を正確に受け取る」ことは、テストだけでなく、生きていく上
でも大切な学び方である。

学び方を教える授業例─テストのやり方を授業する

ボ
ス
ト
ン
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
の
非
同
期
型
学
習

シ
ス
テ
ム
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
で
「
テ
ス
ト
の
練
習
方

法
」
を
学
び
、
実
際
に
特
別
支
援
学
級
で
授
業
し
た
。

○
過
去
の
学
力
テ
ス
ト
（
国
語
）
を
配
る        

①　

全
部
で
何
枚
あ
り
ま
す
か
。              

②　

全
部
で
何
問
あ
り
ま
す
か
。              

③　

一
番
難
し
そ
う
な
問
題
は
ど
れ
で
す
か
。    

④　

一
番
簡
単
そ
う
な
問
題
は
ど
れ
で
す
か
。    

⑤　

簡
単
な
問
題
を
先
に
解
い
て
、
難
し
そ
う
な
の

は
、
後
で
時
間
を
か
け
て
解
く
と
い
い
で
す
ね
。

⑥　

空
欄
の
な
い
よ
う
、
必
ず
全
部
書
き
な
さ
い
。

最
初
に
全
体
の
見
通
し
と
目
標
を
も
た
せ
た
。

次
に
教
師
が
問
題
を
読
み
、
そ
の
場
で
解
か
せ
た
。

問
題
に
よ
り
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
っ
た
。

①　
（
複
数
選
択
の
場
合
）
い
く
つ
選
ぶ
の
で
す
か
。

　

問
題
文
の
「
２
つ
」
を
○
で
囲
み
な
さ
い
。

②　

使
っ
た
選
択
肢
は
線
で
消
し
な
さ
い
。

③　
「
こ
れ
は
絶
対
違
う
」
と
い
う
選
択
肢
も
消
し

な
さ
い
。

④　
（
問
題
文
の
）「
書
き
抜
き
な
さ
い
」
を
○
で
囲

み
な
さ
い
。「
書
き
抜
き
な
さ
い
」
は
そ
っ
く
り

そ
の
ま
ま
書
き
抜
き
ま
す
。「
、」「
。」
も
勝
手
に

抜
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
し

た
り
、
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
し
た
り
し
て
も
い
け

ま
せ
ん
。

⑤　
（
子
供
が
難
し
く
て
悩
ん
だ
ら
）
後
で
時
間
を

か
け
て
解
き
ま
し
ょ
う
。
簡
単
な
問
題
か
ら
す
る

と
、
一
度
も
見
な
い
問
題
は
な
く
な
り
ま
す
ね
。  

自
閉
症
の
子
供
は
「
見
通
し
」
と
「
方
法
」
を
知
れ
ば

安
心
で
き
る
。
一
度
教
え
る
と
、
型
を
覚
え
る
。

選
択
肢
を
消
す
、
問
題
文
を
○
で
囲
む
こ
と
は
、
そ
の

ま
ま
視
覚
支
援
に
も
な
る
。

重
要
な
の
は
「
指
示
通
り
に
答
え
る
」
こ
と
だ
。

向
山
洋
一
氏
は
テ
ス
ト
の
「
問
題
を
書
き
抜
く
」
問
い

で
、
勝
手
に
文
を
過
去
形
に
し
た
り
、
句
読
点
を
抜
か
し

た
り
し
た
答
え
を
×
に
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

正
確
に
指
示
を
う
け
と
る
こ
と
は
、
日
常
の
会

話
、
読
書
も
大
切
で
あ
る
と
思
え
る
。（
ア
チ
ャ
ラ

№
42
）

テ
ス
ト
の
や
り
方
を
授
業
す
る
こ
と
は
、
日
常
生
活
に

も
大
き
く
関
係
す
る
。「
見
通
し
」「
優
先
順
位
」「
正
確

に
受
け
取
る
」
生
き
て
い
く
上
で
も
大
切
な
こ
と
だ
。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校 川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き
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初めての子も実施可能で分かりやすい、
テストに向けた学習計画の立て方
３年生理科「ゴムや風の力」のテストに向けて、単元最後の時間に、３日後のテストに向
けた「学習計画の立て方」を授業した。その結果、テストの得点が伸びなかった子も高得
点を上げ、平均点95点を突破することができた。

「学び方」を教える授業例─学習計画の立て方を授業する

級
外
で
三
年
生
理
科
を
担
当
し
て
い
る
。「
ゴ
ム
や
風

の
力
」
の
単
元
終
了
後
、
テ
ス
ト
ま
で
の
期
間
（
今
回
は

三
日
間
あ
っ
た
）
に
ど
の
よ
う
な
学
習
を
行
え
ば
い
い
の

か
「
学
習
計
画
の
立
て
方
と
具
体
的
な
学
習
方
法
」
を
授

業
し
た
。

テ
ス
ト
が
三
日
後
に
あ
り
ま
す
。
テ
ス
ト
で
は
、

毎
時
間
の
授
業
の
最
後
に
ま
と
め
た
文
章
を
中
心
に

問
題
が
出
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
先
生
が
そ
れ
ら
を
一

覧
表
に
し
ま
し
た
。
こ
の
一
覧
表
を
使
っ
て
三
日
間

自
分
で
勉
強
し
ま
す
。
一
覧
表
の
答
え
の
部
分
を
手

で
か
く
し
、
全
部
正
し
い
答
え
が
言
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
合
格
で
す
。
プ
リ
ン
ト
の
小
さ
な
丸
を
赤

で
な
ぞ
り
ま
す
。
二
日
目
は
中
丸
、
三
日
目
は
大
丸

を
な
ぞ
り
ま
す
。
全
て
や
っ
た
ら
三
重
丸
に
な
り
ま

す
ね
。
三
日
後
に
み
な
さ
ん
が
ノ
ー
ト
に
貼
っ
た
プ

リ
ン
ト
を
見
ま
す
。
三
重
丸
の
子
に
は
先
生
か
ら
花

丸
を
付
け
足
し
ま
す
ね
。

そ
し
て
三
日
後
、
テ
ス
ト
直
前
に
、
一
覧
表
を
持
っ
て

来
さ
せ
、
花
丸
を
付
け
た
。
花
丸
を
付
け
ら
れ
た
子
に
は

「
念
の
た
め
、
近
く
の
人
と
問
題
を
出
し
合
っ
て
最
終
確

認
し
て
ご
ら
ん
」
と
伝
え
た
。

こ
こ
ま
で
や
っ
て
テ
ス
ト
に
臨
ん
だ
結
果
、
今
ま
で
八

〇
点
以
上
と
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
子
が
高
得
点
を
あ
げ
、

飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
で
い
た
。

「
ゴ
ム
や
風
の
力
」
で
は
、
毎
時
間
の
授
業
の
最
後
に
書

い
て
い
る
「
ま
と
め
」
の
文
を
私
が
一
覧
表
に
し
、
ど
の

よ
う
に
学
習
す
れ
ば
い
い
か
教
え
た
。
子
供
た
ち
は
、
テ

ス
ト
ま
で
の
三
日
間
、
私
が
い
な
く
て
も
自
分
で
大
切
な

言
葉
を
言
え
る
よ
う
に
勉
強
し
、
高
得
点
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

次
回
の
単
元
で
は
、
授
業
の
最
後
に
、
ま
と
め
た
文
と

答
え
を
子
供
が
自

分
で
枠
に
書
き
込

み
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
、
子
供
の
力

で
学
習
計
画
を
立

て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

く
。

静岡県公立小学校 鈴
すず

木
き

典
のり

明
あき
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学習方法を具体的に教え、
身に付けさせる
①問題に印を付け、②できた所は二度とやらないで、③できない所はできるまでやる。そ
の学習方法を身に付けさせることが重要だ。

「学び方」を教える授業例─解けなかった問題をどうするか授業する

　
解
け
な
か
っ
た
問
題
が
あ
っ
た
時
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
向
山
学
級
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
学
習
方
法
」
が

子
供
た
ち
に
教
え
ら
れ
て
い
た
。

1
算
数
の
勉
強
を
し
て
い
る
と
、
ま
ち
が
え
る
こ
と
は
誰

に
で
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
大
事
な
の
は
ま
ち
が
え
た

後
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
は
ま
ち
が
え
た
後
、
ど
の
よ
う

に
し
て
い
ま
す
か
。

　
す
ぐ
に
や
り
直
し
を
す
る
子
も
い
れ
ば
、
分
か
ら
な
い

か
ら
何
も
し
な
い
子
も
い
る
だ
ろ
う
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
具
体
的
な
方
法
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

2
大
事
な
の
は
、「
教
科
書
の
問
題
番
号

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
」
こ
と
で
す
。

正
し
く
解
け
た
問
題
に
は
で
き
た
印

（
／
）、
解
け
な
か
っ
た
問
題
に
は
「
ま

ち
が
え
た
印
」（
✓
）
を
付
け
ま
す
。

電
子
黒
板
に
教
科
書
を
写
し
だ
し
、

実
際
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
や
り
方
を

教
え
て
い
く
。

3
一
度
で
き
た
問
題
は
、
二
度
と
や
り

ま
せ
ん
。
解
け
な
か
っ
た
問
題
だ
け
を
、

も
う
一
度
後
で
や
り
直
し
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

や
り
直
し
て
、
解
け
た
ら
、「
で
き
た
印
」
を
付
け
ま
す
。

や
り
直
し
て
、
ま
た
ま
ち
が
え
た
ら
、「
ま
ち
が
え
た

印
」
を
も
う
一
つ
付
け
加
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
教
科
書
の
練
習
問
題
を
全
部
「
で

き
る
」
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
学
習
方
法
は
、
一
度
身
に
付
け
れ
ば
将
来

に
お
い
て
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
こ
の
方
法
は
み
ん
な
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
て
、
中

学
校
、
高
校
生
に
な
っ
た
時
に
も
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

受
験
勉
強
す
る
時
、
問
題
集
を
買
っ
て
勉
強
す
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
や
り
や
す
い
問
題
を
一
冊
用
意
し
、

こ
の
方
法
で
全
部
の
問
題
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

何
度
も
や
る
の
で
す
。

そ
う
や
っ
て
問
題
集
の
全
部
の
問
題
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
確
実
に
力
が
付
い
て
い
き
ま
す
。

子
供
た
ち
は
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
く
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
一
度
話
し
た
だ
け
で
、
全
員
に
学
習
方
法
が

身
に
付
く
こ
と
は
な
い
。
一
〇
回
で
も
二
〇
回
で
も
、
叱

ら
ず
に
教
え
続
け
る
覚
悟
が
教
師
に
は
必
要
だ
。

単
元
が
終
わ
る
度
に
教
科
書
と
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ

せ
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
か
、
ま
ち
が
え
た
問
題
を
や

り
直
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

こ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
の
先
に
、「
学
習
方
法
の
定

着
」
が
待
っ
て
い
る
。

島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お



子
供
が
自
分
で
学
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
│
で
き
る
教
師
の

子
供
の
学
び
方

子
供
の
学
び
方
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│

特集

19 2022. 11

自分がどのタイプか自覚させ、
決意を「しおり」に書かせる
①趣意説明し、②方法を教え、③自分のタイプを自覚させ、④決意を書いた「しおり」で
やる気を意識させる。

「学び方」を教える授業例─問題集をやり切る方法を授業する

夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
を
前
に
市
販
問
題
集
を
与

え
る
時
の
授
業
で
あ
る
。
約
二
〇
分
間
。

１　

趣
意
説
明
す
る

説
明
１　

今
ま
で
勉
強
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
身
に
付
け

る
た
め
に
、
こ
の
問
題
集
が
役
立
ち
ま
す
。
で
も
、
人

間
で
す
か
ら
忘
れ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
は
も
う
一
度
勉
強
す
れ
ば
思
い
出
せ
ま
す
。
休
み
中

に
最
後
ま
で
や
り
切
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

２　

勉
強
の
仕
方
を
教
え
る

指
示
１　

パ
ラ
パ
ラ
め
く
っ
て
見
て
ご
ら
ん
。

指
示
２　

休
み
中
に
全
部
や
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

説
明
２　

解
き
方
を
ち
ょ
っ
と
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
、
と
い

う
問
題
は
解
答
集
を
見
て
、
そ
っ
く
り
写
し
て
か
ま
い

ま
せ
ん
。
写
す
の
も
勉
強
で
す
。
一
番
い
け
な
い
の
は
、

手
を
つ
け
な
い
こ
と
・
や
ら
な
い
こ
と
で
す
。

発
問
１　

み
な
さ
ん
の
、
こ
の
問
題
集
へ
の
取
り
組
み

方
は
、
ど
の
タ
イ
プ
で
し
ょ
う
か
。

説
明
３　

大
き
く
分
け
て
四
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

コ
ツ
コ
ツ
型
…
「
毎
日
○
ペ
ー
ジ
」
と
決
め
て
コ
ツ
コ
ツ

と
取
り
組
む
人
。

イ
ッ
キ
型　

…  

最
初
の
○
日
間
で
全
部
や
っ
ち
ゃ
お
う

（
笑
）
と
い
う
人
。

ギ
リ
ギ
リ
型
…
最
後
の
最
後
に
や
れ
ば
い
い
（
笑
）。

　
　
　
　
　
　

追
い
詰
め
ら
れ
な
い
と
や
ら
な
い
人
。

マ
イ
ペ
ー
ス
型
…
取
り
組
む
日
を
自
分
で
決
め
る
人
。

　
　
　
　
　
　
　

例　

年
末
年
始
や
旅
行
だ
け
休
む
。

説
明
４　

自
分
に
合
っ
た
取
り
組
み
方
で
か
ま
い
ま
せ

ん
。
先
生
は
コ
ツ
コ
ツ
型
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
が
、
や

り
き
れ
る
な
ら
ど
の
タ
イ
プ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

３　
「
し
お
り
」
に
決
意
を
書
く

　

し
お
り
大
の
画
用
紙
を
一
人
一
枚
配
る
。

指
示
３　

こ
の
問
題
集
を
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
、

こ
の
紙
に
決
意
を
書
き
な
さ
い
。
書
け
た
ら
見
せ
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
。

決
意
が
書
い
て
あ
れ
ば
、
す
べ
て
合
格
で
あ
る
。
合
格

し
た
ら
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
時
間
調
整
さ
せ
る
。

問
題
集
の
「
し
お
り
」
と
し
て
使
わ
せ
る
。

問
題
集
を
開
く
た
び
に
し
お
り
を
チ
ラ
ッ
と
見
る
こ
と

で
、「
や
る
気
」
を
意
識
さ
せ
た
い
。

東京都日本文化大学・講師 木
き

村
むら

重
しげ

夫
お
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「学び方」をシステムにする─【図解】算数教科書の学び方をシステムにする

向山型算数は、
学び方を教える指導法である
教科書を見る、教科書から探す、これも大事な「学び方」である。

向
山
型
算
数
は
、
学
び
方
を
教
え
る
指
導
法
で
あ
る
。

例
え
ば
、
例
題
指
導
。

問
題
文
を
読
ま
せ
た
後
、
向
山
氏
は
す
ぐ
に
、「
式
を
書

き
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。
す
ぐ
に
、
で
あ
る
。
こ
の
「
す

ぐ
に
」
は
、
本
当
に
「
す
ぐ
に
」
だ
。
一
秒
も
間
が
な
い
。

な
か
に
は
、
子
供
た
ち
が
、
す
ぐ
に
式
が
書
け
る
わ
け

が
な
い
と
思
う
教
師
が
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
子
供
た

ち
は
、
す
ぐ
に
式
が
書
け
る
。

な
ぜ
か
？

教
科
書
に
式
が
書
い
て
あ
る
か
ら
だ
。

向
山
氏
は
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
言
う
。

「
こ
れ
は
と
て
も
簡
単
だ
」

「
な
ぜ
簡
単
か
？　

説
明
し
な
さ
い
」

子
供
た
ち
が
一
斉
に
手
を
あ
げ
る
。

「
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
！
」

「
そ
う
だ
！　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
気
が
付
い
て
い
る
こ

と
が
大
事
な
ん
だ
な
ぁ
」
と
、
向
山
氏
は
褒
め
る
。

子
供
た
ち
は
、
こ
こ
で
【
教
科
書
を
見
る
】
と
い
う
学

び
方
を
身
に
付
け
る
。
家
で
学
習
す
る
と
き
、
分
か
ら
な

い
問
題
も
あ
る
。
ど
う
す
る
か
？　

子
供
た
ち
は
教
科
書

を
見
る
。
分
か
ら
な
い
と
き
に
た
だ
戸
惑
う
の
で
は
、
学

び
方
が
身
に
付
い
た
と
は
言
え
な
い
。

「
教
科
書
を
見
る
」
は
大
事
な
学
び
方
で
あ
る
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

「算数教科書の学び方」
ちょこっと動画　→
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「学び方」をシステムにする

【図解】算数ノートをシステムにする
４か月後を見据えて、指示をする。確認する。褒める。その積み重ねが、算数ノートをシ
ステムにする。

次
の
指
示
を
し
た
時
に
、
子
供
は
ど
う
動
く
か
。

教
科
書
○
ペ
ー
ジ
を
ノ
ー
ト
に
や
っ
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
左
の
よ
う
な
ノ
ー
ト
が
出
て
き
た
。

こ
の
子
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
子
の
ノ
ー
ト
に
次
の
項

目
が
書
か
れ
て
い
た
。

①
日
付　
　

②
ペ
ー
ジ
数　
　

③
数
直
線　
　

④
式　
　

⑤
筆
算　
　

⑥
答
え

こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
授
業
で
、「
日
付
を
書
き
ま

し
ょ
う
」「
ペ
ー
ジ
数
を
書
き
ま
し
ょ
う
」
と
指
示
を
し

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
自
動
化
さ
れ
て
い
る
。

一
回
の
指
示
で
は
、
子
供
は
書
け
る
よ
う
に
な
ら
な
い
。

日
々
の
授
業
の
中
で
、「
日
付
を
書
い
て
い
る
人
？
」
と

確
認
を
す
る
。
授
業
中
に
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
、
日

付
を
書
い
て
い
た
ら
丸
を
付
け
て
あ
げ
る
。
あ
る
い
は

「
日
付
を
書
い
て
い
る
人
、
ノ
ー
ト
に
Ａ
と
書
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
」
と
評
定
す
る
。
こ
う
し
た
確
認
や
評
定
を
積

み
重
ね
、
授
業
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
何
か
月
く
ら
い
続
け
る
と
良
い
の
か
。
私
が
学

ん
だ
目
安
は
、

四
か
月

で
あ
る
。

何
か
が
身
に
付
く
ま
で
に
は
「
百
回
」
の
練
習
を
要
す

る
と
言
わ
れ
る
。
四
か
月
続
け
れ
ば
、「
百
日
」
を
超
え

る
の
で
あ
る
。
四
か
月
後
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
指
示

す
る
。
確
認
す
る
。
褒
め
る
。
一
授
業
で
、
一
つ
の
項
目

（
日
付
の
み
）
だ
け
で
も
い
い
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
算

数
ノ
ー
ト
を
シ
ス
テ
ム
に
す
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
子
の
将

来
の
ノ
ー
ト
づ
く
り
（
学
び
方
）
に
も
つ
な
が
る
。

神奈川県横浜市立高田小学校 水
みず

本
もと

和
かず

希
き
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「学び方」をシステムにする─【図解】理科のノートまとめをシステムにする

アナログ・デジタルを選べる
理科ノートまとめのシステム

子供たちをやる気にさせる加点型ルーブリッ
クを提示。まとめ方が選べることでさらにやる
気が加速するシステム。

１　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
提
示

子
供
た
ち
を
や
る
気
に
さ
せ
る
上
欄
の
よ
う
な
加
点
式

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
提
示
す
る
。
達
成
で
き
た
ら
、
自
分
の

名
前
を
動
か
す
。
黒
板
で
も
端
末
で
も
で
き
、
や
る
気
を

引
き
出
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

２　

シ
ス
テ
ム
の
初
期
指
導

ま
ず
お
手
本
を
示
す
と
よ
い
。
過
去
の
学
級
ノ
ー
ト
を

見
せ
る
（
ノ
ー
ト
の
例
は
、
本
誌
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

初
期
指
導
で
は
、
少
し
書
け
た
段
階
で
持
っ
て
こ
さ
せ
、

個
別
評
定
す
る
と
よ
い
。

作
業
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
段
階
で
、
指
示
す
る
。

「
全
員
起
立
。
み
ん
な
の
ノ
ー
ト
を
見
た
ら
戻
り
ま
す
」

「
席
に
着
い
た
ら
、
再
開
し
な
さ
い
」

仲
間
の
ノ
ー
ト
を
参
考
に
し
て
、
ど
う
や
っ
て
書
い
た

ら
良
い
か
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
む
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
定
着
す
れ
ば
、「
今
日
は
ノ
ー
ト
ま

と
め
で
す
」
の
一
言
で
子
供
た
ち
は
自
ら
作
業
し
、
ノ
ー

ト
ま
と
め
が
書
け
る
。
ノ
ー
ト
は
、
完
成
し
た
ら
端
末
で

撮
影
し
、Google

Classroom

やM
icrosoftT

eam
s

な

ど
の
ア
プ
リ
で
提
出
さ
せ
る
。
デ
ジ
タ
ル
評
定
が
で
き
る
。

３　

ア
ナ
ロ
グ
の
ま
と
め
例①　

タ
イ
ト
ル
を
書
か
せ
る
。

②　

教
科
書
に
か
か
れ
て
い
る

実
験
道
具
や
使
い
方
。

③
④
⑤　

自
分
た
ち
が
行
っ
た

実
験
結
果
。

４　

デ
ジ
タ
ル
の
ま
と
め
例

端
末
で
実
験
記
録
を
か
か
せ
た
場
合
、
ス
ラ
イ
ド
ア
プ

リ
を
活
用
し
た
ま
と
め
も
で
き
る
。
福
井
県
の
尾
川
智
子

氏
の
実
践
で
あ
る
。

①　

タ
イ
ト
ル
を
入
力
さ
せ
る
。

②
③
④　

自
分
た
ち
が
行
っ
た

実
験
、
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

書
い
た
実
験
記
録
の
ス
ラ
イ

ド
を
組
み
合
わ
せ
る
。
ま
た
、

④
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
載

せ
て
、
実
験
動
画
を
再
生
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

愛知県豊田市立飯野小学校 山
やま

内
うち

英
えい

嗣
じ
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「学び方」をシステムにする

【図解】体育に熱中する「級表」を
システムにする
誰が、どこまで進んでいるのか、進捗状況の「見える化」が肝になる。

二
年
生
で
、
鉄
棒
級
表
を
使
っ
て
授
業
し
て
い
る
。

鉄
棒
級
表
は
、
な
わ
と
び
級
表
を
モ
デ
ル
に
私
が
作
っ

た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
表
、
Ｂ
表
、
Ｃ
表
の
三
つ
が
あ
り
、

次
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
成
し
た
。

・
学
年
配
当
の
技
が
一
目
で
分
か
る
こ
と

・
各
技
の
上
達
過
程
が
分
か
り
、
自
分
一
人
で
も
技
を
進

め
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
と
し
、
分
か
り
に
く
い
技
や
動
き
を
動
画

で
示
す
こ
と

Ａ
表
は
低
学
年
を
、
Ｂ
表
は
中
学
年
を
、
そ
し
て
Ｃ
表

は
高
学
年
を
対
象
に
し
て
い
る
。

授
業
で
は
Ａ
表
を
紙
に
印
刷
し
た
も
の
を
使
っ
た
。

六
月
下
旬
か
ら
夏
休
み
ま
で
に
、
一
五
分
間
の
指
導
を

五
時
間
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間
、
昼
休
み
に
も
鉄

棒
遊
び
を
す
る
子
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
、
級
を
上
げ

て
い
っ
た
。
授
業
の
時
に
は
「
〇
〇
さ
ん
が
昨
日
の
昼
休

み
に
△
級
ま
で
進
み
ま
し
た
」
と
話
し
て
頑
張
っ
て
い
る

子
を
全
体
に
紹
介
し
た
り
、
左
の
よ
う
な
級
位
一
覧
表
を

作
っ
て
進
捗
状
況
を
共
有
し
た
り
し
た
。
そ
の
結
果
、
鉄

棒
に
興
味
を
も
つ
子
が
さ
ら
に
増
え
た
。

二
年
生
担
任
は
「
□
□
さ
ん
は
、
毎
日
家
の
鉄
棒
で
前

回
り
下
り
の
練
習
を
し
て
い
る
と
、
お
母
さ
ん
が
言
っ
て

い
ま
し
た
よ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

担
任
で
は
な
い
が
、
さ
さ
や
か
な
鉄
棒
ブ
ー
ム
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
表
の
デ
ジ
タ
ル
版

は
、
次
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
。
ご
活
用
い
た
だ
き
、

ご
意
見
・
批
判
等
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

福井県敦賀市立松原小学校 村
むら

田
た

正
まさ

樹
き

Ｂ表Ｃ表
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「学び方」をコントロールする

本当に効果があるルーブリックのつくり方
可測的な基準を設定し、成功体験を積み重ねる仕組みを取り入
れることで、子供たちが熱中するルーブリックとなる。

１　

子
供
が
熱
中
し
づ
ら
い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
評
価
す
る
基
準
表
で
あ
る
。
Ａ

Ｂ
Ｃ
な
ど
の
「
尺
度
」、
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
の
特
徴
を
表
し
た
「
徴
候
」
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
。
観
点
は
一
つ
の
場

合
も
複
数
の
場
合
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
多
く
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
子
供
に
分
か
り
づ

ら
い
。

　

例
え
ば
、
右
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
注
）
で
は
「
相
手
を

見
た
り
…
し
な
が
ら
発
表
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
ど
の
程

度
相
手
を
見
て
い
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

ま
た
最
低
ラ
ン
ク
と
評
価
さ
れ
た
子
は
意
欲
を
失
う
可

能
性
が
あ
る
。
子
供
が
熱
中
す
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。

２　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
好
例
「
な
わ
と
び
級
表
」

子
供
が
熱
中
し
、
力
も
付
く
。
そ
れ
が
、
本
当
に
効
果

が
あ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
谷
和
樹
氏
は
そ
の
好
例

と
し
て
「
な
わ
と
び
級
表
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト

は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
（
谷
氏
の
整
理
に
、
筆
者
の
考
え

も
加
え
て
ま
と
め
た
）。

①　

子
供
に
分
か
り
や
す
い
こ
と
（
＝
可
測
的
）

　

ア　

数
値
を
入
れ
る（
何
回
で
き
た
、何
点
と
れ
た
）

　

イ　

行
動
の
形
に
す
る
（
何
が
で
き
た
、
な
ど
）

②　

で
き
そ
う
で
あ
る
こ
と

　

②
に
関
し
て
、
な
わ
と
び
級
表
は
「
ま
え
り
ょ
う
足
と

び
十
回
」
か
ら
始
ま
る
。
苦
手
な
子
も
で
き
る
内
容
で
、

そ
こ
か
ら
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
加
点
式
で
あ
る
。
で
き

た
部
分
は
色
を
塗
る
の
で
視
覚
的
に
学
習
状
況
が
分
か
る
。

こ
の
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
、「
も
っ
と
や
ろ
う
」
と

い
う
意
欲
を
生
み
、
熱
中
状
態
を
つ
く
り
出
す
の
で
あ
る
。

３　

視
覚
的
・
聴
覚
的
な
支
援
を
加
え
る

　

な
わ
と
び
級
表
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
英
会
話
と
か
け
算

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
試
作
し
た
（
上
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
）。

Excel

やspread sheet

な
ら
、
で
き
た
と
こ
ろ
は
自

動
的
に
色
が
変
わ
る
仕
組
み
に
で
き
る
。
音
声
や
動
画
の

リ
ン
ク
を
挿
入
し
、
子
供
が
自
ら
学
べ
る
よ
う
に
も
で
き

る
。
一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
、
視
覚
的
・
聴
覚
的
な
支

援
を
行
う
と
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
。

（
注
）
日
本
教
育
新
聞
（
二
〇
二
〇
年
三
月
十
六
日
）
よ
り
引
用
。

https://w
w
w
.kyoiku-press.com

/post-214129/

滋賀県野洲市立中主小学校 若
わか

井
い

貴
たか

裕
ひろ

観
点

徴候

尺度

英会話と
かけ算の
ルーブリック
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テ
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「学び方」をコントロールする─答えが１つじゃないテストのつくり方

大切な３つの要素
答えが１つではないテストを通して、「根拠をも
とにして解釈する学び方」を身に付けさせる。

答
え
が
一
つ
で
は
な
い
テ
ス
ト
に
は
、
幾
つ
か
の
要
素

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
次
で
あ
る
。

１　

ど
れ
を
選
ん
で
も
間
違
い
で
は
な
い
こ
と
。

２　

答
え
る
際
の
条
件
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

３　

評
価
・
測
定
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

少
な
く
と
も
、
右
記
の
要
素
が
一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま

う
と
、「
何
と
な
く
解
い
て
し
ま
っ
て
終
わ
り
」
の
テ
ス

ト
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
が
考
え
ら
れ
る

か
？　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
考
え
ら
れ
る
。

【
小
学
六
年
生
・
社
会
科
】

※
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
の
絵
を
掲
載
し
て
お
く
。

　

縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
、
住
む
と
し
た
ら
ど
ち
ら

が
良
い
で
す
か
？　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
答
え

ま
し
ょ
う
。

①　

縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
ま

す
。

②　

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と
を
書
き
ま
す
。（
○
○

が
あ
る
。
□
□
を
し
て
い
る
。
な
ど
）

③　

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
書
き
ま
す
。（
こ
の
こ
と

か
ら
△
△
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ど
）

こ
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
答
え
が
一
つ
で

な
く
な
る
上
に
、
一
定
の
質
を
保
証
で
き
る
。

こ
の
テ
ス
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
学
び
方
を
子
供
た
ち
に

定
着
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
か
？　

次
で
あ
る
。

根
拠
を
も
と
に
し
て
解
釈
す
る
学
び
方

上
記
の
②
の
事
柄
が
「
根
拠
」
に
あ
た
る
。
③
の
事
柄

が
「
解
釈
」
に
あ
た
る
。

こ
の
よ
う
な
学
び
方
が
身
に
付
い
て
い
る
と
、
社
会
科

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
語
や
算
数
や
理
科
な
ど
、
様
々

な
教
科
に
応
用
が
可
能
と
な
る
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
内
容
も
有
り
得
る
。

【
小
学
五
年
生
・
社
会
科
】

　

日
本
の
工
業
生
産
で
凄
い
と
思
う
も
の
ト
ッ
プ

３
は
何
で
す
か
？

①　

教
科
書
・
動
画
な
ど
か
ら
分
か
る
こ
と
を
書
き

ま
す
。

②　

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
書
き
ま
す
。

石川県金沢市立千坂小学校 石
いし

坂
ざか

陽
あきら
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「学び方」をコントロールする─満点をとってはいけないテストのつくり方

満点をとったら減点される！　なぜ？
「満点をとると減点される」という従来の概念を覆すテストは、向山洋一氏が、難関大学の
数学のテストから発想を得たものである。問題を「できる」「あやしい」「できない」という
三種に区分することは、自分の学力をメタ認知することにつながり、思考力向上に大いに
役立つ。学級をワンランク向上させたいならば、ぜひとも取り入れたいテストである。

満
点
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
テ
ス
ト
と
は
、
百
点
満
点

の
テ
ス
ト
用
紙
を
用
い
る
が
、
八
五
点
を
満
点
と
す
る
テ

ス
ト
で
あ
る
。
仮
に
、
す
べ
て
の
問
題
に
正
答
し
た
と
す

る
。
普
通
な
ら
ば
百
点
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
テ
ス
ト

の
場
合
は
、
一
五
点
余
計
に
と
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
満

点
の
八
五
点
か
ら
余
計
に
と
っ
た
一
五
点
を
引
い
て
、
七

〇
点
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

向
山
洋
一
氏
が
、
こ
の
問
題
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
背

景
に
は
、
難
関
大
学
の
数
学
の
テ
ス
ト
が
あ
る
。
難
関
大

学
の
テ
ス
ト
は
、
通
常
六
割
で
き
れ
ば
合
格
と
い
わ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
五
問
の
う
ち
三
問
正
解
な
ら
ば
合
格
で

き
る
。
従
っ
て
、
問
題
を
「
で
き
る
」「
あ
や
し
い
」「
で

き
な
い
」
と
区
別
し
、「
で
き
る
問
題
」
か
ら
解
い
て
い
く
。

こ
の
三
種
の
区
分
を
体
験
さ
せ
る
た
め
、
向
山
学
級
で

は
満
点
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
た
。

問
題
を
や
り
す
ぎ
た
り
、
で
き
な
い
問
題
を
選
択
し
た

り
す
る
と
満
点
は
と
れ
な
い
。
そ
こ
で
子
供
は
問
題
を
選

ぶ
必
要
に
迫
ら
れ
る
。「
ど
の
問
題
な
ら
ば
自
分
は
で
き

る
か
」
と
い
う
メ
タ
認
知
を
働
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。

本
来
テ
ス
ト
は
、
す
べ
て
を
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
分
か
ら
な
い
問
題
に
も
取
り
組
む
。
し
か
し
、
こ

の
テ
ス
ト
は
、
自
分
の
実
力
を
理
解
し
、
で
き
る
問
題
だ

け
を
選
択
す
る
の
だ
か
ら
、
テ
ス
ト
の
概
念
が
違
っ
て
く

る
。
テ
ス
ト
を
受
け
る
側
の
思
考
も
変
わ
っ
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
と
、
テ
ス
ト
作
成
に
お
い

て
は
、
で
き
る
だ
け
内
容
の
違
う
問
題
を
配
列
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
最
も
可
能
に
な
る
教
科
は
、
算
数

で
あ
ろ
う
。
特
に
、
学
期
の
終
わ
り
に
行
わ
れ
る
ま
と
め

の
テ
ス
ト
の
よ
う
に
、
複
数
の
単
元
内
容
が
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
問
題
が
適
し
て
い
る
。
た
だ
し
一
学
期
で
は
、

前
年
度
の
学
習
内
容
を
含
め
な
い
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
内
容
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

例
と
し
て
、
六
年
の
二
学
期
、
教
育
出
版
を
使
っ
た
場

合
で
考
え
て
み
る
。
十
月
ま
で
の
学
習
内
容
は
、
①
分
数

と
整
数
の
か
け
算
、
わ
り
算
、
②
分
数
の
か
け
算
、
③
分

数
の
わ
り
算
、
④
文
字
を
使
っ
た
式
（
以
上
「
数
と
計
算
」

か
ら
）」、
⑤
対
称
な
図
形
、
⑥
円
の
面
積
（
以
上
「
図
形
」

か
ら
）」、
⑦
比
例
と
反
比
例
（「
変
化
と
関
係
」
か
ら
）、

⑧
デ
ー
タ
の
見
方
（「
デ
ー
タ
の
活
用
」
か
ら
）
と
八
単
元

あ
る
。
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
内
容
豊
富
な
テ
ス
ト
が
で
き
、

各
自
の
得
意
分
野
か
ら
順
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
テ
ス
ト
は
知
的
さ
を
伴
っ
て
い
る
が
、
娯
楽
的
要

素
も
も
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
正
式
な
テ

ス
ト
と
し
て
通
知
表
に
反
映
さ
せ
る
と
な
る
と
、
一
部
保

護
者
の
誤
解
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
点
は
、
十
分
配
慮
し
て
お
き
た
い
。

関西外国語大学教授 松
まつ

﨑
ざき

力
つとむ



子
供
が
自
分
で
学
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
│
で
き
る
教
師
の

子
供
の
学
び
方

子
供
の
学
び
方
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│

特集

27 2022. 11

思い出すだけで定着する
「レトリーバルプラクティス」
「何度も読む、書く」よりも思い出そうとする方が、学習内容が記憶に定着する。

「学び方」をコントロールする─学んだことを忘れない復習方法（レトリーバルプラクティス）

「
レ
ト
リ
ー
バ
ル
」
と
は
日
本
語
で
「
取
り
戻
す
こ
と
」

と
い
う
意
味
だ
。
つ
ま
り
レ
ト
リ
ー
バ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

と
は
、
学
習
し
た
こ
と
を
思
い
出
そ
う
と
す
る
勉
強
方
法

で
あ
る
。
こ
の
勉
強
方
法
は
昔
か
ら
研
究
さ
れ
て
お
り
、

教
科
書
を
読
ん
だ
り
、
書
き
写
し
た
り
す
る
よ
り
も
効
果

の
あ
る
勉
強
方
法
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
学

習
内
容
の
定
着
の
た
め
に
レ
ト
リ
ー
バ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
授
業
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
学
ん

だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

１　

前
回
の
授
業
を
思
い
出
さ
せ
る

「
前
回
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
何
も
見
ず
に
ノ
ー
ト
に

書
き
出
し
な
さ
い
。」
レ
ト
リ
ー
バ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を

授
業
に
取
り
入
れ
る
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
切

な
の
は
「
何
も
見
ず
に
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
に
か
く

自
分
の
頭
だ
け
で
思
い
出
そ
う
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、

思
い
出
せ
な
か
っ
た
内
容
ま
で
記
憶
に
定
着
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。

２　

授
業
終
わ
り
に
振
り
返
る

　

た
だ
し
、
前
回
の
授
業
だ
と
本
当
に
何
も
思
い
出
せ
ず
、

効
果
が
あ
る
の
か
疑
わ
し
く
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
場
合
は
、
授
業
の
終
わ
り
に
、
そ

の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
る
よ
う
に
す
る
。
最
初

に
記
憶
し
た
時
間
か
ら
そ
れ
ぼ
ど
経
っ
て
い
な
い
の
で
、

そ
う
す
る
こ
と
で
、
思
い
出
し
や
す
く
な
る
。
ま
た
情
報

量
が
多
い
授
業
な
ら
ば
、
授
業
の
途
中
に
思
い
出
す
時
間

を
組
み
込
ん
で
も
い
い
だ
ろ
う
。

３　

自
主
学
習
に
も
取
り
入
れ
る

レ
ト
リ
ー
バ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
方
法
が
身
に
付
け
ば
、

自
主
学
習
の
方
法
も
変
わ
る
。
ま
ず
は
、
教
科
書
を
読
む

こ
と
に
集
中
す
る
。
そ
の
後
、
教
科
書
を
読
ん
で
学
ん
だ

こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
き
出
す
。
こ
の
長
さ
は
個
人
個
人
で

違
っ
て
よ
い
。
ま
た
学
習
内
容
に
よ
っ
て
変
え
て
も
よ
い
。

自
分
の
や
り
や
す
い
ペ
ー
ス
で
や
る
。
ま
た
ノ
ー
ト
に
書

き
出
す
時
に
は
、
教
科
書
の
内
容
を
丸
々
写
す
よ
り
も
自

分
の
言
葉
で
説
明
す
る
よ
う
に
書
い
た
方
が
、
内
容
が
定

着
し
や
す
く
な
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
テ
ス
ト
形
式
に
し
て

思
い
出
そ
う
と
す
る
の
も
効
果
的
だ
。
こ
う
い
っ
た
方
法

を
子
供
た
ち
に
教
え
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
自
主
学
習
が

実
現
す
る
。

〈
参
考
文
献
〉『
脳
科
学
が
明
か
し
た
！
結
果
が
出
る
最
強
の

勉
強
法
│
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
Ｏ
Ｈ
Ｓ
校
長
が
教
え
る
「
超

効
果
的　

頭
の
使
い
方
」』（
星
友
啓　

光
文
社
）

東京都足立区立第十二中学校 守
もり

屋
や

遼
りょう

太
た

郎
ろう
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答
え
は
二
枚
目

の
シ
ー
ト
に
あ

る
。
背
景
化
し
て

い
る
の
で
、
固
定

さ
れ
た
シ
ー
ト
に

な
っ
て
い
る
。

　

三
枚
目
は
、
自
分
の
指
で
書
く

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

指
で
答
え
を
書
く
の
で
、
鉛
筆
で

書
く
こ
と
が
苦
手
な
子
供
に
も
無
理

な
く
書
け
る
。
特
に
書
字
障
害
の
あ

る
子
供
に
は
、
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。

四
枚
目
に
は
、
文
字
の
答
え
を
配
置

し
た
。
こ
れ
で
自
分
で
答
え
合
わ
せ

が
で
き
る
。

　

一
度
書
い
た
文
字
は
、
消
し
ゴ
ム

ツ
ー
ル
で
消
す
と
何
度
で
も
練
習
で

き
る
の
で
便
利
で
あ
る
。

　

カ
タ
カ
ナ
を
読
む
こ
と
は
で
き
る

が
、
書
く
こ
と
が
難
し
い
子
供
が
多

い
。
今
ま
で
は
ノ
ー
ト
に
カ
タ
カ
ナ

で
書
く
言
葉
を
練
習
さ
せ
、
定
着
を

は
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
書
く
こ

と
が
苦
手
な
子
供
に
は
、
負
担
が
大

き
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、Jam

board

を
使
っ
て
、
付
箋
を
動
か
し
た
り
、

指
で
書
い
た
り
す
る
と
、
も
っ
と
楽

に
カ
タ
カ
ナ
の
練
習
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

Jam
board

で
練
習
す
る
言
葉
は
、

教
科
書
と
同
じ
に
し
た
。
四
枚
シ
ー

ト
で
一
つ
の
言
葉
と
な
る
よ
う
に
構

成
し
て
い
る
。

　

一
枚
目
は
、
付

箋
を
使
い
言
葉
を

作
る
。
使
わ
な
い

付
箋
も
交
じ
っ
て

い
る
。

一
　
負
担
な
く
カ
タ
カ
ナ
の
練
習
を

二
　
配
置
の
工
夫

かたかなをかこう
Jamboardを使い個別最適化の
授業を！　一人一人のペースで
何度も練習して覚えていく。

1年指示 Jamboardの「かたかなをか
こう」を開き、かたかなのれんしゅ
うをしましょう。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

光村図書・１年下・P36-37

Japanese
国語

ジャムボードのURL です。
ダウンロードし、Google 
classroomで配信してお使
いください。
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計
算
の
仕
方
を
載
せ
て
い
る
。
さ
く

ら
ん
ぼ
計
算
で
は
、
12
を
分
解
す
る

減
加
法
の
場
合
と
、
３
を
分
解
す
る

減
減
法
の
場
合
に
は
、
書
き
方
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
。
た
て
型
計
算
（
筆

算
型
）
は
、
同
じ
形

で
計
算
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
く
り

上
が
り
の
あ
る
た
し

算
で
も
有
効
だ
。

「
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
」
は
、
手
順
が

多
く
、
支
援
が
必
要
な
子
に
は
負
担

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
サ
ー
ク
ル
の
川
田
啓
輔

氏
が
考
え
た
「
筆
算
型
計
算
」
を
紹

介
す
る
（
上
図
）。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
は
、
13
を
横
に

（
さ
く
ら
ん
ぼ
の
よ
う
に
し
て
）
10

と
３
に
分
け
て
書
く
。
対
し
て
筆
算

型
は
、
10
と
３
を
縦
に
分
け
て
書
く

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
利
点
は
、

　

筆
算
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
あ
る
。

　

作
業
量
が
少
な
い
の
で
負
担

が
軽
く
な
る
（
さ
く
ら
ん
ぼ
の

○
を
描
き
、
そ
の
中
に
数
字
を

入
れ
る
こ
と
が
大
変
な
子
が
い

る
）。
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
の
場

合
、
問
題
数
が
多
く
な
る
と
、

書
く
こ
と
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
う
。

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

次
の
図
は
、
減
加
法
と
減
減
法
の

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

くり下がりのあるひ
き算
くり下がりのあるひき算は、さ
くらんぼ計算よりも「筆算型」
の方が優しい。

教育出版・１年・P116-127

1年
Mathematics
算数となえ方 13－９の計算は、３から

９はひけない。13を10と３に分
ける。10から９をひいて１、ぐ～
る。１と３で４。

実際のかき方を動画で
紹介しています。

さくらんぼ 「筆算型」は、筆算に
つながるビジュアル。
作業量が少ないため負
担が軽い。
減減法でかたちがかわ
らない。

筆算型

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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す
。
答
え
た
ら
開
く
よ
。
正
し
い
の

は
ど
ち
ら
。」
と
あ
る
。
子
供
た
ち
が

楽
し
く
取
り
組
め
る
よ
う
、
問
い
か

け
方
に
も
一
工
夫
入
れ
て
い
る
。
正

し
い
も
の
と
、
間
違
え
て
い
る
も
の

を
掲
示
し
、
合
っ
て
い
る
方
の
下
を

通
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

「
上
が
る
」
と
い
う
漢
字
の
読
み
に

つ
い
て
、「
あ
が
る
」
と
「
う
え
が
る
」

と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
を
用
意
す
る

な
ど
、
正
し
い
読
み
方
を
問
う
問
題

に
す
る
と
よ
い
。

　
教
室
内
に
掲
示
し
て
お
く
こ
と
も

長
期
記
憶
支
援
の
一
つ
で
あ
る
。
常

に
見
え
る
と
こ
ろ
に
掲
示
し
て
お
く
。

休
み
時
間
に
、
問
題
を
出
し
合
う
姿

も
見
ら
れ
る
。

　
長
期
記
憶
支
援
は
、
ど
の
教
科
で

も
使
え
る
。

二
読
み
方
を
ま
と
め
た
も
の
を
掲
示

　
一
つ
の
漢
字
で
も
読
み
方
が
い
く

つ
も
あ
る
こ
と
、
送
り
仮
名
に
よ
っ

て
読
み
方
が
変
わ
る
漢
字
が
あ
る
こ

と
、
こ
の
二
つ
を
学
習
す
る
。

　
単
元
が
二
時
間
で
設
定
さ
れ
て
い

る
が
、
二
時
間
だ
け
で
は
覚
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
長
期
記
憶
支
援
を
施

し
な
が
ら
、
楽
し
く
覚
え
さ
せ
た
い
。

第
一
時
　
読
み
方
が
複
数
あ
る

漢
字
を
読
む
。（
上
、下
）

第
二
時
　
送
り
仮
名
に
よ
っ
て
、

読
み
方
が
変
わ
る
漢
字

を
読
む
。（
上
が
る
、

上
る
等
）

時
間
外
　
長
期
記
憶
支
援
に
よ

る
定
着
を
図
る
。

　
長
期
記
憶
支
援
の
方
法
は
い
く
つ

も
考
え
ら
れ
る
。
例
を
以
下
に
挙
げ

る
が
、
他
に
も
様
々
な
方
法
で
長
期

記
憶
支
援
が
可
能
だ
ろ
う
。

　
写
真
中
央
に
は
「
見
え
な
い
扉
で

一
教
室
の
入
り
口
に
長
期
記
憶
支
援

かん字の読み方
長期記憶支援を活用しながら漢
字の読み方を覚えよう。

2年発問１ 正しいのはどちらですか？

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

綾
あや

乃
の

光村図書・２年下・P29-31

Japanese
国語
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さ
い
。
書
け
た
ら
持
っ
て
き

な
さ
い
。

※
こ
の
指
示
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ

が
で
き
て
い
る
子
は
、
理
解
で
き

て
い
る
子
で
あ
る
。

指
示
６  

６
×
１
か
ら
６
×
２
は
１

が
１
つ
増
え
ま
す
。
答
え
は
い
く

つ
増
え
ま
す
か
。（
６
で
す
）

発
問
２  

６
×
２
＝
12
、
は
る
と
さ

ん
は
、
ど
の
よ
う
に
答
え
を
出
し

ま
し
た
か
。（
６
か
ら
６
増
え
て

い
る
か
ら
６
＋
６
で
す
）

指
示
７  

６
×
３
＝
18
、
６
×
２
か

ら
答
え
は
い
く
つ
増
え
て
い
ま

す
か
。（
６
で
す
）

指
示
８  

６
×
４
＝
24
で
す
。

は
る
と
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に

答
え
の
出
し
方
を
書
い
た
ら

持
っ
て
き
な
さ
い
。

は
る
と
さ
ん
の
考
え
の
扱
い
方

追
い
読
み　

1

範
読  

６
の
だ
ん
の
九
九
を
、
く
ふ

う
し
て
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

指
示
１  

し
ほ
さ
ん
を
指
で
押
さ
え

な
さ
い
。

指
示
２  

６
×
１
＝
６
は
、
６
が
い

く
つ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。（
一

つ
で
す
）

発
問
１  

６
×
２
＝
12
。
し
ほ
さ
ん

は
、
ど
の
よ
う
に
答
え
を
出
し
ま

し
た
か
。（
６
が
２
つ
だ
か
ら
、
６

＋
６
と
答
え
を
出
し
て
い
ま
す
）

指
示
３  

６
＋
６
に
線
を
引
き
な
さ

い
。

指
示
４  

６
×
３
＝
18
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。
考
え
に
線

を
引
き
な
さ
い
。（
６
＋
６
＋
６
）

指
示
５  

６
×
４
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。
□
の
下
に
書
き
な

か
け
算
九
九
の「
仕
組
み
」の
学
習

し
ほ
さ
ん
の
考
え
の
扱
い
方

東京都公立小学校

加
か

藤
とう

雅
まさ

成
なり

かけ算の仕組みの指
導法
変化のある繰り返しで、どの子
もできるようになる。

東京書籍・２年下・P29-30

2年
Mathematics
算数発問 しほさん（はるとさん）はど

のように答えを出しましたか。
指示 しほさん（はるとさん）のや
り方で６×４を計算しなさい。

〈
参
考
文
献
〉

『
向
山
型
算
数
教
え
方
教
室
』「
向
山
型
算
数

に
挑
戦
」
二
〇
〇
九
年
十
一
月
号

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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上
手
に
で
き
た
」「
順
番
に
意
見
を

言
っ
て
い
た
」
な
ど
が
出
さ
れ
る
。

意
見
が
出
た
ら
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

指
示  

も
う
一
度
、
動
画
を
見
ま
す
。

発
表
し
て
く
れ
た
意
見
が
本
当

に
そ
う
な
っ
て
い
る
か
。
さ
ら

に
、
ま
だ
ク
ラ
ス
で
発
表
さ
れ
て

い
な
い
秘
密
が
あ
る
か
、
探
し
な

が
ら
見
ま
す
。

　

こ
う
し
て
「
見
る
視
点
」
を
与
え

て
か
ら
、
再
度
見
せ
る
。

発
問  

さ
ら
に
話
合
い
が
上
手
に
進

ん
で
い
く
秘
密
を
見
付
け
た
人

は
い
ま
す
か
。

　

こ
の
よ
う
に
問
う
こ
と
で
、
話
し

合
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
次
の
よ
う
な
こ
と
を
子

供
に
発
見
さ
せ
る
。

・
司
会
を
決
め
る
と
話
合
い
が
う
ま

く
い
く
。

・
順
番
に
意
見
を
言
う
と
全
員
が
発

表
で
き
る
。

・
出
さ
れ
た
意
見
の
同
じ
と
こ
ろ
を

ま
と
め
る
。

　

光
村
図
書
「
は
ん
で
意
見
を
ま
と

め
よ
う
」
で
あ
る
。
司
会
の
進
行
が

話
合
い
の
鍵
を
握
る
。
そ
こ
で
教
科

書
に
あ
る
動
画
を
活
用
す
る
。
話
合

い
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
た
め
で

あ
る
。
三
五
頁
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

動
画
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。
実
際
に
子

供
が
話
し
合
う
様
子
で
あ
る
。
試
聴

後
に
教
師
が
い
く
つ
か
質
問
す
る
。

指
示  

皆
さ
ん
と
同
じ
三
年
生
の
話

合
い
で
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う

に
上
手
に
話
し
合
え
る
と
い
い

で
す
ね
。
ま
ず
は
、
見
た
感
想
を

発
表
し
ま
す
。

　

最
初
は
隣
同
士
で
感
想
を
言
わ
せ

る
。
次
は
班
で
感
想
を
言
わ
せ
る
。

最
後
に
全
体
で
「
感
想
を
言
い
た
い

人
」
数
名
に
発
表
さ
せ
る
。

発
問  

動
画
の
中
に
は
、
話
合
い
が

上
手
に
進
ん
で
い
く
秘
密
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
で
も
見
付
け
た
人

は
い
ま
す
か
。

　

全
体
に
問
う
。

　

例
え
ば
、「
司
会
役
が
い
た
の
で

話合いが上手に進む
秘密
「進行を考えながら話し合おう」では、
司会の進行が鍵になる。しかし、子供は、
よい話合いのイメージをもっていない。
そこで教科書にある動画を活用する。

3年説明 話合いの動画を見て、どうし
たらよい話合いになるか考えます。

発問 動画の中には、話合いが上手
に進んでいく秘密があります。１
つでも見付けた人はいますか。

埼玉県さいたま市立植竹小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

光村図書・３年下・P34-39

Japanese
国語
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「
先
生
は
、
次
に
何
て
言
う
で
し
ょ

う
？
」

（
言
い
な
が
ら
、
な
ぞ
り
な
さ
い
）

「
そ
の
通
り
！　

や
っ
て
ご
ら
ん
な

さ
い
」

「
右
側
に
、
考
え
方
が
も
う
一
つ

載
っ
て
い
ま
す
ね
。
４
×
２
が
２
×

４
と
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
」

「
ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
」

　

大
事
な
と
こ
ろ
は
、
ノ
ー
ト
に
写

さ
せ
る
。
教
師
の
説
明
よ
り
も
、
写

さ
せ
た
ほ
う
が
、
子
供
は
筆
算
の
考

え
方
を
よ
り
分
か
る
よ
う
に
な
る
。

「
そ
の
下
。
筆
算
の
し
か
た
と
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
何
を
し
ま
す
か
？
」

（
位
を
そ
ろ
え
て
か
く
）

「
教
科
書
の
一
番
上
に
、
筆
算
が
あ

り
ま
す
ね
。
な
ぞ
り
な
さ
い
」

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
？
」

（
一
の
位
に
か
け
ま
す
）

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」
は
、
子
供

に
計
算
手
順
を
定
着
さ
せ
る
有
効
な

指
導
法
で
あ
る
。

「
12
×
４
を
筆
算
で
し
ま
し
ょ
う
」

「
前
の
ペ
ー
ジ
で
、
答
え
は
48

で
し
た
ね
」

　

答
え
を
確
定
さ
せ
て
お
く
。
答
え

が
確
定
し
て
い
る
と
、
算
数
が
苦
手

な
子
供
も
安
心
し
て
「
考
え
方
」
に

進
め
る
。
算
数
Ｌ
Ｄ
の
子
供
は
実
行

機
能
が
苦
手
で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
ま
で

の
道
筋
だ
。
ゴ
ー
ル
を
48
と
確
定
さ

せ
る
と
、
算
数
Ｌ
Ｄ
の
子
供
も
「
考

え
方
」
が
分
か
り
や
す
く
な
る
。

「
そ
の
下
、
考
え
方
、
指
で
押
さ
え

な
さ
い
」

「
十
の
位
の
１
を
指
で
隠
し
な
さ
い
。

先
生
は
手
で
隠
し
ま
す
」

「
一
の
位
、
４
×
２
は
８
。
言
っ
て

ご
ら
ん
な
さ
い
」

（
一
の
位
、
４
×
２
は
８
）

「
言
い
な
が
ら
、
な
ぞ
り
な
さ
い
」

　

８
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

「
次
。一
の
位
の
２
を
隠
し
な
さ
い
」

「
十
の
位
、
４
×
１
は
４
」

（
十
の
位
、
４
×
１
は
４
）

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

「考え方」は、まず
答えを確定させる
算数LDの子供に有効な指導法。

啓林館・３年下・P25

3年
Mathematics
算数確認 前のページで、答えは48でし

たね。

授業＋解説
５分動画

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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く
な
り
、
誤
答
も
減
る
。

　
続
い
て
左
ペ
ー
ジ
の
問
題
に
入
る
。

　
も
う
一
度
①
の
文
を
画
面
に
提
示

し
て
子
供
た
ち
に
問
う
。

発
問
２  

こ
れ
は
い
く
つ
の
文
で
す

か
？　
二
文
で
す
ね
。
こ
れ
を
一

文
に
し
て
持
っ
て
き
な
さ
い
。

　
子
供
た
ち
が
持
っ
て
き
た
ノ
ー
ト

に
、
教
師
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
○

か
×
か
だ
け
を
付
け
れ
ば
よ
い
。「
暗

か
っ
た
の
で
」
と
す
れ
ば
正
解
で
あ
る
。

子
供
た
ち
か
ら
は
「
か
ら
」
も
出
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
正
解
で
あ
る
。

　
②
③
の
答
え
も
確
認
し
た
ら
、
練

習
問
題
で
あ
る
。
全
部
で
八
問
。

　
選
択
肢
は
「
の
で
」「
が
」「
し
」

の
三
つ
に
限
定
し
て
答
え
さ
せ
る
と

考
え
や
す
い
。

　
早
く
で
き
た
子
か
ら
板
書
さ
せ
、

八
問
と
も
書
き
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で

答
え
合
わ
せ
を
し
て
い
く
。

　
こ
の
後
は
「
好
き
な
文
を
一
つ
選

ん
で
、
二
文
に
し
な
さ
い
」
と
展
開

し
て
い
く
。

　
教
科
書
の
例
文
①
〜
③
を
電
子
黒

板
に
提
示
し
、
読
ま
せ
て
い
く
。

指
示
１  

読
み
ま
す
。
①
。

「
だ
か
ら
」「
し
か
し
」「
そ
れ
に
」

の
部
分
は
、
最
初
は
四
角
の
枠
だ
け

に
し
て
お
き
、
読
む
時
に
言
葉
を
出

す
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。
そ
の
方
が

子
供
た
ち
の
記
憶
に
残
り
や
す
く
な

る
か
ら
だ
。

説
明
１  「
だ
か
ら
」「
し
か
し
」「
そ

れ
に
」
は
、
文
と
文
を
つ
な
ぐ
言

葉
な
の
で
「
接
続
詞
」
と
言
い
ま

す
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

発
問
１  

（　
）
の
中
に
入
る
接
続

詞
は
何
で
す
か
。
さ
っ
き
の
三
つ

の
中
か
ら
選
ん
で
教
科
書
に
書

き
な
さ
い
。

　
そ
の
ま
ま
書
き
込
ま
せ
て
も
よ
い

が
、「
そ
れ
に
」
と
「
だ
か
ら
」
で

迷
う
子
も
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、
あ

ら
か
じ
め
次
の
よ
う
に
伝
え
て
お
く
。

「
た
だ
し
、
同
じ
接
続
詞
は
一
回
し

か
使
え
な
い
こ
と
に
し
ま
す
」

　
一
回
と
限
定
す
る
か
ら
考
え
や
す

つなぐ言葉の働き
①例文を読み、②問題を解かせ
る。その繰り返しで安定した授
業ができる。

4年発問 （　）の中に入る接続詞は何で
すか。さっきの３つの中から選ん
で教科書に書きなさい。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

東京書籍・４年・P28-29

Japanese
国語



35 2022. 11

す
る
の
が
よ
い
。

　

計
算
問
題
な
ど
の
す
ぐ
に
で
き
る

問
題
の
場
合
は
、
一
問
目
で
持
っ
て

こ
さ
せ
る
と
、
教
室
に
列
が
で
き
る

こ
と
が
あ
る
。
教
室
に
列
が
で
き
る

と
、
そ
こ
で
騒
い
で
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
の
で
、
避
け
た
い
。
し
か
し
、

今
回
の
よ
う
に
、
赤
で
色
を
塗
ら
せ

る
よ
う
な
少
し
時
間
の
か
か
る
作
業

で
あ
れ
ば
時
間
差
が
生
ま
れ
る
。
だ

か
ら
一
問
目
で
確
認
す
る
。
四
角
形

が
ど
こ
で
あ
る
か
を
視
覚
的
に
気
付

か
せ
る
た
め
の
作
業
な
の
で
、
あ
ま
り

に
も
雑
す
ぎ
る
塗
り
方
で
な
い
限
り

や
り
直
し
は
さ
せ
な
い
。
⑴
が
で
き
た

子
か
ら
ど
ん
ど
ん
塗
ら
せ
て
い
く
。

　

教
師
が
1
を
範
読
す
る
。

指
示
２  

三
つ
に
な
か
ま
分
け
を
し

な
さ
い
。教
科
書
に
書
き
込
み
ま
す
。

　

こ
こ
は
既
習
事
項
な
の
で
、
一
つ

ず
つ
詳
し
く
扱
わ
な
い
。
子
供
に
作

業
さ
せ
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
子
が
い
た
場
合
に
は
、
個
別

指
導
す
る
。

指
示
１  

九
つ
の
四
角
形
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、
余
計
な
線

が
あ
り
、
は
っ
き
り
四
角
形

だ
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
パ
ッ

と
見
て
四
角
形
だ
と
分
か
る

よ
う
に
、
赤
鉛
筆
で
色
を
塗

り
な
さ
い
。
⑴
が
で
き
た
ら

持
っ
て
き
な
さ
い
。

　

学
級
の
実
態
に
よ
っ
て
は
、
⑴
を

簡
単
に
板
書
し
、
赤
で
色
を
塗
る
の

は
ど
の
部
分
か
を
示
し
た
ほ
う
が
よ

い
場
合
も
あ
る
。

　

⑴
だ
け
を
赤
で
塗
ら
せ
て
、
教
師

の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
こ
さ
せ
る
の
に
は

意
図
が
あ
る
の
だ
。
教
師
が
一
問
目

で
確
認
で
き
る
の
で
、
間
違
え
た
こ

と
を
や
っ
て
い
る
子
が
い
た
場
合
、
修

正
し
や
す
い
。
九
問
終
わ
っ
て
か
ら

修
正
す
る
の
と
、
一
問
だ
け
修
正
す

る
の
と
で
は
、
労
力
が
違
う
。
ま
た

子
供
の
や
る
気
も
変
わ
っ
て
く
る
。

だ
か
ら
、
教
師
が
全
員
を
早
め
に
確

認
し
た
い
場
合
は
、
一
問
目
で
確
認

北海道石狩市立花川小学校

赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

子供へ明確な作業指
示を出し、教師は作
業状況を確認する
少しややこしい作業のときは１問目を持ってこ
させ、早めに子供の作業状況を確認する（「向山
型算数に挑戦１３７北海道 中田昭大氏の追試」）。

東京書籍・４年下・P29-30

4年
Mathematics
算数指示 パッと見て四角形だと分かる

ように、赤鉛筆で色を塗りなさい。

　　  図は、赤塚がリライトしたものである。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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同
じ
詩
を
読
ん
で
も
、
子
供
た
ち

の
イ
メ
ー
ジ
は
様
々
で
あ
る
。
子
供

の
意
見
を
四
つ
に
分
類
し
た
。

発
問  

話
者
に
見
え
て
い
る
も
の
は
、

何
で
す
か
。

「
鳥
」「
木
」「
雨
」「
花
」
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考

え
た
の
か
、
理
由
も
発
表
さ
せ
た
。

発
問  

話
者
は
、
外
に
い
ま
す
か
。

家
の
中
に
い
ま
す
か
。

　
討
論
を
さ
せ
る
。
初
め
は
、「
外

に
い
る
」
と
い
う
子
が
多
か
っ
た
が
、

討
論
後
、
家
の
中
派
が
増
え
た
。

　
討
論
後
の
子
供
の
ノ
ー
ト
。

　
私
は
、
家
の
中
だ
と
考
え
ま

す
。
話
者
は
、
目
覚
め
た
ば
か

り
で
、
家
の
中
か
ら
鳥
の
声
を

聞
い
た
り
、
花
が
ど
の
位
落
ち

た
の
か
考
え
た
り
し
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

【
参
考
】
武
田
晃
治
氏
実
践

　
詩
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
を
絵
に

表
し
、
討
論
す
る
こ
と
で
読
み
を
深

め
て
い
く
。

指
示  

読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　
黒
板
に
詩
を
書
き
、
そ
れ
を
読
ま

せ
る
。
向
山
氏
の
実
践
に
あ
る
、
安

西
冬
衛
「
春
」
の
音
読
の
さ
せ
方
を

追
試
し
た
。
読
み
方
が
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
は
、「
な
ん
と
か
」
と
読
ま

せ
る
。
何
人
も
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、

読
み
方
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
後
、

追
い
読
み
、
交
代
読
み
を
さ
せ
、
す

ら
す
ら
音
読
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

指
示  

分
か
っ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ

と
を
箇
条
書
き
に
し
な
さ
い
。

・
季
節
は
、
春

・
時
間
は
、
早
朝

・
鳥
の
声
を
聞
い
て
い
る

な
ど
、
出
さ
れ
た
意
見
を
板
書
し
、

内
部
情
報
を
蓄
積
す
る
。

指
示  

話
者
を
入
れ
た
絵
を
描
き
な

さ
い
。

古典の世界（二）「春暁」
情景を絵に表し、討論すること
で読みを深めることができる。

5年Ｑ ．話者はどこにいますか。話者を
入れた絵を描きなさい。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・５年・P159

Japanese
国語

※上のイラストはイメージです。
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５
＋
７
＋
４
＋
８
＝
24
で
あ
る
。

　

次
に
、
同
じ
数
ず
つ
分
け
ま

す
。
ノ
ー
ト
に
「
同
じ
数
ず
つ

分
け
る
」
と
書
き
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
「
同
じ
数
ず
つ
分
け

る
」
と
書
か
せ
る
。

　

今
は
何
か
所
に
分
け
る
の
で

す
か
？
（
↓
四
か
所
）

　

四
か
所
に
同
じ
数
ず
つ
分
け

る
式
を
書
き
な
さ
い
。

24
÷
４
＝
６
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

積
み
木
を
一
か
所
に
つ
き
六
個
ず
つ

重
ね
れ
ば
、
同
じ
高
さ
に
な
る
。

　

等
し
い
大
き
さ
に
な
る
よ
う

に
な
ら
し
た
も
の
を
、
平
均
と

言
い
ま
す
。

　

平
均
＝
合
計
÷
個
数

「
全
部
集
め
る
」「
同
じ
数
ず

つ
分
け
る
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

れ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
か
？

「
合
計
」「
÷
個
数
」
で
あ
る
。

　

二
〇
ペ
ー
ジ
に
、
積
み
木
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
次
の
発
問
を

す
る
。

　

積
み
木
を
同
じ
高
さ
に
す
る

た
め
に
、
ど
ん
な
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
か
？

　

子
供
か
ら
、
次
の
二
つ
の
方
法
が

出
る
だ
ろ
う
。

ア　
多
い
と
こ
ろ
か
ら
少
な
い
と
こ

ろ
へ
移
し
て
同
じ
高
さ
に
す
る
。

イ　
全
部
集
め
て
、
一
つ
ず
つ
重
ね

て
同
じ
高
さ
に
す
る
。

　

こ
の
方
法
の
う
ち
、「
イ
」
の
方

法
で
進
め
て
い
く
。

　

イ
の
方
法
で
考
え
ま
す
。
ま

ず
、
積
み
木
を
全
部
集
め
ま
す
。

ノ
ー
ト
に
「
全
部
集
め
る
」
と

書
き
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
「
全
部
集
め
る
」
と
書

か
せ
る
。

全
部
集
め
る
式
を
書
き
な
さ
い
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

キーワードをもとに進める
ならす方法を考えさせ、「全部集める」
「同じ数ずつ分ける」というキーワード
で括る。その上で「平均＝合計÷個数」
という言葉の式につなげた方が、より
自然な形で理解させることができる。

東京書籍・５年下・P20-22

5年
Mathematics
算数指示１ ノートに「全部集める」と

書きなさい。
　全部集める式を書きなさい。
指示２ ノートに「同じ数ずつ分け
る」と書きなさい。

　同じ数ずつ分ける式を書きなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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21
歳
で
召
集
さ
れ
26
歳
ま
で

軍
隊
で
過
ご
し
た
。
終
戦
間
際

に
は
、
上
海
決
戦
に
備
え
１
０

０
０
キ
ロ
の
行
軍
を
し
た
。
そ

し
て
飢
え
に
苦
し
ん
だ
。
こ
う

し
た
体
験
か
ら
や
な
せ
は
痛

烈
に
思
っ
た
。「
肉
体
的
苦
痛

は
、
い
つ
か
慣
れ
る
。
で
も
、

ひ
も
じ
さ
だ
け
は
何
よ
り
情
け

な
く
、何
よ
り
も
耐
え
が
た
い
。」

（「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
Ｗ
ｅ
ｂ
」

h
ttp
s://d

d
n
av
i.com

/
new
s/167303/a/

）

説
明
２  

作
者
の
や
な
せ
さ
ん
は
、

想
い
を
も
っ
て
ア
ン
パ
ン
マ
ン

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

説
明
３  

人
の
ま
ね
で
は
な
く
、
自

分
で
工
夫
し
て
考
え
や
思
い
を
表

現
し
た
文
章
や
音
楽
、
絵
な
ど
を
、

「
著
作
物
」
と
い
い
ま
す
。
み
ん

な
の
作
品
も
、「
著
作
物
」
で
す
。

ス
ラ
イ
ド

模
擬
授
業
動
画

発
問
１  

子
供
に
大
人
気
な
ア
ン
パ

ン
マ
ン
。
そ
こ
で
先
生
は
思
い
付

き
ま
し
た
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し

た
い
。
売
り
出
し
て
い
い
で
す
か

（
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
が

プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
掲
示
し
て
）。

（
ダ
メ
で
す
）

発
問
２  

な
ぜ
で
す
か
？

（
人
の
ア
イ
デ
ア
を
勝
手
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
か
ら
で
す
）

発
問
３  

で
は
、
自
分
が
描
い
た
も

の
だ
っ
た
ら
い
い
で
す
か
。

（
ダ
メ
で
す
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
つ

く
っ
た
人
に
失
礼
だ
か
ら
で
す
）

説
明
１  

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
作
者
の

「
や
な
せ
た
か
し
」
さ
ん
。
実
は
、

あ
る
想
い
を
も
っ
て
ア
ン
パ
ン

マ
ン
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
自
分
の
顔
を
ち
ぎ
っ
て
人
に
食
べ

さ
せ
る
。
そ
ん
な
心
優
し
き
ヒ
ー

ロ
ー
・
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
誕
生
し

た
背
景
に
は
、
や
な
せ
さ
ん
の
戦

争
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。

作者の背景を感じ
「著作物」を知る
アニメという身近な題材を通し
て、作者がどのような経緯や想
いをもって作品を作ったのかを
知る。

6年発問 子供に大人気なアンパンマン。
そこで先生は思い付きました。T
シャツを販売したい。売り出して
いいですか。

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

光村図書・６年・P152

Japanese
国語
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教
科
書
に
は
「
自
分
の
考
え
を
表

や
式
を
使
っ
て
か
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
る
。
よ
っ
て
、
私
の
場
合
は
次
の

三
つ
の
観
点
で
評
定
す
る
。

①　
比
例
の
関
係
に
注
目
し
て
い
る

か
（
矢
印
を
正
し
く
表
に
か
き
こ

ん
で
い
る
か
。
縦
か
横
に
二
つ
矢

印
が
あ
れ
ば
比
例
を
利
用
で
き
て

い
る
）。

②　
何
倍
に
な
る
か
出
し
て
い
る
か

（
そ
の
数
字
が
正
し
い
か
。
表
に

書
き
込
ん
で
い
る
か
）。

③　
自
分
の
考
え
を
式
に
表
せ
て
い

る
か
（
表
の
中
に
あ
る
数
字
を
も

と
に
立
式
で
き
て
い
る
か
。
正
解

を
導
き
出
せ
て
い
る
か
）。

　

一
項
目
三
〇
点
と
し
、
上
の
Ａ
の

よ
う
に
三
項
目
す
べ
て
満
た
し
て
い

れ
ば
、
一
〇
点
加
え
て
満
点
と
す
る
。

　

Ｂ
は
、
式
に
「
９
．２
」
と
い
う

数
字
が
突
然
出
て
く
る
の
で
減
点
。

八
〇
点
。

　

教
師
に
明
確
な
根
拠
が
あ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

「
画
用
紙
三
〇
〇
枚
を
、
全
部
数
え

な
い
で
用
意
す
る
方
法
を
考
え
ま

し
ょ
う
」

　

一
〇
枚
の
重
さ
が
九
二
ｇ
で
あ
る

こ
と
を
も
と
に
、
比
例
を
利
用
し
て

答
え
を
出
す
の
で
あ
る
。

　

教
師
が
懇
切
丁
寧
に
教
え
る
だ
け

の
授
業
で
は
絶
対
に
力
は
付
か
な
い
。

　

こ
こ
は
あ
え
て
突
き
放
し
て
「
自

分
の
考
え
」
を
書
か
せ
る
場
面
だ
。

　

た
だ
し
、
子
供
に
や
ら
せ
っ
ぱ
な

し
の
授
業
で
も
力
は
付
か
な
い
。

　

教
師
が
す
べ
き
こ
と
は
こ
れ
だ
。

個
別
評
定

　

子
供
た
ち
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に
書

か
せ
、
教
師
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
こ

さ
せ
て
評
定
す
る
の
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
二
〇
点
で
す
ね
」

と
、
教
師
が
明
確
に
点
数
を
付
け
る

か
ら
、
子
供
た
ち
は
何
が
足
り
な
い

か
と
考
え
始
め
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
観
点
で
評
価

す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

比例の利用
子供たちの考えを教師が個別評
定することで、考える力を付け
よう。

東京書籍・６年・P147-149

6年
Mathematics
算数指示 自分の考えを表や式を使って

書きなさい。
指示 書けた人は先生のところに
持ってきなさい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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は
じ
め
に
、
次
の
よ
う
に
指
示
を

す
る
。喉

に
手
を
当
て
て
声
を
出

し
て
ご
ら
ん
。

子
供
た
ち
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
言

葉
で
「
震
え
る
」
と
い
っ
た
表
現
が

出
る
。
う
ん
と
褒
め
た
上
で
、
音
の

学
習
で
は
、「
震
え
る
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
く
こ
と
を
伝
え
る
。

工
夫
し
て
楽
器
を
作
り
、
音
を
出

す
活
動
が
あ
る
。
教
科
書
に
は
、
①

１
喉
に
手
を
当
て
て
体
感

２
楽
器
作
り
か
ら
の
気
付
き

紙
笛
、
②
輪
ゴ
ム
ギ
タ
ー
の
二
つ
の

楽
器
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
単
元
に

入
る
前
か
ら
、
お
菓
子
の
箱
な
ど
を

準
備
さ
せ
て
お
く
と
よ
い
。

こ
の
楽
器
を
作
り
、
音
を
出
し
て

遊
ん
だ
後
、
分
か
っ
た
こ
と
・
気
付

い
た
こ
と
・
思
っ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト

に
書
い
て
発
表
す
る
。

思
考
・
判
断
・
表
現
の
目
標
は
、

「
主
に
差
異
点
や
共
通
点
を
基
に
、

問
題
を
見
い
だ
す
力
を
養
う
。」
で

あ
る
。音

が
出
て
い
る
と
き
の
楽

器
の
様
子
で
、
似
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
あ
り
ま
す
か
。

と
発
問
す
る
と
、
似
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
ま
た
、
ど

う
似
て
い
る
か
を
聞
く
と
、「
震
え

て
い
る
」
こ
と
に
気
付
く
。「
音
が

出
て
い
る
と
き
、
物
が
震
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。」
と
い
う
問
題
を
確

認
し
て
、
こ
の
後
、
実
際
の
楽
器
で

実
験
し
て
確
か
め
る
。

下
図
の
よ
う
に
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
に
付
箋
を
付
け
て
叩
き
、
震
え
て

い
る
か
を
確
か
め
る
。
次
に
、
音
が

出
て
い
る
と
き
に
、
手
で
握
ら
せ
る
。

握
っ
た
と
き
に
、
音
は
ど
う
な
る
か
、

付
箋
の
様
子
は
ど
う
か
を
記
録
し
て
、

ノ
ー
ト
に
文
章
で
ま
と
め
る
。
こ
の

と
き
、
動
画
に
撮
っ
て
付
箋
が
震
え

て
い
る
様
子
を
撮
っ
て
お
く
と
、
後

３
楽
器
で
実
験

の
発
表
で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

終
わ
っ
た
人
は
、
シ
ン
バ
ル
や
小

太
鼓
、
大
太
鼓
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
楽

器
で
実
験
し
て
確
か
め
る
。

実
験
し
た
こ
と
を
次
々
と
発
表
さ

せ
る
。
最
初
に
「
震
え
る
」
と
い
う

言
葉
を
押
さ
え
て
い
る
の
で
、
次
々

と
、「
音
が
出
て
い
る
と
き
に
、
震

え
て
い
る
」
と
出
て
く
る
。

最
後
に
、「
音
が
出
る
と
き
、
物

は
震
え
て
い
る
。」
と
ノ
ー
ト
に
書

い
て
ま
と
め
る
。

４
発
表

理科

自作の楽器で確か
めてから、本物の
楽器で震えている
かを実験する
３年「音を出して調べよう」
では、楽器を作って震える
ことに気付かせ、実際の楽
器を使って確かめる。

理科サークルクォーク

尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

東京書籍・３年・P106-110

基礎・基本

Science

①

②
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れ
る
と
、
水
が
飛
び
散
る
。
子
供
た

ち
は
、
楽
し
ん
で
活
動
す
る
。

一
つ
の
ブ
ー
ス
を
七
〜
八
人
ず
つ

で
、
五
分
程
度
で
ま
わ
る
。
ま
わ
っ

て
活
動
す
る
中
で
、
子
供
た
ち
が
感

じ
た
こ
と
な
ど
を
口
々
に
話
し
出
す
。

ブ
ー
ス
を
ま
わ
っ
た
後
、
分
か
っ

た
こ
と
・
気
付
い
た
こ
と
・
思
っ
た

こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。
そ
の
後
、

発
表
す
る
。
発
表
の
中
か
ら
、「
音

が
出
て
い
る
と
き
、
物
が
震
え
て
い

た
」
と
い
う
意
見
が
出
る
。

「
音
が
出
て
い
る
と
き
、
物
が
震
え

て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
を
、

基
礎
基
本
と
同
様
に
、
実
際
に
楽
器

で
確
か
め
る
。

３
活
動
か
ら
発
表
へ

穴
を
開
け
て
、
紙
笛
を
作
っ
た
見
本

を
用
意
し
て
お
く
。

②
　
輪
ゴ
ム
ギ
タ
ー

お
菓
子
な
ど
の
箱
に
切
り
込
み
を

入
れ
て
、
輪
ゴ
ム
を
ひ
っ
か
け
て
お

く
。
こ
れ
を
い
く
つ
か
準
備
し
て
お

き
、
ゴ
ム
を
弾
か
せ
る
。

（
紙
笛
と
輪
ゴ
ム
ギ
タ
ー
は
、
基
礎

基
本
の
図
を
参
照
）

③
　
コ
ッ
プ
カ
ラ
ス

紙
コ
ッ
プ
に
穴
を
開
け
て
、
タ
コ

糸
を
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
タ
コ
糸

を
濡
ら
し
た
キ
ッ
チ
ン
タ
オ
ル
で
こ
す

る
。
カ
ラ
ス
の
よ
う
な
鳴
き
声
が
す
る
。

④
　
音
さ

水
槽
に
水
を
汲
ん
で
お
き
、
音
さ

を
叩
い
た
後
、
す
ぐ
に
水
面
に
触
れ

る
よ
う
に
す
る
。
叩
い
て
水
面
に
触

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら
、「
音
が

出
て
い
る
も
の
は
、
震
え
て
い
る
」

と
い
う
性
質
を
見
付
け
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

活
動
は
、
次
の
四
つ
で
あ
る
。

①　

紙
笛

②　

輪
ゴ
ム
ギ
タ
ー

③　

コ
ッ
プ
カ
ラ
ス

④　

音
さ

紙
笛
と
輪
ゴ
ム
ギ
タ
ー
は
、
教
科

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

理
科
室
を
次
の
よ
う
に
し
て
、
準

１
自
由
試
行
さ
せ
る

２
準
備
す
る
も
の

備
し
、
各
班
で
ま
わ
っ
て
、
す
べ
て

体
感
す
る
。

次
の
よ
う
に
机
の
上
に
準
備
す
る
。

①
　
紙
笛

Ａ
４
用
紙
を
四
分
の
一
に
切
っ
た

も
の
を
た
く
さ
ん
準
備
し
て
お
く
。

理科
Science

さまざまな体験を
することで、音の
性質を見付け出す
ことができる
４つのブースをまわって、
いろいろな体験をする。ま
わって対話する中で、音の
性質を見付け出すことがで
きる。

理科サークルクォーク

尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

東京書籍・３年・P106-110

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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と
書
い
た
こ
と
で
、
ど
ん
な
悪
い

こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
か
。

・
み
ん
な
に
ご
り
お
君
の
悪
い
噂
が

広
ま
っ
た
。

・
嘘
が
本
当
だ
と
思
わ
れ
た
。

発
問
４
掲
示
板
が
こ
の
ま
ま
だ
と
、

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

・
ご
り
お
君
が
学
校
に
来
に
く
く
な

る
。
友
達
が
減
る
。

・
ぱ
ん
君
が
書
い
た
と
分
か
っ
た
ら
、

み
ん
な
に
嫌
わ
れ
る
か
も
。

説
明
み
ん
な
が
普
段
見
て
い
る
も

の
に
、
掲
示
板
と
同
じ
よ
う
な
使

い
方
が
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

何
で
し
ょ
う
？
（
ス
マ
ホ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
）
そ
う
で
す
。
そ
れ
ら
を

使
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
む

と
き
は
、
相
手
を
思
い
や
り
、
嫌

な
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

３
足
す
こ
と
で
学
び
を
強
化

　
他
の
教
科
書
会
社
の
教
材
を
読
み

聞
か
せ
る
。
二
年
生
以
上
な
ら
、
前

学
年
の
教
材
を
読
み
聞
か
せ
て
も
い
い
。

落
書
き
を
し
た
の
で
す
か
。

・
ご
り
お
君
を
こ
ら
し
め
る
た
め
。

発
問
２
掲
示
板
は
何
を
書
く
と
こ

ろ
で
す
か
。

・
大
切
な
事
。

・
み
ん
な
に
知
ら
せ
る
事
。

《
善
悪
の
判
断
な
ら
》

発
問
３
ぱ
ん
君
が
掲
示
板
に
「
お

ね
し
ょ
を
し
た
」
と
書
い
た
事
は
、

い
い
事
で
す
か
、
悪
い
事
で
す
か
。

・
悪
い
事
。

発
問
４
あ
な
た
が
ぱ
ん
君
な
ら
、

ご
り
お
君
の
い
じ
わ
る
を
や
め
さ

せ
る
た
め
に
何
を
し
ま
す
か
。

・「
や
め
て
」
っ
て
言
う
。

・
先
生
や
大
人
に
話
す
。

《
い
じ
め
指
導
な
ら
》

発
問
３
ご
り
お
君
が
い
じ
わ
る
し

て
い
る
所
を
み
ん
な
が
見
ち
ゃ
っ

た
と
し
た
ら
。
そ
の
時
、
み
ん
な

は
何
を
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

・「
だ
め
だ
よ
」
っ
て
言
う
。

・
先
生
を
呼
ん
で
く
る
。

《
情
報
教
育
な
ら
》

発
問
３
掲
示
板
に
「
お
ね
し
ょ
」

１
指
導
内
容
は
一
つ
で
な
い

　
道
徳
科
の
内
容
項
目
は
大
き
く
分

け
て
四
つ
、
細
か
く
は
約
二
十
項
目

あ
る
。
道
徳
の
教
科
書
に
、
目
次
と

は
別
に
教
材
が
分
類
さ
れ
て
い
る

ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
指
導
が
ブ
レ
な
い

よ
う
に
教
科
書
会
社
が
分
け
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
一
つ

一
つ
を
調
べ
て
み
る
と
、
内
容
項
目

や
教
育
分
野
を
複
数
も
つ
も
の
も
あ

る
。「
け
い
じ
ば
ん
の
ら
く
が
き
」
は
、

〝
善
悪
の
判
断
〞
に
分
類
さ
れ
る
が
、

い
じ
め
指
導
・
情
報
教
育
と
し
て
も

扱
え
る
。
そ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の

授
業
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。

２
授
業
に
つ
い
て

〈
あ
ら
す
じ
〉
い
じ
わ
る
な
ご
り
お

君
を
懲
ら
し
め
よ
う
と
し
た
ぱ
ん
君
。

森
の
掲
示
板
に
「
お
ね
し
ょ
を
し
た
」

と
嘘
の
落
書
き
を
す
る
。
掲
示
板
を

見
た
他
の
子
に
か
ら
か
わ
れ
る
ご
り

お
君
。
そ
の
様
子
を
見
て
ど
き
ど
き
、

そ
し
て
、
は
っ
と
し
た
ぱ
ん
君
は
、
掲

示
板
の
本
当
の
使
い
方
を
考
え
て
…
。

と
、
い
う
お
話
し
で
あ
る
。

⑴　

資
料
の
読
み
聞
か
せ

⑵　

内
容
確
認

　
登
場
人
物
。
で
き
ご
と
。

⑶　

発
問

発
問
１
ぱ
ん
君
は
な
ぜ
掲
示
板
に

教師だから育てられる
規範意識は

“道徳の時間”から
その授業で付けたい力は？　
目の前の子たちに必要な学び
は？　導くのは教師。

1年道徳

兵庫県伊丹市立南小学校

三
さえ

枝
ぐさ

亜
あ

矢
や

子
こ

 廣済堂・１年
P66-68

「けいじばんのらくがき」
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　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

　メインのダイアローグは、以下である。

A: Where is the post office ？
B: Go straight for two blocks.

（別の答え方としてTurn right．You can 
see it on your left.）

　さらに、教科書には、Small　Talk（スモー
ルトーク）として、次の会話も紹介されている。

A: What do you want for your town?
B: I want a big library.

　この２つを単発の会話で練習して終わらせ
るのではなく、２つをつなげて会話できる、
楽しい状況（オリジナル町づくり）を考えた。
　ペアでの活動である。それぞれ、自分が町
に欲しいものの写真５枚をインターネット等
で見付け、用意する。そして、東京書籍「NEW 
HORIZON Elementary ５」49ページの「Let’
s Listen」の地図上に置く。教科書の上でも
タブレット上でも良い。同じ写真をペアの相
手 に も 用 意 す る（ タ ブ レ ッ ト の 場 合、
Jamboard等で共有するか、相手にも同じ写
真を事前にインターネットで探させておく）。
　相手に、「何が欲しいか」「それはあなたの
町のどこにあるのか（正確には、どこにあっ
てほしいか）」を英語で聞き、相手の答えを
聞き取る。地図のその場所に相手が言った建
物の写真を移動させ、「相手の理想の町」を完
成させる活動である。このような会話になる。

A: What do you want for your town?
B: I want a big library.
A: �Where is the big library（for your 

town）?
B: Go straight for two blocks.
　（その位置に図書館の写真を置く）
A: What else do you want for your town?
 （「他には何が欲しい？」と聞く）　あと４
回、同様に進める。

※東京書籍・５年教科書Ｐ47より授業用に加工。

　この会話の楽しさは、１つめに、自分が欲
しいものを考え、自分の町の希望する場所に
置いて、オリジナルの町を創ることができる
点である。２つめに、相手の会話を聞き取っ
て出来上がった「相手の町」が本当に合って
いるかどうか、タブレットを最後に見せ合う
楽しさがある。私の勤務地では、学校のタブ
レットでJamboardを使用できないため、「ス
カイメニュー」の「発表ノート」を使って
行った。とても楽しい授業となった。

Unit ５：Where is 
the post office?
メインのダイアローグとス
モールトークをうまくつな
げることができる状況を考
え、子供たちが楽しく会話
できるように工夫する。

愛知県豊田市立中山小学校

井
い

戸
ど

 砂
さ

織
おり

東京書籍・p46〜53

5年英語
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「バーチャル背景」
使用時でも、子供の
ノートをカメラ越しで
確認するワザ
対面授業ならば、その場で子供たち
のノートをチェックして褒めること
ができる。オンラインの子はカメラ越
しでチェックして褒める。子供がバー
チャル背景を使用していてもノート
をチェックする方法を紹介する。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

げ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
大
切

な
技
術
の
一
つ
だ
。
し
か
し
、
子
供

が
バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
を
使
用
し
て
い

る
と
、
あ
る
状
況
に
陥
る
。

　

子
供
の
ノ
ー
ト
が
バ
ー
チ
ャ
ル

背
景
に
溶
け
込
ん
で
消
え
て
し
ま

う
。

　

子
供
が
カ
メ
ラ
の
前
に
ノ
ー
ト
を

広
げ
て
も
、

背
景
と
認

識
さ
れ
て

し
ま
う
の

だ
（
写
真

２
）。

の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
認
識
し
て
表
示
し

て
い
る
。
体
に
近
づ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
ノ
ー
ト
も
体
の
一
部
と
し
て
認

識
さ
せ
る
の
だ
。

　

こ
の
吉
原
氏
の
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
、

バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
使
用
中
の
子
供
の

ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
き
は
、

私
は
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

指
示  

ノ
ー
ト
を
体
に
く
っ
つ
け
て

ご
覧
な
さ
い
。
ち
ょ
う
ど
、
顔
の

下
ぐ
ら
い
で
開
く
と
消
え
ま
せ

ん
ね
。
そ
の
ま
ま
、
ゆ
っ
く
り
カ

メ
ラ
に
近
づ
け
な
さ
い
。

　

こ
れ
で
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
を
カ

メ
ラ
越
し
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
褒
め
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ノ
ー
ト
を

消
さ
ず
に
画
面
に
映
す
方
法
は
、
平

時
の
う
ち
に
学
級
で
練
習
し
て
お
い

た
。
子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
身
に
付
け

る
。
詳
し
い
や

り
方
を
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら

動
画
で
視
聴

で
き
る
。

　

バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
の
機
能
は
、
子

供
た
ち
が
自
分
の
個
人
情
報
を
守
る

た
め
に
使
う
大
切
な
機
能
だ
。
ノ
ー

ト
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
機
能
を
オ
フ

に
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
バ
ー

チ
ャ
ル
背
景
の
機
能
が
あ
っ
て
も
、

カ
メ
ラ
越
し
で
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
方
法
は
な
い
か
。
調
べ
て
い
る

時
に
、
千
葉
県
の
吉
原
尚
寛
氏
の
オ

ン
ラ
イ
ン
模
擬
授
業
を
受
け
る
機
会

が
あ
っ
た
。

２　

吉
原
氏
の
助
言

　

吉
原
氏
が
授
業
中
に
ノ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。
あ

る
参
加
者
が
バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
で

ノ
ー
ト
が
消
え
て
困
っ
て
い
る
様
子

を
発
見
し
た
吉
原
氏
は
、
次
の
よ
う

に
助
言
し
て
い
た
。

　

ノ
ー
ト
を
体
に
く
っ
つ
け
る
と

映
り
ま
す
よ
（
文
責
：
塩
谷
）。

　

な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
バ
ー
チ
ャ

ル
背
景
の
機
能
は
、
自
動
的
に
人
間

１　

画
面
で
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
途
中
で
、
子

供
た
ち
が
書
い
て
い
る
ノ
ー
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
次
の
よ
う
に
指
示

す
る
。

指
示  

ノ
ー
ト
を
カ
メ
ラ
に
写
し
て

ご
覧
な
さ
い
。

　

教
師
が
モ
デ
ル
を
示
す
と
良
い
だ

ろ
う
（
写
真
１
）。
画
面
の
向
こ
う

に
子
供
た

ち
が
書
い
た

ノ
ー
ト
が
映

さ
れ
る
。
教

師
は
思
い
切

り
褒
め
て
あ

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える
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配
付
し
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
指

示
し
た
。

指
示  

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に
動
画
の
リ

ン
ク
を
貼
り
付
け
ま
し
た
。
動
画

と
同
じ
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
書
き

な
さ
い
。
で
き
た
ら
先
生
に
見
せ

に
来
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
動
画
を
ス
ロ
ー
再
生

し
た
り
、
一
時
停
止
し
た
り

し
な
が
ら
ノ
ー
ト
に
筆
算
を

書
い
て
い
た
。
私
は
見
せ
に

来
た
子
供
の
ノ
ー
ト
に
丸
を

付
け
て
、
力
強
く
褒
め
て

い
っ
た
。

　

グ
ー
グ
ル
ド
ラ
イ
ブ
の
動

画
「
再
生
画
面
」
は
、

Y
ouT
ube

と
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
は
、Y

ouT
ube

で
も

転
用
で
き
る
の
だ
。
こ
の
よ

う
な
動
画
の
「
学
び
方
」
を

身
に
付
け
て
お
く
こ
と
で
、

学
び
た
い
時
に
、
学
び
た
い

こ
と
を
学
べ
る
よ
う
に
な
る
。

に
答
え
て
い
た
。
特
に
歯
車
マ
ー
ク

か
ら
再
生
速
度
を
変
え
、
教
師
の
話

す
ス
ピ
ー
ド
が
変
わ
る
と
教
室
は
爆

笑
に
包
ま
れ
た
。

２　

学
習
動
画
「
学
び
方
」
シ
ー
ト

　

一
通
り
再
生
画
面
の
「
構
造
」
を

読
解
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
、
左
の
よ
う

な
学
習
動
画
「
学
び
方
」
シ
ー
ト
を

１　

再
生
画
面
を
読
解
さ
せ
る

　

第
二
学
年
の
算
数
に
「
く
り
上
が

り
の
あ
る
た
し
算
」
の
単
元
が
あ
る
。

筆
算
の
や
り
方
を
学
習
動
画
に
し
た
。

「
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ノ
ー
ト
」
に
教
師
が
書
き
込
ん
で
い

く
数
分
の
動
画
だ
。
こ
の
動
画
デ
ー

タ
を
あ
ら
か
じ
め
グ
ー
グ
ル
ド
ラ
イ

ブ
に
保
存
し
て
お
い
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
動
画
デ
ー
タ
の

「
再
生
画
面
」
を
大
型
テ
レ
ビ
で
提

示
し
、
読
解
さ
せ
た
。
画
面
を
見
せ

て
、
次
の
よ
う
な
発
問
を
し
て
い
く

の
だ
。「
ど
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

再
生
さ
れ
ま
す
か
」「
音
を
大
き
く

し
た
い
と

き
は
ど
こ

を
押
し
ま

す
か
」「
全

部
で
何
分

間
の
動
画

で
す
か
」

「
画
面
を

大
き
く
し

た
い
な
あ
。

ど
こ
を
押
せ
ば
い
い
で
す
か
」「
こ

の
歯
車
の
マ
ー
ク
を
押
す
と
何
が
で

き
ま
す
か
」
子
供
た
ち
と
の
や
り
取

り
に
合
わ
せ
て
、
画
面
を
操
作
し
て

い
っ
た
。
子
供
た
ち
は
非
常
に
活
発

YouTubeに代表される動
画共有サイトには教育的
に価値が高いものが多い。
動画から自分で学んでいく
方法は、動画の時代を生
きる子供たちにとって、重
要なスキルである。

小学校２年生に
動画の「学び方」
を教える

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

身に付けさせよう！

日本の子供たちに

「動画読解・WEB読解」を
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数 学
授 業 実 践
高 校 の

定時制高校実践。
ＩＣＴを活用し
た授業
高校にも１人１台端末が
導入された。上手に活用
することで、生徒が主体
的に取り組む姿が見られ、
得た情報をふだんの授業
で活用する場面が見られ
た。

東京都立工芸高等学校

村
むら

瀬
せ

歩
あゆむ

式
の
覚
え
方
を
「
検
索
」
す
る
こ
と

で
、
生
徒
は
親
近
感
が
わ
き
、
覚
え

る
き
っ
か
け
が
つ
か
め
る
。

　

例
え
ば
、「
三
角
関
数
の
加
法
定

理
の
覚
え
方
『
咲
い
た
コ
ス
モ
ス
、

コ
ス
モ
ス
咲
い
た
』『
コ
ス
モ
ス
コ

ス
モ
ス
、
咲
か
な
い
咲
か
な
い
』
以

外
に
も
語
呂
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
調
べ
な
さ

い
」
と
指
示
す
る
だ
け
で
、
生
徒
は

熱
中
す
る
。
楽
し
い
語
呂
合
わ
せ
を

調
べ
て
、
何
度
も
唱
え
る
生
徒
が
出

て
く
る
。
調
べ
た
語
呂
合
わ
せ
を
板

書
さ
せ
る
と
、
さ
ら
に
笑
い
が
生
ま

れ
る
。
次
に
、
調
べ
た
中
で
「
符
号

を
間
違
え
や
す
い
公
式
で
す
。
符
号

を
考
慮
し
た
語
呂
合
わ
せ
は
ど
れ
で

す
か
」
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
だ
か
ら

こ
そ
、
難
し
い
こ
と
を
受
け
入
れ
、

喜
ん
で
検
討
す
る
。

　

生
徒
の
感
想
に
「
初
め
は
分
か
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
調
べ
て
い
く
う
ち

に
楽
し
く
公
式
が
覚
え
ら
れ
て
、
計

算
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

あ
っ
た
。

と
よ
り
も
、「
中
断
さ
せ
る
こ
と
」

の
ほ
う
が
難
し
い
。「
伏
せ
る
、
ま

た
は
机
の
中
に
し
ま
わ
せ
る
」
指
示

を
繰
り
返
し
与
え
続
け
る
こ
と
で
、

徐
々
に
中
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

③
授
業
で
見
慣
れ
な
い
用
語
が
出

て
く
る
。
そ
の
際
は
少
し
時
間
を

取
っ
て
検
索
さ
せ
る
。

　

生
徒
に
「
分
か
ら
な
い
こ
と
を
、

分
か
ら
な
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
一

番
問
題
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が

検
索
で
解
決
で
き
ま
す
」
と
趣
意
説

明
す
る
だ
け
で
検
索
を
始
め
る
。

　

た
だ
し
、
検
索
の
結
果
は
必
ず
し

も
教
師
が
求
め
て
い
る
事
例
で
な
い

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
は
、
数
名
発

表
さ
せ
て
「
様
々
な
書
き
方
が
あ
り

ま
す
が
、
今
日
は
Ａ
さ
ん
の
解
釈
で

統
一
し
ま
す
」
と
伝
え
る
。

２
「
検
索
」
だ
け
で
も
、

十
分
効
果
が
あ
る

　

数
学
は
と
も
す
れ
ば
、
数
式
や
計

算
だ
ら
け
の
無
味
乾
燥
な
教
科
に
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
公

　

定
時
制
高
校
に
は
、
様
々
な
事
情

を
抱
え
て
い
る
生
徒
が
在
籍
し
て
い

る
。
特
に
、
簡
単
な
計
算
に
つ
ま
ず

い
て
い
る
生
徒
は
、
本
題
に
入
る
前

に
嫌
に
な
っ
て
い
る
事
が
珍
し
く
な

い
。
そ
こ
で
、
数
学
を
楽
し
い
と
思

わ
せ
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
授

業
で
使
い
始
め
た
。
そ
の
準
備
と
し

て
、「
三
つ
の
約
束
」
を
実
践
し
た
。

１
三
つ
の
約
束

　

授
業
で
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
に
あ
た
り
、
特
に
実
行
さ
せ
た
こ

と
は
次
の
三
つ
だ
っ
た
。

①　

出
席
し
た
ら
、「
い
い

ね
！
」
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
。

②　

指
示
が
あ
っ
た
ら
、
端
末

を
伏
せ
る
、
ま
た
は
机
の
中

に
し
ま
う
こ
と
。

③　

指
示
が
あ
っ
た
ら
、
検
索

を
し
て
そ
の
結
果
を
ノ
ー
ト

に
書
く
こ
と
。

　

①
小
学
校
・
中
学
校
の
指
導
の
お

か
げ
で
、
タ
イ
ピ
ン
グ
は
一
通
り
で

き
る
。
し
か
し
、
ロ
グ
イ
ン
は
日
々

使
っ
て
い
な
い
と
、
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
毎
回
ロ
グ
イ

ン
を
さ
せ
、
さ
ら
に
所
定
の
欄
に

「
い
い
ね
！
」
ボ
タ
ン
を
押
さ
せ
る
。

　

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
い
始
め
る
こ



47 2022. 11

法
が
適
用
さ
れ
な
い
人
が
い
ま

す
。
ど
ん
な
人
で
し
ょ
う
か
」

　

答
え
は
様
々
に
あ
る
。
こ
こ
で
た

ど
り
着
い
て
ほ
し
い
の
は
「
使
用

者
」、
つ
ま
り
社
長
の
こ
と
で
あ
る
。

社
会
権
は
「
国
家
に
よ
る
自
由
」
を

保
障
す
る
権
利
で
あ
り
、
社
会
的
弱

者
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
こ

の
事
例
で
学
ぶ
こ
と
で
、
他
に
社
会

権
に
分
類
さ
れ
る
「
生
存
権
」「
教

育
を
受
け
る
権
利
」「
労
働
基
本
権
」

で
も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ち
な
み
に
使
用
者
以
外
で
労
働
基

準
法
が
適
用
さ
れ
な
い
の
は
「
農
林

水
産
業
者
（
林
業
は
除
く
）」「
同
居

の
親
族
」「
管
理
監
督
者
」
な
ど
が

い
る
。「
農
林
水
産
業
者
」
に
適
用

さ
れ
な
い
の
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ

る
仕
事
で
労
働
基
準
法
が
な
じ
ま
な

い
か
ら
で
あ
る
。
他
に
も
明
確
な
理

由
が
あ
る
。
ぜ
ひ
調
べ
て
い
た
だ
き

た
い
。

難
解
す
ぎ
る
と
こ
ろ
を
扱
わ
な
い
よ

う
に
意
識
し
て
い
る
。

２
文
字
数
を
限
定
す
る

　

他
の
出
題
個
所
は
「
休
憩
」「
休

日
」「
深
夜
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

出
題
す
る
時
に
工
夫
し
た
の
は
「
文

字
数
を
限
定
す
る
こ
と
」
だ
。「
漢

字
二
字
」
と
指
定
す
る
こ
と
で
、
子

供
た
ち
は
思
考
し
始
め
る
。
何
で
も

あ
り
だ
と
、
考
え
に
く
く
な
っ
て
し

ま
う
。
子
供
た
ち
の
反
応
に
よ
っ
て

「
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
」（
休

日
と
休
暇
）
や
「
一
文
字
目
は
〇
」

の
よ
う
に
ヒ
ン
ト
を
出
す
と
よ
い
。

３
も
う
一
歩
突
っ
込
ん
だ
発
問

　

ク
イ
ズ
だ
け
で
も
盛
り
上
が
る
。

し
か
し
、
さ
ら
に
学
習
を
深
め
る
た

め
に
は
授
業
の
目
標
、
つ
ま
り
「
社

会
権
を
理
解
す
る
」
と
い
う
内
容
に

つ
な
が
る
発
問
が
必
要
に
な
る
。
そ

こ
で
、私
は
次
の
よ
う
に
発
問
を
し
た
。

「
働
い
て
い
る
の
に
労
働
基
準

　

憲
法
単
元
は
憲
法
や
法
律
の
条
文

を
扱
う
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
そ

の
ま
ま
示
す
の
は
子
供
に
と
っ
て
難

解
で
あ
り
、
抵
抗
感
を
強
め
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
穴
あ
き
ク
イ
ズ
に
し
て

示
す
こ
と
で
、
抵
抗
感
を
下
げ
、
知

的
で
熱
中
す
る
内
容
に
す
る
工
夫
を

行
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
示
す
。

１
数
字
は
誰
で
も
予
想
で
き
る

　

社
会
権
の
授
業
で
労
働
基
準
法
を

穴
あ
き
ク
イ
ズ
の
形
で
紹
介
し
た
。

上
図
は
答
え
を
表
示
し
た
後
の
も
の

で
あ
る
。
み
な
さ
ま
な
ら
ど
こ
を
穴

あ
き
に
す
る
だ
ろ
う
か
。
私
が
ま
ず

穴
あ
き
に
し
た
の
は
、「
８
時
間
」

の
「
８
」
の
部
分
だ
。
他
に
も

「
40
」
時
間
や
「
15
」
歳
の
部
分
を

穴
あ
き
に
し
た
。
数
字
な
ら
ば
、
誰

で
も
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
他
の
部
分
に
あ
る
数
字
を
ヒ
ン

ト
に
す
る
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
。
ク

イ
ズ
を
出
題
す
る
と
き
に
大
切
な
の

は
「
で
き
そ
う
で
で
き
な
い
」
こ
と
。

社 会
授 業 実 践
中 学 校 の

難解な内容は
クイズにする
難解な内容は出題個所と
方法を工夫したクイズに
し、取り組みやすくする。

東京都足立区立第十二中学校

守
もり

屋
や

遼
りょう

太
た

郎
ろう

中学校中学校（高校）での（高校）でのTOSS実践TOSS実践



木き

村む
ら

重し
げ

夫お

間
違
い
を
説
明
す
る

間
違
い
を
説
明
す
る

ま
ず
、
正
し
い
計
算
を
確
定
さ
せ
る
。

ま
ず
、
正
し
い
計
算
を
確
定
さ
せ
る
。

次
に
、「
一
目
で
分
か
る
図
」
を
か
か
せ
て
個
別
評
定
だ
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
、
量
や
長
さ

次
に
、「
一
目
で
分
か
る
図
」
を
か
か
せ
て
個
別
評
定
だ
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
、
量
や
長
さ

で
示
せ
ば
高
得
点
だ
。
で
き
な
い
子
へ
の
配
慮
も
重
要
だ
。

で
示
せ
ば
高
得
点
だ
。
で
き
な
い
子
へ
の
配
慮
も
重
要
だ
。

算数

48

東
京
都
日
本
文
化
大
学
・
講
師

　

シ
ン
プ
ル
な
問
い
で
あ
る
。

２
３
＋
１
４
＝
３
７

　

右
の
計
算
は
ま
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
ど

こ
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
の
か
を
説
明
し
、

正
し
い
答
え
を
も
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

単
元
末
の
ま
と
め
問
題
で
あ
る
。
基
本
的
に

は
、「
突
き
放
し
て
」
い
き
な
り
や
ら
せ
る
べ

き
だ
。
丁
寧
す
ぎ
る
指
導
・
逐
一
指
導
は
す
べ

て
ダ
メ
だ
。

　

東
京
の
徳
本
氏
。

　

子
供
た
ち
が
異
分
母
の
分
数
の
た
し
算
を
わ

か
っ
て
い
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

　
　
　

図
で
も
絵
で
も
よ
い
で
す
。
先
生
が

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
書
い
て
持
っ
て
き
な

さ
い
。

発
問
１

　

教
師
は
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
き
た
子
供
か
ら
評

定
す
る
。
絵
が
か
い
て
あ
れ
ば
三
〇
点
、
言
葉

や
説
明
が
あ
れ
ば
三
〇
点
、
式
が
書
い
て
あ
れ

ば
三
〇
点
、
３
つ
書
け
て
い
れ
ば
百
点
。

「
ど
の
よ
う
な
絵
」
や
「
説
明
」
な
ら
一
目
で

分
か
っ
て
高
得
点
に
な
る
の
か
、
具
体
例
や
評

価
の
基
準
を
明
記
す
る
と
よ
い
。

　

北
海
道
の
布
村
氏

の
図
は
分
か
り
や
す

い
。
こ
の
よ
う
な
図

解
が
で
き
る
子
を
育

て
た
い
。

　

ク
ラ
ス
に
は
勉
強

が
苦
手
な
子
が
い
る
。
当
然
、
そ
の
子
た
ち
へ

の
配
慮
が
必
要
だ
。

　

神
奈
川
の
宮
森
氏
。

　

た
だ
、
私
が
こ
れ
ま
で
担
任
し
て
き
た
ク
ラ

ス
で
は
、
学
力
的
に
厳
し
い
子
は
で
き
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
ま
せ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
勉

強
が
で
き
る
子
が
中
心
に
な
っ
て
、
苦
手
な
子

が
何
も
し
な
い
と
い
う
状
態
に
な
る
。

　

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
８
月
号
で
小
嶋
先
生
が

「
グ
ル
ー
プ
代
表
者
に
発
表
し
て
も
ら
う
。
そ

の
代
表
者
は
先
生
が
決
め
る
」
と
い
う
指
示
を

出
し
て
い
た
。

　

ク
ラ
ス
の
実
態
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
指

導
法
の
工
夫
が
あ
る
べ
き
だ
。
優
れ
た
先
行
実

践
か
ら
謙
虚
に
学
び
た
い
。

　

さ
て
、
向
山
氏
は
「
ま
ち
が
い
問
題
」
を
ど

う
授
業
し
た
か
。
山
口
の
林
氏
は
、
向
山
氏
と

Ｔ
Ｔ
指
導
を
し
た
筧
田
貴
之
氏
の
文
章
か
ら
、

「
16
＋
４
×
８
」
の
ま
ち
が
い
問
題
を
向
山
氏

が
ど
う
授
業
し
た
か
を
書
い
て
い
る
。

①
正
し
い
式
と
答
え
を
教
師
が
黒
板
に
書
く
。

②
子
供
に
、
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

③
「
ど
こ
が
ま
ち
が
い
で
す
か
。
ノ
ー
ト
に
書

向山型に挑戦！

啓林館・５年・P122
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　

以
下
の
作
業
指
示
は
、
木
村
が
予
想
し
た
向

山
氏
の
授
業
で
あ
る
。

線
分
図
が
あ
り
ま
す
ね
。
０
か
ら
５
分

の
１
ま
で
好
き
な
色
で
塗
っ
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。
そ
れ
が
５
分
の
１
の
長
さ
で
す
。   

　

次
に
０
か
ら
５
分
の
３
ま
で
を
、
さ
っ

き
と
違
う
色
で
塗
り
な
さ
い
。

　

５
分
の
１
＋
５
分
の
３
で
す
か
ら
、
初

め
の
５
分
の
１
の
目
盛
り
か
ら
、
今
塗
っ

た
５
分
の
３
と
同
じ
長
さ
だ
け
塗
り
足
し

て
ご
ら
ん
。
５
分
の
１
＋
５
分
の
３
、
い

く
つ
に
な
り
ま
す
か
。
５
分
の
４
で
す
ね
。       

　
　
　

そ
の
通
り
。（
７
分
の
３
を
）
黒
で

囲
み
な
さ
い
。

　
　
　

０
か
ら
３
分
の
２
を
赤
で
塗
り
な
さ

い
。（
以
下
略
）

　
　
　

３
分
の
２
か
ら
４
分
の
１
分
を
青
で

塗
り
な
さ
い
。【
図
３
】

　
　
　

今
塗
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
下

に
線
を
引
き
な
さ
い
。【
図
４
】

　

向
山
氏
の
介
入
。
切
り
口
は
実
に
斬
新
だ
。

も
し
も
、附
属
だ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

　

５
分
の
１
＋
５
分
の
３
＝
10
分
の
４
に

な
ら
な
い
こ
と
を
説
明
し
な
さ
い
。     

　

当
時
の
教
科
書
に
は
下
の
よ
う
な
板
書
の
図

が
あ
っ
た
。
向
山
氏
は
そ
れ
を
利
用
し
て
、
説

明
し
て
み
せ
た
。

指
示
５

指
示
６

指
示
８

指
示
９

き
な
さ
い
。」
と
発
問
・
指
示
す
る
。

④
１
０
０
点
満
点
で
個
別
評
定
す
る
。

⑤
１
０
０
点
の
説
明
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

　

問
題
の
難
易
度
や
子
供
の
実
態
に
よ
っ
て
違

う
が
、
①
か
ら
指
導
の
原
則
が
見
え
て
く
る
。

　

ま
ち
が
い
を
説
明
さ
せ
る
問
題
で
は
、

最
初
に
全
員
に
正
答
を
共
有
さ
せ
よ
。

　

④
個
別
評
定
に
教
師
の
教
材
研
究
の
深
さ
が

反
映
す
る
。
子
供
の
ノ
ー
ト
を
い
か
に
裁
く
か
、

教
師
の
力
量
が
問
わ
れ
る
。

　

北
海
道
の
赤
塚
氏
は
、
過
去
の
向
山
型
算
数

セ
ミ
ナ
ー
の
介
入
場
面
を
応
用
さ
れ
た
。

【
先
行
実
践
】『
向
山
型
算
数
教
え
方
教
室
』

二
〇
〇
二
年
九
月
号
「
向
山
洋
一
の
介
入
模
擬

授
業
」
中
野
慎
也
氏

　
　
　

３
分
の
２
に
指
を
お
き
な
さ
い
。

　
　
　

３
分
の
２
を
赤
で
囲
み
な
さ
い
。

　
　
　

４
分
の
１
に
指
を
お
き
な
さ
い
、

　
　
　

４
分
の
１
を
青
で
囲
み
な
さ
い
。

　
　
　

次
に
何
と
い
う
と
思
い
ま
す
か
。

指
示
１

指
示
２

指
示
３

指
示
４

発
問
１
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柏田 良男
ＮＰＯ法人翔和学園・
教務

翔
和
学
園
の
実
践

一
つ
一
つ
の
行
動
を
観
察
し
、
根
底
に
あ
る
原
因
を
探
る
。

１　

い
つ
も
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
Ａ
君

　

ラ
ジ
オ
体
操
の
時
間
。
Ａ
君
は
当
然
の
よ
う

に
ボ
ー
っ
と
突
っ
立
っ
て
い
る
。
教
員
が
声
か

け
を
し
て
体
操
を
す
る
よ
う
に
促
す
が
、
全
く

動
か
な
い
。

　

何
度
も
声
を
か
け
る
が
、
あ
ま
り
の
無
反
応

に
違
和
感
を
覚
え
た
。

　

脳
の
覚
醒
レ
ベ
ル
が
低
い
の
だ
と
思
っ
た
。

そ
こ
で
、
頭
の
整
体
を
し
て
脳
に
刺
激
を
入
れ

る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
で
育
っ
た
Ａ
君
は
、
日
本
語
よ

り
も
英
語
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。
し
か
し
、

英
語
が
話
せ
る
教
師
は
い
な
い
の
で
、
な
る
べ

く
簡
単
な
日
本
語
を
使
っ
て
体
操
の
説
明
を
し

て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
状
態
は
あ
ま
り
改
善
し
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
彼
の
行
動
を
観
察
す
る
こ
と
に
し

た
。

２　

本
当
に
い
つ
も
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
の

か
？

　

集
団
授
業
の
出
だ
し
。
Ａ
君
は
い
つ
も
教
師

を
見
て
い
た
。
む
し
ろ
他
の
子
た
ち
の
方
が

ボ
ー
っ
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
教
師
か
ら
作

業
指
示
が
出
て
も
Ａ
君
だ
け
は
動
け
な
い
。
他

の
子
た
ち
は
、
作
業
指
示
が
出
る
と
指
示
に

従
っ
て
動
け
て
い
た
。

　

体
操
の
と
き
も
似
て
い
た
。
Ａ
君
は
ま
ず
、

教
師
の
方
を
じ
っ
と
見
て
ラ
ジ
オ
体
操
の
動
き

を
真
似
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
肘
か

ら
先
を
小
さ
く
動
か
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

そ
の
結
果
、
真
似
す
る
の
を
諦
め
、
ボ
ー
っ
と

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

教
師
を
見
て
情
報
を
得
よ
う
と
す
る
が
、
動

け
な
い
。
そ
の
背
景
に
何
が
あ
る
か
を
知
ろ
う

と
し
て
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
と
い
う
検
査
を
し
て
み
た
。

す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。

①　

視
覚
情
報
の
記
憶
が
極
端
に
苦
手
な
こ
と
。

②　

動
作
を
介
し
た
素
早
い
出
力
も
苦
手
な
こ

と
。

３　

問
題
の
根
本
を
捉
え
る

　

脳
の
覚
醒
レ
ベ
ル
が
低
い
か
ら
ボ
ー
っ
と
し

て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
教
師
の
作
業
指
示

が
理
解
で
き
な
い
こ
と
と
視
覚
情
報
を
活
か
し

て
体
を
動
か
せ
な
い
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
。
つ

ま
り
、「
お
手
本
を
見
て
も
覚
え
て
い
ら
れ
な

い
こ
と
」
と
「
い
つ
も
の
体
操
の
ス
ピ
ー
ド
だ

と
彼
に
と
っ
て
は
速
過
ぎ
る
こ
と
」
が
、
彼
の

問
題
の
根
本
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
状
況
が
目
立

つ
た
め
、
教
師
は
声
を
か
け
て
活
動
を
促
す
と

い
う
対
応
を
続
け
て
し
ま
っ
て
い
た
。

４　

彼
が
分
か
る
よ
う
に
指
導
を
改
善
す
る

　

見
せ
る
動
作
は
一
回
に
一
動
作
に
限
定
す
る
。

作
業
指
示
も
「
右
手
を
上
げ
ま
す
」
と
い
う
よ

う
に
シ
ン
プ
ル
な
指
示
に
す
る
。
こ
れ
を
意
識

す
る
と
、
Ａ
君
は
指
示
通
り
に
運
動
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
翔
和
学
園
・
東
京
翔
和
学
園
教
務　

柏か
し
わ

田だ

良よ
し

男お

翔和学園でのドラマ



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

普通学級で使える「ユニバーサルデザイン＆合理的配慮」

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

　

学
校
に
お
い
て
対
人
関
係
構
築
を

す
る
に
は
絶
対
条
件
が
あ
る
。

「
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
安
全
・
安
心

で
あ
る
こ
と
」

だ
。

　

ク
ラ
ス
の
友
達
が
ギ
ス
ギ
ス
し
た

雰
囲
気
で
あ
る
と
対
人
関
係
構
築
は

難
し
く
な
る
。

　

ま
た
、
担
任
が
恐
怖
政
治
的
な
学

級
経
営
を
し
て
い
る
と
、
対
人
関
係

の
力
は
伸
び
て
い
か
な
い
。

　

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が
「
安
全
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
攻
撃
さ
れ
な

い
・
攻
撃
の
対
象
と
な
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
だ
。

「
安
心
」
と
は
、

「
誰
で
も
受
け
い
れ
ら
れ
る
」

と
い
う
受
容
感
だ
。

　

こ
れ
ら
を
も
と
に
対
人
関
係
構
築

の
た
め
の
ス
キ
ル
を
教
え
て
い
く
。

　

全
体
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
、
ま
ず
は
、

「
い
じ
め
の
授
業
」

が
必
須
だ
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に

様
々
な
実
践
が
あ
る
の
で
、
定
期
的

に
授
業
の
中
で
取
り
組
み
た
い
。

　

教
室
の
中
で
「
い
じ
め
は
許
さ
れ

な
い
」
と
い
う
雰
囲
気
を
作
れ
る
の

は
教
師
だ
け
だ
。

　

そ
し
て
、

「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
」

と
教
師
が
宣
言
す
る
こ
と
も
大
切
な

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
学
級
風
土
を
構
築
し

た
上
で
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

　

道
徳
の
授
業
で
は
、「
五
分
間
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
」。

　

道
徳
の
授
業
五
分
間
だ
け
を
使
っ

て
、
簡
単
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を

ペ
ア
で
行
う
も
の
だ
。

「『
い
や
だ
』
の
優
し
い
言
い
方
」

「『
ご
め
ん
ね
』
の
優
し
い
言
い
方
」

な
ど
、
で
き
る
だ
け
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

内
容
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
体
育
で
は
、
仲
間
と
ふ
れ

あ
う
集
団
遊
び
ゲ
ー
ム
を
定
期
的
に

行
う
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た

上
で
、
友
達
と
の
関
わ
り
が
苦
手
な

特
別
支
援
を
要
す
る
子
供
た
ち
へ
、

個
別
の
合
理
的
配
慮
を
行
う
。

　

お
勧
め
は
、「
吹
き
出
し
ト
ー
ク
」

だ
。

　

簡
単
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
簡
単

な
Ｓ
Ｓ
Ｔ
だ
。

　

ま
ず
二
人
の
人
物
を
簡
単
に
絵
で

「
対
人
関
係
構
築
」
の
た
め
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

合
理
的
配
慮

安
心
感
を
土
台
に
し
な
が
ら
、
対
人
関
係
ス
キ
ル
を
育
て
る
。

描
く
。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
セ

リ
フ
の
吹
き
出
し
と
、
考
え
て
い
る

こ
と
の
吹
き
出
し
の
二
つ
を
か
く
。

　

ま
ず
は
、
先
生
が
セ
リ
フ
の
吹
き

出
し
に
、
二
人
の
セ
リ
フ
を
書
い
て

状
況
を
設
定
す
る
。

Ａ
「
こ
れ
貸
し
て
よ
！
」

Ｂ
「
な
ん
だ
よ
！　

そ
の
言
い

方
！
」

と
い
う
感
じ
だ
。
顔
に
表
情
も
描
け

る
と
な
お
良
い
。

　

ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
を
子

供
と
確
認
す
る
。

　

そ
の
次
に
、「
考
え
て
い
る
こ
と

の
吹
き
出
し
」
を
先
生
と
協
力
し
て

埋
め
る
。

Ａ
「
な
ん
で
貸
し
て
く
れ
な
い
ん
だ

よ
」

Ｂ
「
き
つ
い
言
い
方
だ
な
」

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
言
葉
を
受
け

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
を
書
く
。

　

最
後
に
、
Ａ
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
リ

フ
を
ど
の
よ
う
に
言
え
ば
よ
か
っ
た

か
を
一
緒
に
考
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
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特別支援学級でのこの実践‼

１

肋
木
を
縦
に
登
ら
せ
る

　
体
育
館
の
肋
木
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
目
印
を
付
け
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
。

　
私
は
肋
木
に
赤
と
白
の
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
を
ラ
ン
ダ
ム
に
貼
り
付
け
た
。

　
こ
れ
だ
け
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
「
場
」
が
つ
く
れ
る
。

　
あ
と
は
こ
の
目
印
を
使
っ
て
、
縦

に
横
に
歩
か
せ
れ
ば
い
い
（
安
全
対

策
と
し
て
、
帽
子
と
マ
ッ
ト
は
必
須

で
あ
る
）。

　
最
初
は
、
縦
で
あ
る
。

　
基
本
は
「
一
番
上
の
棒
に
タ
ッ

チ
」
で
あ
る
。

①
　
一
番
上
の
棒
に
右
手
で
タ
ッ
チ

②
　
一
番
上
の
棒
に
左
手
で
タ
ッ
チ

③
　
目
印
を
た
ど
っ
て
タ
ッ
チ

④
　
赤
を
た
ど
っ
て
タ
ッ
チ

⑤
　
白
を
た
ど
っ
て
タ
ッ
チ

⑥
　
赤
白
赤
白
の
順
で
登
っ
て

　
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
、
次
々
と
指

示
を
出
す
。

２

肋
木
の
真
ん
中
で
ポ
ー
ズ

　
縦
に
登
る
の
だ
け
を
や
っ
て
い
る

と
、
子
供
は
飽
き
て
く
る
。

　
ア
ク
セ
ン
ト
を
入
れ
る
。

　
肋
木
の
真
ん
中
で
、
次
の
こ
と
を

や
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

⑦
　
一
回
転
（
肋
木
を
背
に
す
る
）

⑧
　
一
回
転
反
対
回
り

⑨
　
右
手
足
を
離
し
て
「
大
」
の
字

⑩
　
左
手
足
を
離
し
て
「
大
」
の
字

⑪
　
ぶ
ら
さ
が
っ
て
五
秒

　
教
師
も
例
示
を
兼
ね
て
、
一
緒
に

行
う
の
で
あ
る
。

３

肋
木
を
横
に
歩
か
せ
る

　
縦
に
登
っ
た
の
で
、
こ
ん
ど
は
横

に
歩
か
せ
る
。

⑫
　
一
番
下
の
棒
を
踏
み
な
が
ら

⑬
　
二
番
目
の
棒
を
踏
み
な
が
ら

⑭
　
三
番
目
の
棒
を
踏
み
な
が
ら

⑮
　
手
は
赤
だ
け
で

⑯
　
手
は
白
だ
け
で

⑰
　
手
は
赤
白
赤
白
の
順
で

⑱
　
目
印
だ
け
で

　
右
へ
歩
か
せ
た
ら
、
左
か
ら
歩
か

せ
る
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
。

　
最
後
は
み
ん
な
で
テ
ー
プ
を
は
が

し
て
、
授
業
終
了
で
あ
る
。

４
『
解
説
』
に
書
い
て
あ
る

　
今
回
の
授
業
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た

の
は
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説

体
育
編
』
の
次
の
記
述
（
七
四
ペ
ー

ジ
）
で
あ
る
。

　
登
る
、
下
り
る
な
ど
の
動
き

が
苦
手
な
児
童
に
は
、
肋
木
や

登
り
棒
等
に
目
印
を
付
け
、
段

階
的
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
…
…
。

〔
太
字
は
筆
者
〕

　
子
供
は
「
腕
が
疲
れ
た
」「
全
身

疲
れ
た
」
と
言
い
つ
つ
も
、
全
員
が

「
ま
た
や
り
た
い
」
と
リ
ク
エ
ス
ト

し
て
き
た
。

肋
木
を
使
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体
験
さ
せ
る

ひ
と
工
夫

高
学
年
の
子
供
を
満
足
さ
せ
つ
つ
、
低
学
年
の
子
供
も
「
熱
中
さ
せ
る
」
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
授
業

後ご

藤と
う

隆り
ゅ
う

一い
ち

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
立
津
田
小
学
校

あの子
が

熱中し
た！

実際の授業の様子
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 作業療法

１　

事
例
と
対
応

　

こ
こ
ぞ
と
い
う
所
で
、
筋
肉
に
力
を
入

れ
ら
れ
な
い
。
も
の
を
持
つ
と
き
に
手
に

力
が
入
ら
な
い
。

　

日
常
生
活
の
経
験
値
が
低
く
、
体
の
動

き
が
ぎ
こ
ち
な
い
。
不
器
用
で
、
指
先
で

摘
ん
だ
り
、
紙
を
ち
ぎ
っ
た
り
、
絵
の
具

を
う
ま
く
出
し
た
り
で
き
な
い
。

⑴　

経
過

　

事
例
検
討
会
で
感
覚
統
合
理
論
を
基
に

話
し
合
い
、
週
一
回
の
自
立
活
動
を
一
年

間
行
っ
て
き
た
。

　

一
年
間
の
自
立
活
動
継
続
の
内
容

①　

一
本
線
の
上
を
歩
く
、
前
進
後
進
、

両
足
ジ
ャ
ン
プ
、
ケ
ン
パ
（
前
庭
覚
）

②　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル（
筋
感
覚
調
整
）

③　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
（
前
庭
・
固
有
覚
）

④　

マ
ッ
ト
（
滑
ら
か
な
全
身
運
動
）

⑤　

微
細
運
動
（
協
調
的
な
筋
感
覚
）

⑵　

現
在
の
状
況

　

映
像
か
ら
、
体
を
動
か
す
の
が
楽
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
が
分
か
る
。

⑶　

で
き
る
こ
と
と
課
題

　

掃
除
、
食
器
洗
い
、
洗
濯
を
た
た
む
こ

と
は
で
き
る
。

　

声
を
う
ま
く
出
せ
な
い
。

２　

福
田
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

自
立
活
動
の
計
画
立
案
に
あ
た
り
、
主
訴
の

改
善
を
目
標
に
分
析
を
行
い
、
学
校
で
行
っ
た

実
際
を
一
覧
表
に
示
し
た
（
表
１
）。

　

中
枢
神
経
系
の
働
き
は
、
身
体
が
で
き
る
だ

け
正
し
く
体
得
す
る
こ
と
で
、
感
覚
調
整
の
問

題
（
例
え
ば
触
覚
防
衛
や
聴
覚
防
衛
反
応
）
の

軽
減
が
可
能
に
な
る
。

　

小
学
校
高
学
年
以
降
で
理
解
力
が
高
け
れ
ば
、

認
知
能
力
に
訴
え
て
学
習
さ
せ
る
こ
と
も
良
い
。

こ
こ
ぞ
と
い
う
所
で
、

筋
肉
に
力
を
入
れ
ら
れ
な
い
生
徒
（
中
二
）

一
度
に
二
つ
の
こ
と
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
。

作
業
療
法
士
：
福
田
恵
美
子
　
構
成
：
関
根
朋
子

福田 恵美子
長野保健医療大学
　特任教授、
障害科学博士
発達支援飛翔のもり
　顧問
メリーランド高等学院
　センター長

表１　感覚統合理論を用いた主訴の解釈とreasoning、学校での対応、効果



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2022年10月15日～2022年11月14日  現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

多種多様な情報が得られる

日本教育新聞
（縮刷版）

日本教育
新聞社

全ての子供たちに学力の保障を！

TOSS教育書籍
キャンペーン

教育技術
研究所

● 日本教育新聞社様からのご厚意で、トークラインをご購読
されている読者の皆様に、「縮刷版をお申込みされた方に
は『日本教育新聞』を１年間無料でお届けします」という
特典をご用意いただきました。
　※ お申し込みには、『教育トークライン』11月号に同送さ
れたチラシをご使用ください。

キャンペーン期間：
2022年11月８日（木）～11月27日（日）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

● 話題の新刊トークラインBOOK第２弾をはじめ、教師力UP
に役立つ人気書籍・資料を特別価格で販売します！

〈対象教材（例）〉
・新書版　向山洋一全集
・トークラインBOOK
　（第１弾　第２弾）
・ 教師が20代までに身につけ

ておきたいスタートアップ
スキル

・教師の仕事　オールインワンガイド
・特別支援場面別資料集
・発達障がい児本人の訴え

縮刷版は３年連続で全国学校図
書館協議会の選定図書に合格！
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TOSS教材
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

毎
日
読
む
た
め
の
新
書
版

手
に
収
ま
る
新
書
版
だ
か
ら
歯
を
磨
き
な
が
ら
で
も
読
め
る
。

髙た
か

橋は
し

賢け
ん

治じ

北
海
道
登
別
市
立
鷲
別
小
学
校

　

新
書
版
だ
か
ら
習
慣
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
で
こ
そ
向
山
洋
一
氏

の
文
章
を
毎
日
読
ん
で
い
る
が
、
読

も
う
と
決
め
て
か
ら
習
慣
に
な
る
ま

で
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

か
つ
て
、『
向
山
洋
一
全
集
』
は

Ａ
５
版
で
出
版
さ
れ
て
い
た
。
片
手

で
持
っ
て
読
む
に
は
大
き
い
。
研
究

授
業
や
授
業
技
量
検
定
の
授
業
づ
く

り
、
ト
ラ
ブ
ル
や
分
掌
で
の
困
り
ご

と
の
解
決
法
探
し
と
い
っ
た
と
き
に

両
手
で
持
っ
て
読
む
本
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
新
書
版
な
ら
ば
片
手
で

持
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
私
は

毎
朝
、
歯
を
磨
き
な
が
ら
『
新
書
版

向
山
洋
一
全
集
』（
教
育
技
術
研
究

所
）
を
読
ん
だ
。
毎
日
の
日
課
と

セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
向
山
氏
の

文
章
を
読
む
こ
と
が
習
慣
化
し
た
。

　

向
山
氏
が
「
ま
る
で
新
し
い
本
に

な
っ
た
。」
と
ま
え
が
き
で
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、「
向
山
洋
一
全
集
」の

魅
力
は
、
他
の
本
で
読
ん
だ
こ
と
が

あ
る
文
章
を
新
し
い
感
覚
で
読
む
こ

と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
年
代

や
媒
体
が
違
う
文
章
を
同
じ
テ
ー
マ

で
編
集
し
直
し
て
い
る
の
で
、
ブ
レ

ず
に
実
践
と
発
信
を
続
け
て
き
た
向

山
氏
の
一
貫
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。「
黄
金
の
三
日
間
」、「
思
想
」、

国
語
、
社
会
、
理
科
、
体
育
と
い
っ

た
教
科
、
様
々
な
テ
ー
マ
が
並
ぶ
。

教
室
で
子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
授
業

や
学
級
経
営
を
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

と
も
す
ぐ
に
手
が
届
く
と
こ
ろ
に
置

い
て
お
き
た
い
一
五
冊
で
あ
る
。

　

第
二
期
以
降
も
刊
行
さ
れ
る
こ
と

を
熱
望
し
て
い
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

指示１ 消しゴムを一つ出しなさい。（２人の間に置く）
説明１  先生が「プリン」と言ったらとります。速くとったほうが

勝ち。
指示２ 「プリン」（速くとれた児童をほめる）
指示３  先生が「おにぎり」と言うとみんなは「おー」と言って右

手を上げます。
　 　練習「おにぎり」「おー」「おにぎり」「おー」「プリン」とテ

ンポよく行う。
指示４  先生が「焼きそば」と言うとみんなは「やー」と言って左

手を上げます。
　　練習「おにぎり」「おー」「焼きそば」「やー」「プリン」とテンポよく行う。
指示５ 先生が「カレー」と言うとみんなは「カー」と言って両手を上げます。
　　練習「おにぎり」「焼きそば」「カレー」をおりまぜながらテンポよく行うのがよい。
　負けた子には「ナイスボランティア！」の声かけをして終わる。

お隣の児童と仲良くなる学級レク
プリンをねらえ。

溝
みぞ

端
はた

久
く

輝
き

子
こ

兵庫県加古川市立平岡小学校
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縮
刷
版
日
本
教
育
新
聞

年
間
の
教
育
時
事
が
丸
ご
と
把
握
で
き
る
一
冊
。
記
事
ご
と
に

ま
と
め
読
み
で
き
る
の
も
縮
刷
版
な
ら
で
は
の
魅
力
。

岡お
か

本も
と

理
お
さ
む

岡
山
県
岡
山
市
立
第
三
藤
田
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

　
た
ま
っ
て
い
く
新
聞
の
中
か
ら
、

必
要
な
記
事
を
探
す
の
は
難
し
い
。

　
縮
刷
版
で
は
、
記
事
索
引
目
次
で

す
ぐ
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ニ
ュ
ー
ス
」

「
個
別
教
育
課
題
」

「
地
域
団
体
企
業
」

「
特
別
支
援
教
育
」

「
学
校
経
営
」

「
メ
デ
ィ
ア
」

な
ど
、
大
き
な
分
類
か
ら
、
さ
ら
に

小
分
類
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
記
事
索
引
だ
け
で
四
〇
ペ
ー
ジ
に

も
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
ス
ト
レ
ス
な

く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
文
科
省
の
取
り
組
み
や
各
自
治
体

の
取
り
組
み
な
ど
の
情
報
が
、
他
者

の
解
釈
な
し
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
大

き
い
。
現
場
や
メ
デ
ィ
ア
に
教
育
に

関
す
る
情
報
が
届
く
前
に
、
正
し
い

情
報
を
得
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
考
え
方
や
待
ち
受
け
る
変
化

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
場
に
お
り
て
く
る
情
報
だ
け
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
変
化
に
追

い
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
多
種
多
様
な
情
報
を
得
る
き
っ
か

け
と
し
て
、
こ
の
教
育
新
聞
の
縮
刷

版
を
読
ま
れ
る
こ
と
を
薦
め
た
い
。



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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若い教師でも子供をひきつける
TOSSランドコンテンツ
TOSSランドで実践を知り、追試し、他の場面に応用する。

東京都福生市立福生第六小学校 藤
ふじ

橋
はし

研
けん

　力量の高い先生の実践を、すぐに追試できるのがTOSSランドの魅力の一つである。千葉雄
二氏が作成された「私は教室の窓から外をながめていました。向山洋一氏の修正追試」を実践
した。教員２年目の駆け出し教師が授業しても、子供たちは熱中した。

A　わたしは教室の窓から外をながめていました。
B
AとＢの文がつながるように、Bに１つの文を入れなさい。書けた人はもってらっしゃい。

　この実践に出会えたことで、原実践である向山洋一氏の実践にたどり着いた。向山氏、千葉
氏の授業はなぜ子供たちが熱中するのか。一つに、「局面の限定」が挙げられる。局面が限定
されているために、子供たちの思考が活性化する。勉強が苦手な子供も考えることができる。
これを他の場面に応用した。４年生に慣用句を教える授業である。

「先生、水に流してください。～したことを。」　～に入る文を考えなさい。
〈子供が書いた文章〉
児童A：先生、水に流してください。先生の給食をつまみ食いしたことを。
児童B：先生、水に流してください。悪の組織と手を組んだことを。
児童C：先生、水に流してください。先生の結婚指輪を無くしたことを。

　教室が笑いに包まれる。TOSSランドで実践を知り、その原実践にあたり、自分の実践に応
用する。TOSSランドの有効な活用方法である。

【今月のコンテンツ】

TOSSランド
「私は教室の窓から外をながめていました。
向山洋一氏の修正追試」（千葉雄二氏作成）

TOSS指導法授業が激変！ 最前線



57 2022. 11

を
適
宜
入
力
し
た
課
題
を
用
意
し
、

作
り
た
い
旋
律
に
応
じ
て
音
の
高
さ

を
変
え
る
だ
け
に
す
る
（
動
画
１
）。

　

操
作
に
慣
れ
て
き
た
ら
空
の
五
線

を
用
意
し
、
入
力
さ
せ
る
。
そ
の
際
、

実
態
に
応
じ
て
表
示
内
容
を
変
更
す

る
（
上
記
画
像
参
照
）。

【
ス
テ
ッ
プ
３
】
リ
ズ
ム
を
変
え
る
。

　

二
種
類
の
方
法
が
あ
る
。

①　

マ
ウ
ス
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

機
能
で
音
符
ツ
ー
ル
を
使
う
。

②　

キ
ー
ボ
ー
ド
の
数
字
キ
ー

等
で
音
の
長
さ
を
変
え
る
。

【
誤
入
力
・
誤
操
作
対
策
】

Ctrl+Z

か
、
履
歴
か
ら
復
元
す
る

方
法
が
最
も
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。

【
小
学
校
高
学
年
以
上
】

　

楽
器
の
選
択
・
共
同
編
集
の
操
作

を
教
え
、「
繰
り
返
し
の
あ
る
音
楽
」

等
、
音
楽
づ
く
り
や
創
作
の
課
題
に

取
り
組
ま
せ
た
り
、
演
奏
を
録
音
し

て
提
出
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。

※
動
画
は
デ
ジ
タ
ル
版
で
。

リ
の
仕
組
み
を
覚
え
る
。

（
小
学
校
二
年
生
以
上
で
可
能
）

①　

旋
律
を
歌
っ
て
覚
え
る
。

②　

楽
器
で
演
奏
す
る
。

③　

一
区
切
り
ま
で
演
奏
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、Flat

で
作
成
し
た
楽
譜
を
配
付
す

る
。

　

音
符
表
示
の
変
更
方
法
を
教
え
れ

ば
、
子
供
が
自
分
で
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　

速
度
調
整
・
音
量
調
整
・
パ
ー
ト

表
示
の
変
更
も
可
能
な
の
で
、
一
つ

の
デ
ー
タ
で
範
奏
の
再
生
か
ら
カ
ラ

オ
ケ
作
成
ま
で
可
能
で
あ
る
。

【
ス
テ
ッ
プ
２
】
音
符
を
入
力
す
る
。

　

入
力
方
法
は
三
種
類
あ
る
。

①　

キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス　

②　

バ
ー
チ
ャ
ル
鍵
盤　

③　

Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
キ
ー
ボ
ー
ド

　

②
はFlat

の
ツ
ー
ル
に
含
ま
れ
、

表
示
・
非
表
示
が
選
べ
る
。

　

初
め
て
扱
う
場
合
は
、
四
分
音
符

一
　Flat for E

ducation

Flat for Education

（
以
下Flat

）

はGoogle Classroom
, T

eam
s

等
、

一
般
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
簡

単
に
連
動
で
き
る
楽
譜
作
成
ア
プ
リ

で
あ
る
。

　

課
題
をFlat

の
中
で
作
成
す
れ
ば
、

自
動
的
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
課

題
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
添
削
や
評

価
・
採
点
・
児
童
生
徒
と
の
や
り
取

り
も
、
自
動
的
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
反
映
さ
れ
る
。
子
供
た
ち
も
迷

子
に
な
る
こ
と
な
く
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
個
々
の
実
態
に
応

じ
て
進
度
や
補
助
も
調
整
で
き
る
画

期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
動
画
１

参
照
）。

二
　
入
力
の
ス
テ
ッ
プ

　

音
楽
だ
け
で
な
く
、
他
教
科
で
も

使
え
る
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
も
覚
え
さ

せ
た
い
。

Chrom
ebook

を
使
う
場
合
、

「Ctrl

＋
○
」
等
を
教
え
る
と
学
級

担
任
も
と
て
も
喜
ぶ
。

【
ス
テ
ッ
プ
０
】　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
か
らFlat

の
課
題
に
ア
ク
セ
ス
す

る
。

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
可
能
で
あ
る

（
動
画
１
参
照
）。

【
ス
テ
ッ
プ
１
】
再
生
機
能
で
ア
プ

Flat for 
Educationで個
別最適な学び・
協働的な学びを
実現する
子供が自ら表記を変更す
ることができ、達成感が
得られやすいシステムで
ある。

奈良県橿原市立畝傍北小学校

丸
まる

山
やま

美
み

香
か

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

動画
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て
い
て
、
生
か
し
て
く
れ
る
の
で
す

か
ら
」

　

ま
た
、
私
の
学
級
の
お
と
な
し
い

女
子
が
書
い
て
き
た
日
記
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

【
あ
る
子
の
日
記
（
一
部
）】

　

私
は
、
つ
い
に
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
嬉
し

い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
石

坂
先
生
が
私
が
が
ん
ば
っ
て
工

夫
し
た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
見
つ

け
て
ほ
め
て
く
れ
る
こ
と
だ
。

　

子
供
の
さ
さ
や
か
な
頑
張
り
を
見

抜
く
こ
と
で
、
学
級
経
営
は
非
常
に

よ
く
な
っ
て
い
く
。

　

授
業
と
学
級
経
営
は
同
一
の
も
の

で
あ
り
、
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
発
言
の
場
面
で
あ
る
。

あ
る
子
が
発
言
し
た
後
に
、
私
は
次

の
指
示
を
出
し
た
。

　

Ａ
子
さ
ん
、
あ
な
た
が
ノ
ー

ト
に
書
い
て
い
る
二
つ
め
と
三
つ

め
の
意
見
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
子
の
意
見
は
、
前
の
子
の
発
言

を
さ
ら
に
補
完
す
る
意
見
で
あ
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、
Ａ
子
は
授
業
で
活
躍

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
指
示
を
出
し
た
。

　

Ｂ
男
君
、
今
出
た
意
見
と
近

い
こ
と
を
書
い
て
い
た
で
し
ょ
？

　

さ
あ
、
発
表
し
よ
う
。

　

Ｂ
男
の
発
言
に
対
し
て
、
周
り
か

ら
「
お
お
ー
！
」
と
声
が
あ
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
日
常
で
繰

り
返
し
起
こ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
授
業
を
見
て
い
た
教
師
が
い

て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
あ
れ
は
、
子
供
た
ち
は
嬉
し
い
で

し
ょ
う
ね
。
自
分
が
書
い
た
こ
と
を

石
坂
先
生
が
し
っ
か
り
と
見
て
く
れ

　

学
級
経
営
を
す
る
上
で
、
最
も
避

け
た
い
状
態
は
、
次
で
あ
る
。

学
習
性
無
力

　

こ
れ
は
、
結
果
が
伴
わ
な
い
こ
と

を
何
度
も
経
験
し
て
、
自
分
か
ら
行

動
を
起
こ
さ
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

私
は
、
ど
ん
な
学
級
に
も
学
習
性

無
力
の
状
態
や
、
そ
れ
に
近
い
状
態

の
子
供
が
一
定
数
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　

で
は
ど
う
す
る
か
？

　

子
供
の
さ
さ
や
か
な
頑
張
り

を
見
抜
く
こ
と
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
に
、「
子

供
へ
の
目
線
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
単
に
子
供
と
目
が
合
う
と

い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
い
。

　

私
は
、
次
の
こ
と
も
包
含
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

授
業
時
間
内
に
お
け
る
、
子

供
の
頑
張
り
を
見
抜
き
、
再
現

し
、
価
値
付
け
る
こ
と
。

　

あ
る
授
業
の
こ
と
を
記
す
。

　

子
供
に
、
ノ
ー
ト
に
意
見
を
箇
条

書
き
で
書
か
せ
た
。
ノ
ー
ト
作
業
の

時
間
は
五
分
で
あ
る
。
そ
の
間
、
私

は
机
間
巡
視
を
し
、
誰
が
ど
ん
な
意

見
を
書
い
て
い
る
の
か
把
握
す
る
。

「子供への目線」
とは？

「頑張った」と子供が思っ
ていることを、教師が
しっかりと見抜くことが
大切である。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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実
は
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今

も
使
用
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
間
、

普
通
に
打
つ
場
合
一
〇
秒
以
上
か
か

る
肩
書
き
や
会
場
名
も
、
二
秒
の
爆

速
で
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
学

校
で
使
う
際
も
、
校
務
分
掌
に
か
か

わ
る
も
の
を
呼
び
出
す
際
に
は
、
大

活
躍
し
た
。「
教
育
研
究
所
主
催
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
よ
る

と
」
や
、教
育
界
の
最
先
端
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、「
個
別
最
適
な
学
び
や

協
働
的
な
学
び
と
し
て
」
な
ど
の
も

の
や
個
人
的
な
住
ま
い
を
入
力
す
る

際
に
は
、「
○
○
市
△
△
一
丁
目
（
番

地
、
マ
ン
シ
ョ
ン
名
、
部
屋
番
号
）」

な
ど
が
二
秒
で
コ
ピ
ー
で
き
る
こ
と

は
、
何
よ
り
も
あ
り
が
た
か
っ
た
。

私
み
た
い
な
忘
れ
っ
ぽ
い
人
は
是
非

使
っ
て
ほ
し
い
。

３　

こ
ん
な
人
に
お
す
す
め

　

私
は
、
次
の
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

①　

谷
和
樹
氏
の
肩
書
き
を
忘

れ
る
。

②　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
の
会

場
名
を
忘
れ
る
。

（
調
べ
ず
に
、
肩
書
き
や
会
場
名
が

出
る
方
は
必
要
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
す
ぐ
に
は
出
な
い
方
も
多
い
だ

ろ
う
）

　

ち
な
み
に
谷
和
樹
氏
の
肩
書
き
は
、

玉
川
大
学
教
職
大
学
院
教
授
で
あ
る
。

そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
の
会
場

名
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
プ

レ
ミ
ア
ム
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
だ
。

　

パ
ッ
と
出
て
こ
な
か
っ
た
方
は
、

是
非
ク
リ
ボ
ー
に
登
録
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
ん
な
時
に
、
備
忘
録
の
代
わ
り

に
定
型
文
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
で
、

調
べ
直
し
た
り
、
確
認
し
た
り
す
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

　

探
す
時
間
を
な
く
す
こ
と
こ
そ
究

極
の
働
き
方
改
革
で
あ
る
。
そ
し
て

３　

こ
ん
な
人
に
お
す
す
め

１　

コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
使
用
場
面

　

様
々
な
原
稿
執
筆
や
、
指
導
案
を

書
く
際
に
困
る
の
は
、
次
の
こ
と
で

あ
る
。

頻
出
す
る
定
型
文
や
キ
ー
ワ
ー

ド
を
忘
れ
る
こ
と
。

　

こ
れ
が
、
毎
回
手
入
力
す
る
と
結

構
大
変
で
あ
る
。
そ
ん
な
時
に
役
に

立
つ
ア
プ
リ
が
、Clibor

（
ク
リ

ボ
ー
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
使
う
と
、

頻
出
単
語
や
定
型
文
の
煩
わ
し
さ
か

ら
解
放
さ
れ
る
。

※
Ｏ
Ｓ
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
み
対
応

https://forest.w
atch.im

press.

１　

コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
使
用
場
面

co.jp/library/softw
are/clibor/

※
Ｍ
Ａ
Ｃ
で
も
、Clipy

（
ク
リ
ッ

ピ
ー
）
と
い
う
似
た
ア
プ
リ
が
あ

る
の
で
、
安
心
し
て
ほ
し
い
。

２　

具
体
的
な
使
用
方
法

　

使
用
方
法
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
だ
。

①　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
キ
ー
を
二

回
押
す
（
こ
の
操
作
で
起
動

す
る
）。

②　

コ
ピ
ー
し
た
テ
キ
ス
ト
が

ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
に
溜
ま
っ

て
い
く
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
す
ぐ
に
使
え

る
こ
と
も
強
み
で
あ
る
。

２　

具
体
的
な
使
用
方
法

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

頻出使用する言葉
をコピー＆ペース
トすることが多い
人必見！

Clibor（クリボー）を使う
と、コピー＆ペーストの速
さが２倍以上になる。

神奈川県大和市立林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

起動すると
登録した文が出る
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子
役
で
は
、
誰
よ
り
も
よ
い
子
役
で

あ
ろ
う
と
頑
張
っ
た
。

　

周
り
を
見
て
、
し
っ
か
り
と
気
配

り
を
す
る
。
セ
ミ
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、

普
段
の
学
校
で
も
大
切
な
こ
と
だ
。

自
分
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
、

検
定
が
上
手
く
い
く
は
ず
が
な
い
。

３　

ト
ラ
ブ
ル
は
当
た
り
前

　

そ
う
し
て
迎
え
た
、
自
分
の
授
業
。

悔
し
い
こ
と
に
、
完
全
に
ク
ラ
ッ

シ
ュ
を
し
た
。
一
人
一
台
端
末
を
想

定
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

使
っ
た
授
業
は
、
携
帯
の
テ
ザ
リ
ン

グ
で
は
追
い
つ
か
ず
、
う
ま
く
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
は
、
あ
っ
て
当
た
り
前

だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
切
れ

た
場
合
を
想
定
し
て
、
動
画
を
用
意

し
て
お
く
。
そ
の
よ
う
な
事
前
対
応

も
、
当
然
必
要
な
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
予
測
は
、
検
定
の
時

だ
け
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
。
授
業

技
量
検
定
は
、
総
合
力
だ
。
だ
か
ら
、

日
々
の
授
業
に
直
結
す
る
。

た
い
か
ら
で
す
」（
文
責：平
野
）

だ
と
い
う
。
あ
の
許
氏
で
さ
え
、
そ

う
言
う
の
だ
。
受
け
続
け
な
け
れ
ば
、

さ
び
る
の
だ
。

２　

自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
か

　

久
し
ぶ
り
の
授
業
技
量
検
定
に
、

最
後
ま
で
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
を
考
え

て
い
た
。
座
席
に
つ
い
て
も
、
パ
ソ

コ
ン
を
開
い
て
、
練
習
を
す
る
。
そ

ん
な
私
が
い
た
部
屋
へ
、
一
際
大
き

な
声
の
挨
拶
が
聞
こ
え
た
。
事
務
局

長
の
原
田
朋
哉
氏
だ
。
続
け
様
に
、

こ
う
言
っ
た
。

「
自
分
の
授
業
ば
っ
か
り
、
考

え
て
ち
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
！　

皆
さ
ん
、大
阪
で
す
よ
！
」（
文

責
：
平
野
）

　

会
場
の
雰
囲
気
を
察
し
て
だ
ろ
う
。

ハ
ッ
と
し
て
、
辺
り
を
見
渡
す
。
た

く
さ
ん
の
先
生
が
こ
の
部
屋
で
検
定

を
受
け
る
の
だ
。
全
員
が
、
昇
級
す

る
た
め
に
、
こ
こ
に
来
て
い
る
の
だ
。

１　

受
け
続
け
な
け
れ
ば
、
さ
び
る

　

二
〇
二
二
年
夏
。
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
は

な
い
、
久
し
ぶ
り
の
リ
ア
ル
会
場
で
、

授
業
技
量
検
定
を
受
験
し
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
!!
」

　

会
場
に
入
る
と
、
事
務
局
の
先
生

方
の
は
じ
け
る
よ
う
な
挨
拶
に
迎
え

ら
れ
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
は
味
わ
え
な

い
、
体
に
伝
わ
る
振
動
に
、
ジ
ー
ン

と
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
挨
拶
に
気

後
れ
し
て
い
る
自
分
に
も
気
が
付
い

た
。

　

前
回
の
受
験
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
蔓
延
す
る
前
に
行
っ
た
。
長
い
期

間
の
ブ
ラ
ン
ク
だ
。
そ
の
間
に
、
笑

顔
も
明
る
さ
も
す
っ
か
り
さ
び
つ
い

て
い
る
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
タ
チ
が
悪
い
の
は
、

　

自
分
は
そ
こ
そ
こ
授
業
が

う
ま
い
。
と
何
故
か
過
信
し
て

い
る

こ
と
で
あ
る
。
受
け
続
け
て
い
な
い

か
ら
、
感
性
が
鈍
っ
た
の
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

思
う
先
生
は
き
っ
と
た
く
さ
ん
い
る

と
思
う
。
許
鍾
萬
氏
が
、「
何
故
た

く
さ
ん
の
立
候
補
を
す
る
の
か
」
答

え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、

「
も
っ
と
授
業
が
う
ま
く
な
り

受け続けなければ、
さびる

授業技量検定には総合力が出
る。だから、日々の実践に直
結する。

静岡県浜松市立北浜小学校 

平
ひら

野
の

 遼
りょう

太
た

若手
がチャレンジ！

TOSS
授 業 技 量 検 定
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村雄介

謝
罪
を
求
め
る
保
護
者
に
対
し
て

ど
う
対
応
す
る
か

　
友
達
に
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
て

興
奮
し
た
時
に
、
手
が
相
手
の
子

に
当
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
故

意
で
は
な
く
、
相
手
に
も
謝
り
、
子

供
同
士
で
は
話
が
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
害
児
童
の
保
護
者
が

激
怒
し
て
学
校
に
連
絡
し
て
き
ま

し
た
。加
害
児
童
の
保
護
者
は
「
わ

ざ
と
叩
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら

謝
る
必
要
は
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

学
校
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

良
い
で
し
ょ
う
か
。

憲
法
上
何
ら
の
制
約
も
受
け
な
い
、
内

心
の
問
題
は
絶
対
的
な
自
由
と
位
置
付

け
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
裁
判
所
で
も
名

誉
毀
損
の
場
面
以
外
で
は
謝
罪
を
無
理

矢
理
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
学
校
の
先
生
が
謝
罪
を
命
じ
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。「
悪
い
こ
と
を
し
た

と
き
に
ち
ゃ
ん
と
謝
罪
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
を
教
え
る
だ
け
で
す
。
個

別
の
事
案
で
「
あ
な
た
が
謝
罪
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
や
る
こ
と
は
行
き

過
ぎ
に
な
り
ま
す
。
保
護
者
に
謝
罪
を

求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
に
学
校
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス

を
取
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

基
本
的
に
学
校
は
子
供
同
士
の
争
い
に

つ
い
て
結
論
を
出
す
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
役
所
は
裁
判
所
、

担
当
公
務
員
は
裁
判
官
で
す
。
教
師
が

裁
判
官
で
は
な
い
以
上
、
そ
の
決
定
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

「
学
校
は
間
を
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
ま
で
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
を
保
護
者
に
対

し
て
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

修
学
旅
行
を
欠
席
し
た
児
童
の

保
護
者
に
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
バ

ス
代
に
つ
い
て
支
払
い
を
拒
否
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
欠
席
し
た
場
合
は
市
教

委
が
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
検
査
を

受
け
て
い
な
い
児
童
や
不
安
で
休
ん

だ
児
童
が
い
ま
す
。
管
理
職
か
ら
は

全
て
市
教
委
に
対
し
請
求
手
続
き

を
す
る
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

謝
罪
は
、
あ
く
ま
で
も
各
自
の
良
心

に
従
っ
て
行
う
も
の
で
、
良
心
の
自
由
は
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向
山
洋
一
氏
の
最
初
の
暗
唱
指
導
で
あ
る
。

１
．
各
自
、
練
習
さ
せ
る
。

２
．「
全
員
起
立
、
題
と
作
者
名
を
言
っ
た
ら

座
り
な
さ
い
」

３
．「
全
員
起
立
、
題
名
、
作
者
名
、
最
初
か

ら
二
行
を
覚
え
た
ら
す
わ
り
な
さ
い
」

４
．「
全
部
覚
え
た
人
、
先
生
が
テ
ス
ト
を
し

ま
す
」

５
．「
一
文
字
間
違
え
た
り
」「
つ
ま
っ
た
り
」

し
て
も
不
合
格
で
あ
る
。
私
の
テ
ス
ト
で
は

一
番
き
び
し
い
。
こ
れ
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

６
．
合
格
し
た
人
を
（
三
〜
五
人
）
ぐ
ら
い

「
テ
ス
ト
係
り
」
と
し
て
採
用
す
る
。

（
下
記
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
よ
り
抜
粋
）

向
山
氏
が
「
こ
れ
が
大
切
な
の
で
あ
る
」
と

書
い
て
い
る
、
テ
ス
ト
を
厳
し
く
す
る
こ
と
が

最
重
要
ポ
イ
ン
ト
だ
。
向
山
氏
が
「
私
の
テ
ス

ト
で
は
一
番
き
び
し
い
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
。

向
山
氏
自
身
の
体
験
か
ら
書
き
始
め
、
体
験

で
ま
と
ま
る
こ
の
論
文
を
、
私
は
ノ
ー
ト
に
貼

り
、
書
き
込
ん
で
学
び
、
教
室
で
実
践
し
続
け

て
い
る
。

『
中
高
生
の
た
め
の
暗
唱
詩
文
集
』（
教
育
技

術
研
究
所
）
を
使
う
と
良
い
。
井
上
好
文
氏
の

ご
指
導
の
も
と
、
私
が
チ
ー
フ
で
作
成
し
、
長

谷
川
博
之
氏
に
引
き
継
い
だ
。

『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
二
〇
〇
九
年
三
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
向
山
洋
一
氏
論
文
「
最
初
の
一
歩

を
大
切
に
」
は
向
山
氏
の
暗
唱
指
導
の
ル
ー
ツ

と
指
導
方
法
が
載
る
珠
玉
の
論
文
だ
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

北
海
道
小
樽
市
立
朝
里
中
学
校

山や
ま

本も
と

雅ま
さ

博ひ
ろ

前
か
ら
暗
唱
さ
せ
、最
初
の
一
歩
を
全
員
に
乗
り
越
え
さ
せ
る

下
か
ら
隠
す
方
法
は
そ
の
後
だ
。
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学
級
を
開
こ
う

子
供
た
ち
の
能
力
も
特
性
も
、
価
値
観
ま
で
も
が
、
史
上
最
も
多
様
化
し
て
い
る
時
代
な
れ
ば

こ
そ
、
様
々
な
大
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
、
深
み
を
も
っ
て
教
育
に
携
わ
る
必
要
が
あ
る
。

　

あ
る
年
の
夏
、
職
員
研
修
に
て
斎
藤
喜
博
の

文
章
を
紹
介
し
た
。

■
学
級
担
任
の
先
生
が
、
自
分
の
学
級
な
り
学

級
の
子
ど
も
な
り
を
、
自
分
一
人
だ
け
の
力
で

よ
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
う
い

う
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
先
生
た
ち

が
そ
う
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
、
自
分
の
学

級
と
か
学
級
の
子
ど
も
と
か
を
、
他
の
学
級
と

か
、
他
の
先
生
と
か
、
さ
ら
に
外
部
の
す
ぐ
れ

た
人
た
ち
と
か
に
、
意
識
的
に
も
接
触
さ
せ
交

流
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
島
小
学
校
で

の
大
き
な
特
長
で
あ
っ
た
。
■

　

本
物
の
教
育
の
根
っ
こ
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
文
章
に
触
れ
て
真
っ
先
に
思
っ
た
の
が
、

「
向
山
学
年
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

師
尾
喜
代
子
氏
の
ヘ
ル
プ
要
請
に
応
じ
て
向
山

洋
一
氏
が
師
尾
学
級
で
授
業
を
、
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
即
時
性
と
開
放
性
、
自

由
度
の
高
さ
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
学
年
通

信
あ
の
ね
」（
向
山
、
小
方
、
西
川
学
年
）
の

実
践
群
に
見
る
知
性
と
可
能
性
の
き
ら
め
き
で

あ
る
。

　

学
級
経
営
だ
け
で
は
、
子
供
た
ち
の
伸
び
は

ど
う
し
て
も
制
限
さ
れ
る
。

　

そ
う
し
な
い
た
め
の
最
初
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

学
年
づ
く
り
で
あ
る
。
学
年
集
団
形
成
で
あ
る
。

　

島
小
学
校
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
学
校
は
、
学

年
の
壁
す
ら
取
っ
払
っ
て
、
全
職
員
で
全
児
童

を
育
て
よ
う
と
努
め
る
。
本
当
に
す
ぐ
れ
た
教

師
は
学
級
を
閉
じ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え

学
級
の
子
供
た
ち
の
伸
び
を
自
分
の
仕
事
の
賜

物
だ
な
ど
と
は
思
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

私
が
「
良
い
学
級
に
は
百
段
階
あ
る
」
と
い

う
こ
と
の
真
意
の
ひ
と
つ
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

自
治
と
い
う
一
点
を
も
っ
て
し
て
も
、
私
が
掛

け
値
な
く
素
晴
ら
し
い
と
思
う
学
級
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
ま
し
て
学
級
王
国
化
し
て
い
る
な
ら

ば
、
問
題
外
、
論
外
の
さ
ら
に
外
で
あ
る
。

　

自
分
一
人
の
力
な
ど
た
か
が
知
れ
て
い
る
。

天
狗
に
な
る
の
は
た
や
す
い
が
、
生
ま
れ
る
の

は
大
い
な
る
勘
違
い
だ
け
で
あ
る
。

　

子
供
は
さ
ま
ざ
ま
な
他
者
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
育
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

学
級
を
閉
じ
る
の
は
、
子
供
の
可
能
性
を
ス

ポ
イ
ル
す
る
の
と
同
義
で
あ
る
。

　

ス
ポ
イ
ル
し
て
、
成
果
を
誇
る
。
そ
れ
を
傲

慢
と
い
う
。

　

こ
う
い
う
話
が
う
な
ず
き
と
共
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
現
場
を
、
時
間
を
か
け
て
創
っ
て
い
っ

た
。

　

読
者
の
現
場
は
、
ど
う
か
。
多
様
性
の
叫
ば

れ
る
今
で
あ
れ
ば
こ
そ
尚
更
、
学
級
を
開
い
て

い
き
た
い
も
の
だ
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

④　

10
の
合
成
・
分
解

⑤　

か
け
算
九
九

他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
やY

ou
T
ube

で
も
情
報
を
得
ら
れ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ラ
ン
ド

Y
ou
T
ube

（
村
野
聡
氏
・
吉
田
高
志
氏
）

理
屈
を
勉
強
す
る
こ
と
も
大
切
だ

が
、
こ
う
し
た
教
具
の
使
い
こ
な
し

は
理
屈
だ
け
で
は
機
能
し
な
い
。

「
技
」
を
持
っ
て
い
る
教
師
こ
そ
が
、

圧
倒
的
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
サ
ー
ク
ル
等
で
の
練
習
を
お

す
す
め
す
る
。

（
続
く
）

的
に
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

二
　
百
玉
そ
ろ
ば
ん

教
材
・
教
具
の
使
い
こ
な
し
で
次

に
マ
ス
タ
ー
し
て
お
き
た
い
の
は

「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」
で
あ
る
。

と
り
わ
け
小
学
校
で
は
必
須
ア
イ

テ
ム
だ
ろ
う
。

中
学
校
の
数
学
の
先
生
が
使
い
こ

な
し
て
お
ら
れ
る
の
も
見
た
こ
と
が

あ
る
。

「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」
が
、
な
ぜ
、
ど

の
よ
う
に
良
い
の
か
、
と
い
う
解
説

も
で
き
る
が
、
こ
れ
も
教
材
論
に
な

る
の
で
割
愛
す
る
。

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
」
と
し
て
使

い
こ
な
す
練
習
を
ま
ず
し
よ
う
。

サ
ー
ク
ル
や
セ
ミ
ナ
ー
で
実
演
を

見
て
学
び
、
自
分
も
や
っ
て
み
る
の

が
一
番
い
い
。

①　

順
唱
（
１
と
び
、
２
と
び
、

５
と
び
、
10
と
び
な
ど
）

②　

逆
唱

③　

数
の
階
段

一
　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
続
き
）

当
然
の
こ
と
だ
が
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
教
室
に
常
備
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
け
算
九
九
の
カ
ー
ド
な
ど
は
、

ど
の
学
校
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。

英
単
語
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も

必
須
で
あ
る
。

私
は
、「
都
道
府
県
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
」
や
「
歴
史
人
物
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
」
な
ど
を
自
作
し
て
い

た
。今

で
は
、
正
進
社
や
、
教
育
技
術

研
究
所
か
ら
各
種
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
が
簡
単
に
購
入
で
き
る
。

正
進
社

教
育
技
術
研

究
所ど

の
よ
う
な
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
、
な
ぜ
良
い
の
か
を
知
っ
て
お
く

こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
。

た
だ
「
教
材
論
」
に
な
る
の
で
、

こ
こ
で
は
解
説
し
な
い
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー
等
で
積
極

授業のベーシックス
キル８
「教材・教具の駆使」⑶
「フラッシュカード」の次は
「百玉そろばん」だろう。さら
に来月以降、「五色百人一首」
「ＩＣＴ」等にも言及していき
たい。いずれも教師の大きな
武器になる。

授業の
ベーシックスキル
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だ
れ
に
で
も
で
き
る
。
先
生
が
い
る
か
ら
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
だ
。

（『
斎
藤
喜
博
を
追
っ
て
』
昌
平
社
）

　

Ｙ
さ
ん
へ
の
向
山
氏
の
言
葉
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
…
。

　

四
〇
歳
か
ら
始
ま
っ
た
教
師
修
業
。
で
き
な
い

4

4

4

4

自
分

4

4

を
「
Ｙ
さ
ん
」
に
重
ね
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
自
分
に
課
し
た
こ
と
は
二
つ
。
や
り
た
い
こ

と
は
何
で
も
や
る
。
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
は
ど
こ

へ
で
も
行
く
。

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
を
神
は
与
え
な
い

「N
ever N

ever Give U
p!

」

　

信
念
が
あ
れ
ば
私
に
も
で
き
る
。
と
に
か
く
、

何
に
で
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
。

　

六
〇
歳
を
過
ぎ
た
再
任
用
の
私
に
、
神
は
次
な

る
課
題
を
与
え
た
。
希
望
し
な
い
異
動
と
、
私
の

や
り
方
を
一
切
評
価
し
な
い
管
理
職
と
の
闘
い

だ
っ
た
。

子
供
の
事
実
で
示
す
し
か
な
い

　

コ
ロ
ナ
禍
、
体
育
館
と
音
楽
室
、
屋
上
を
行
き

来
し
な
が
ら
、
楽
し
く
授
業
を
進
め
た
。

　

ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
を
三
つ
購
入
。
六
年
生
が
休
み

時
間
に
も
ド
ラ
ム
前
に
長
蛇
の
列
を
作
っ
た
。

　

ソ
ロ
歌
い
。
一
人
が
歌
う
の
は
二
小
節
。
そ
れ

を
次
々
と
歌
い
つ
な
い
で
い
く
。
私
は
一
人
が
歌

う
ご
と
に
個
別
評
定
を
す
る
。

「
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
自
分
の
声
を
大
切
に
し

な
さ
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
を
認
め
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
二
年
目
。
音
楽
会
で
、「
日
本
の
歌
ソ

ロ
挑
戦
企
画
」
を
進
め
た
。
保
護
者
参
観
の
音
楽

会
だ
。
全
員
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
担
任
も
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
学
校
は
必
死
に
練

習
す
る
子
供
た
ち
で
あ
ふ
れ
た
。

　

本
番
、
ソ
ロ
に
挑
戦
し
た
子
は
二
百
名
（
三
百

名
中
）、
希
望
者
は
全
員
が
ソ
ロ
を
歌
っ
た
。

教
育
の
も
っ
と
も
根
本
的
な
目
標
を
た
だ
一

つ
だ
け
言
え
と
言
わ
れ
た
ら
「
人
間
の
生
き

て
い
く
気
力
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
」
と
言

え
る
。

（『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』

学
芸
み
ら
い
社
）

　

困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
必
ず
、
向
山
氏
が
自

分
を
助
け
て
く
れ
る
、
そ
れ
は
今
も
同
様
だ
。
学

び
続
け
、
歩
み
を
止
め
ず
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
広
め
て

い
か
ね
ば
と
思
う
。

　「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
な
い
」

「
子
供
の
事
実
を
示
す
」
困
難
な
状
況
で
も
、
向
山
氏
の
実
践
が
進
む
道
を
教
え
て
く
れ
る
。

東
京
都
北
区
立
王
子
第
一
小
学
校

関せ
き

根ね

朋と
も

子こ

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道



向山洋一が学んだこの１冊！ 授業力向上に
役立つこの１冊
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一
　
名
言
・
格
言
と
は
、
知
者
の
至
言

　

前
回
の
読
書
論
で
向
山
氏
所
蔵
の
『
世
界
名
言

事
典
』（
梶
山
健
編
明
治
書
院
）
に
つ
い
て
述
べ
た
。

そ
の
辞
典
が
新
装
さ
れ
て
『
世
界
名
言
大
辞
典
』

（
前
書
と
同
）
と
な
っ
た
。
私
が
購
入
し
た
の
は
こ

ち
ら
の
ほ
う
で
あ
っ
た
。
判
型
も
大
き
く
な
っ
た
。

ペ
ー
ジ
数
も
五
三
〇
か
ら
六
〇
〇
を
超
え
た
。

　

名
言
大
辞
典
の
編
著
者
で
あ
る
梶
山
氏
に
よ
れ

ば
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
は
箴
言
・
格
言
・
金
言
・

警
句
を
総
称
す
る
も
の
で
、格
調
の
高
い
機
知
（
エ

ス
プ
リ
）
だ
と
い
う
。
諺
が
作
者
の
い
な
い
自
然

発
生
的
に
ほ
と
ば
し
り
出
た
庶
民
の
知
恵
で
あ
る

の
に
対
し
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
古
今
東
西
の
知
性

者
ら
の
含
蓄
あ
る
知
恵
で
あ
る
ら
し
い
。

　

哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
は
「
血
と
格
言
と
を
も
っ
て

書
く
者
は
、
読
ま
れ
る
こ
と
だ
け
を
望
ま
な
い
、

暗
誦
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
」
と
言
い
、
ま
た
文

豪
ゲ
ー
テ
が
「
名
言
集
お
よ
び
格
言
は
社
会
に

と
っ
て
最
大
の
宝
で
あ
る
。
も
し
前
者
を
適
宜
の

場
合
に
会
話
の
中
に
織
り
込
み
、
後
者
を
適
切
な

る
と
き
に
記
憶
に
呼
び
起
こ
す
な
ら
ば
」
と
述
べ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
両
者
の
言
は
、
本
誌
七
月
号
読
書
論
で

紹
介
し
た
向
山
氏
の
言
葉
「
格
言
・
金
言
は
人
生

の
重
要
な
転
機
に
お
け
る
卓
越
し
た
指
針
で
あ

る
。」
に
共
通
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

二
　「
人
間
学
」
を
学
ん
だ
こ
の
一
書

　

伊
藤
肇
は
向
山
氏
が
好
む
作
家
の
ひ
と
り
で
あ

る
。
そ
の
伊
藤
執
筆
の
本
書
に
は
向
山
氏
の
マ
ー

カ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
何
と
そ
の
中
の
一
つ

に
、
前
述
の
ゲ
ー
テ
の
言
葉
「
逸
話
と
格
言
を
集

め
て
お
く
こ
と
は
社
交
家
の
最
大
の
宝
で
あ
る
」

が
あ
っ
た
。
多
少
の
違
い
が
あ
る
の
は
、
引
用
本

の
翻
訳
が
異
な
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

向
山
氏
の
マ
ー
カ
ー
が
同
ペ
ー
ジ
に
さ
ら
に
見

ら
れ
た
。「
語
録
と
か
、
箴
言
と
い
う
の
は
お
と
な

の
学
問
」
の
箇
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
箴
言
は
経
験

を
積
む
ほ
ど
に
、
教
養
が
深
く
な
る
ほ
ど
に
分
か

る
、
と
伊
藤
は
主
張
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
神

髄
に
触
れ
る
た
め
に
は
精
読
し
、筆
写
す
る
と
言
う
。

　

二
・
二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
高
橋
是
清
は
毎

日
、「
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
」
を
読
ん
で
は
、
必

要
な
記
事
は
ノ
ー
ト
に
筆
写
し
て
い
た
と
い
う
。

頭
に
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
て
参
考
に
な
る
か

ら
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

向
山
氏
が
、
優
れ
た
文
章
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を

「
視
写
」
す
る
こ
と
を
よ
く
勧
め
て
い
た
こ
と
に
も

共
通
す
る
。

三
『
社
長
業
の
す
す
め
方
』
を
熟
読
か

『
人
間
学
』
以
上
に
折
り
込
み
、
マ
ー
カ
ー
、
そ

し
て
書
き
込
み
が
い
っ
ぱ
い
の
本
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
類
書
は
か
つ
て
向
山
氏
か
ら
薦
め
ら
れ

て
、本
稿
で
も
取
り
上
げ
た
覚
え
が
あ
る
。
し
か
し
、

実
際
の
書
き
込
み
な
ど
は
目
に
し
て
い
な
か
っ
た
。

直
接
見
て
み
る
と
、
ま
た
一
段
と
そ
の
迫
力
に
押

さ
れ
て
し
ま
う
。

　

書
き
込
み
で
、
と
く
に
着
目
す
べ
き
は
「
公
文

式
」
対
「
向
山
型
」
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
だ
。

向
山
氏
の
こ
れ
ま
で
の
教
材
開
発
に
は
、
公
文
や

ベ
ネ
ッ
セ
が
い
つ
も
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
身

近
に
い
た
私
は
実
感
し
て
い
た
。

　

強
靭
な
組
織
を
い
か
に
し
て
構
築
す
る
か
、
向

山
氏
は
こ
の
本
か
ら
も
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
、
は
っ
き
り
と
感
じ
取
れ
る
。

向
山
氏
が
ほ
れ
込
ん
で
き
た

人
物
に
触
れ
る

人
間
・
組
織
と
し
て
の
在
り
方
を
、
つ
ね
に
模
索
す

る
探
究
心
に
学
ぶ
。

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

『人間学』
（伊藤肇著
PHP文庫）

『社長業の
すすめ方』
（牟田学著　
産業能率大
学出版部）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 子
供
を
あ
あ
し
よ
う
こ
う
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い

そ
の
子
が
も
っ
て
い
る
良
さ
を
見
付
け
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

ち
ま
し
た
が
、
い
く
ら
で
も
言
え
ま
す
。
本
当

に
お
と
な
し
く
て
、
去
年
ま
で
お
母
さ
ん
に

「
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
子

が
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
手
洗
い
場
の
掃
除
が

う
ま
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
私
も
一
緒
に
や
っ

て
、
そ
の
子
に
さ
ら
に
良
い
や
り
方
を
教
え
ま

し
た
。
そ
の
子
は
本
当
に
毎
週
や
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
お
母
さ
ん
に
も
伝
え
て

褒
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
母
さ
ん
は
泣
い
て

い
ま
し
た
。
良
い
と
こ
ろ
を
褒
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
子
は
、
今
、

学
校
に
元
気
に
来
る
し
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
話
し

か
け
て
く
る
し
、

「
手
洗
い
場
の
掃
除
が
大
好
き
」

と
言
っ
て
、
本
当
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
お

と
な
し
く
て
自
分
か
ら
発
言
で
き
な
く
た
っ
て
、

そ
れ
で
良
し
。
教
師
は
、
そ
の
子
の
良
さ
を
き

ち
ん
と
見
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
子
供
の

こ
と
を
よ
く
見
て
良
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
て
褒

め
る
。
そ
の
上
で
、
挑
戦
す
る
こ
と
や
間
違
え

る
こ
と
を
恐
れ
な
い
子
に
す
る
た
め
に
「
間
違

わ
な
い
と
絶
対
成
長
し
な
い
」
と
い
う
話
を
し

ま
す
。

　
例
え
ば
、
英
語
を
覚
え
る
に
は
、
二
五
万
回

か
ら
一
〇
〇
万
回
間
違
え
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
向
山
先
生
が
す
か

さ
ず
、

「
子
供
を
ね
、
あ
あ
し
よ
う
、
こ
う
し
よ
う
と

思
う
の
は
余
計
な
お
世
話
。
だ
っ
て
、
子
供
は

そ
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
も
う
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
心

が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
か

ら
、
本
当
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
不

機
嫌
に
な
る
子
、
意
地
悪
な
子
、
悪
口
を
言
う

子
を
、
も
う
絶
対
ダ
メ
み
た
い
に
思
う
の
で
は

な
く
て
、
そ
う
い
う
子
も
含
め
て
子
供
っ
て
可

愛
い
な
っ
て
思
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
子
供
と
す
ご
く
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。
今
の
ク
ラ
ス
に
も
お
と
な
し

く
て
良
い
子
が
い
る
し
、
臆
病
な
子
も
い
ま
す
。

２　

子
供
全
員
の
良
さ
を
見
付
け
る

　
大
切
な
の
は
、
教
師
が
そ
の
子
の
良
い
と
こ

ろ
を
言
え
る
か
で
す
。
私
は
ク
ラ
ス
全
員
の
良

い
と
こ
ろ
を
一
人
一
人
言
え
ま
す
。
三
か
月
経

恥
ず
か
し
が
り
、
内
弁
慶
、
臆
病
と
い
っ

た
子
供
た
ち
が
い
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
、

な
か
な
か
自
分
か
ら
発
言
が
で
き
ま
せ

ん
。
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
ど
の
よ

う
に
教
え
て
い
き
ま
す
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

井い

戸ど

砂さ

織お
り

愛
知
県
豊
田
市
立

中
山
小
学
校

　

１　

子
供
は
そ
の
ま
ま
で
い
い

　
以
前
、
担
任
し
た
ク
ラ
ス
で
は
、
女
子

は
す
ご
く
元
気
で
、
明
る
く
積
極
的
で
し
た
。

一
方
、
男
子
は
落
ち
着
い
て
い
る
け
ど
、
本
当

に
覇
気
が
な
い
感
じ
が
し
て
い
ま
し
た
。
元
気

に
し
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
た
の
で
す
。
あ
る
時
、

セ
ミ
ナ
ー
の
懇
親
会
で
、

「
ク
ラ
ス
が
こ
う
い
う
状
態
だ
か
ら
、
な
ん
と

か
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

研
究
発
表
会
後
の
「
反
省
会
」

究
会
終
了
後
の
「
反
省
会
」
の
メ
ニ
ュ
ー
は

「
お
で
ん
」
が
定
番
。
手
の
空
い
て
い
る
教

職
員
が
、
家
庭
科
室
の
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
お

で
ん
の
鍋
を
セ
ッ
ト
。
教
職
員
と
来
賓
等
お

よ
そ
八
〇
名
程
度
の
料
理
を
手
配
す
る
。
安

く
て
、
手
間
の
か
か
ら
ぬ
お
で
ん
は
、
秋
の

季
節
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
。

　

教
育
委
員
会
勤
務
の
頃
。
十
一
月
の
研
究

発
表
会
が
何
回
も
あ
っ
た
。
週
に
二
回
は
、

お
で
ん
鍋
を
食
べ
た
。
こ
の
季
節
に
な
る
と

家
庭
科
室
の
お
で
ん
鍋
を
思
い
出
す
。

　

校
長
と
し
て
三
回
の
研
究
発
表
会
を
開
催

し
た
。
他
に
も
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
三
回
開

催
し
た
。

　

一
回
目
は
、
校
長
一
年
目
。
文
科
省
指
定

の
「
口
と
歯
の
健
康
づ
く
り
」。
全
学
級
公

開
授
業
。
参
加
者
約
五
百
名
。
講
師
は
東
京

都
の
指
導
主
事
や
歯
科
校
医
、
学
校
薬
剤
師
。

校
長
は
パ
ネ
ラ
ー
。
挨
拶
は
副
校
長
。
発
表

と
蒲
田
の
や
く
ざ
が
せ
め
ぎ
あ
う
中
間
点
。

二
つ
の
勢
力
が
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
路
上
に
屋

台
を
出
す
の
に
も
気
苦
労
が
絶
え
な
い
。
お

で
ん
鍋
の
湯
気
の
向
こ
う
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

学
は
な
く
て
も
屋
台
を
引
い
て
必
死
に
生
き

て
き
た
。
人
を
見
抜
く
慧
眼
は
大
し
た
も
の

だ
っ
た
。
私
が
い
な
い
と
き
に
後
輩
が
連
れ

て
行
っ
た
女
性
を
、「
あ
れ
は
だ
め
だ
ね
」

と
私
に
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
。
そ
の
勘
は
、
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

お
で
ん
屋
台
の
中
に
も
夜
霧
が
忍
び
寄
り
、

し
ん
し
ん
と
更
け
て
い
く
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
が
席
巻
し
て
か
ら
、

屋
台
の
お
で
ん
屋
は
絶
滅
し
た
。
懐
か
し
き

昭
和
の
遺
産
が
、
ま
た
一
つ
消
え
た
。

二　

研
究
発
表
会
後
の
お
で
ん
鍋

　

十
一
月
は
研
究
発
表
会
の
シ
ー
ズ
ン
。
研

一　

夜
霧
の
お
で
ん
屋
台

　

朝
晩
、
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
た
。
お
で

ん
に
ぬ
る
燗か

ん

が
よ
く
合
う
。
夫
婦
二
人
暮
ら

し
の
夕
食
。
月
二
回
の
お
で
ん
だ
け
は
私
が

作
る
。
コ
ツ
は
大
量
の
鰹
節
で
ぜ
い
た
く
に

採
る
出
汁
。
塩
を
使
わ
ず
濃
い
口
醬
油
と

た
っ
ぷ
り
の
酒
で
味
付
け
。
味
の
浸
み
た
軟

ら
か
い
大
根
。
日
本
橋
と
銀
座
に
あ
る
お
で

ん
の
老
舗
「
お
多
幸
」
の
味
が
手
本
。

　

二
〇
代
か
ら
三
〇
代
頃
は
、
学
校
近
く
の

屋
台
で
後
輩
た
ち
と
立
ち
飲
み
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
の
後
、
行
き
つ
け
の
居
酒
屋
で
高こ

う

吟ぎ
ん

し
、
流
れ
て
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
営
む
屋
台
へ
。

寒
さ
に
震
え
な
が
ら
、
蛸
と
が
ん
も
ど
き
を

つ
ま
み
に
コ
ッ
プ
酒
を
あ
お
る
。

　

普
段
は
無
口
な
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
た
ま

に
聞
く
言
葉
は
重
た
い
。
屋
台
は
国
鉄
（
現

Ｊ
Ｒ
）
大
森
駅
裏
。
隣
の
大
井
町
の
テ
キ
ヤ

の

新
時
代

55

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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こ
う
し
た
、
研
究
発
表
会
に
伴
う
付
加
価

値
を
等と

う

閑か
ん

視し

し
た
、
校
内
で
の
飲
食
禁
止
。

　

私
は
こ
の
風
潮
に
意
義
申
し
立
て
を
し
た

か
っ
た
。
泰
明
小
学
校
研
究
発
表
会
後
の

「
反
省
会
」
を
実
施
し
よ
う
と
考
え
た
。
で

き
れ
ば
家
庭
科
室
で
お
で
ん
鍋
を
つ
つ
き
な

が
ら
開
催
し
た
い
。
し
か
し
、
戦
前
の
校
舎
、

狭
い
家
庭
科
室
に
は
六
〇
名
程
度
し
か
入
ら

な
い
。

　

仕
方
な
く
、
学
校
そ
ば
の
会
場
を
探
す
。

一
番
近
い
の
は
、
斜
め
前
の
帝
国
ホ
テ
ル
。

敷
居
が
高
い
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
し
よ

う
と
決
め
た
。
教
育
委
員
会
事
務
局
は
難
色

を
示
す
。
校
長
会
の
メ
ン
バ
ー
も
苦
い
顔
を

す
る
。し
か
し
、「
向
山
だ
か
ら
仕
方
な
い
か
」

と
い
う
ム
ー
ド
に
な
っ
た
。

　

帝
国
ホ
テ
ル
と
の
打
ち
合
せ
。
参
加
者
二

百
名
で
、
予
算
は
二
百
万
円
。
一
人
二
千
円

の
会
費
で
四
〇
万
円
徴
収
。
残
り
の
一
六
〇

万
円
が
不
足
。
そ
の
詳
細
は
省
略
す
る
。
文

科
省
初
等
中
等
教
育
局
長
や
全
教
育
委
員
も

参
加
し
、
に
ぎ
や
か
な
「
反
省
会
」
に
な
っ

た
。
お
で
ん
鍋
は
メ
ニ
ュ
ー
に
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
東
京
都
モ
デ
ル
か
ら
す
る

と
、
私
が
実
施
し
た
研
究
発
表
会
は
、
極
め

て
「
異
例
」
と
言
え
る
。
私
は
、
旧
来
の
形

式
的
な
研
究
発
表
会
に
風
穴
を
開
け
た
つ
も

り
だ
。
し
か
し
後
続
が
な
い
。

　

同
僚
や
後
輩
の
校
長
た
ち
は
「
向
山
だ
か

ら
で
き
る
」
と
言
う
。
確
か
に
七
年
目
の
発

表
会
や
一
一
年
目
の
発
表
会
は
古
狸
に
な
っ

て
い
た
か
ら
、
そ
う
も
言
え
る
。
し
か
し
、

私
は
知
ら
ぬ
土
地
で
の
落
下
傘
校
長
一
年
目

の
研
究
発
表
会
で
も
、
型
を
破
っ
た
。
形
式

を
打
破
し
た
自
負
が
あ
る
。

三　

帝
国
ホ
テ
ル
で
の
﹁
反
省
会
﹂

　

東
京
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
中
頃
か
ら
、

校
内
で
の
飲
食
に
制
限
が
か
け
ら
れ
た
。
研

究
発
表
会
後
の
校
内
で
の
飲
食
は
御
法
度
。

私
は
こ
の
お
達
し
を
苦
々
し
く
思
っ
た
。

　

研
究
発
表
会
に
参
加
し
た
人
々
が
、
お
で

ん
鍋
の
前
で
旧
交
を
温
め
る
。
発
表
校
の
教

職
員
を
慰
労
す
る
。
来
賓
や
他
校
の
校
長
も
、

若
い
教
職
員
の
氏
名
を
胸
に
刻
む
。
こ
う
し

て
人
間
関
係
が
広
が
る
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、

「
研
究
校
」
か
ら
は
人
材
が
輩
出
さ
れ
る
。

会
の
司
会
は
音
楽
教
諭
。
来
賓
紹
介
は
な
し
。

他
県
参
加
者
か
ら
千
円
徴
収
。

　

二
回
目
は
、
校
長
七
年
目
。
東
京
都
教
育

委
員
会
指
定
の
社
会
科
・
生
活
科
。
全
学
級

公
開
授
業
。
参
加
者
は
約
五
百
名
。
講
師
は

有
田
和
正
氏
、
北
俊
夫
氏
。
校
長
は
パ
ネ

ラ
ー
、
挨
拶
は
副
校
長
。
司
会
は
事
務
主
事
。

来
賓
紹
介
は
な
し
。

　

三
回
目
は
、
校
長
一
一
年
目
。
中
央
区
教

育
委
員
会
指
定
の
社
会
科
・
生
活
科
。
全
学

級
公
開
授
業
（
た
だ
し
、
妊
娠
中
の
女
性
教

師
の
体
調
不
良
で
一
学
級
授
業
中
止
）。
参

加
者
は
約
八
百
名
。
講
師
は
北
俊
夫
氏
、
新

見
謙
太
氏
。
校
長
は
パ
ネ
ラ
ー
、
挨
拶
は
副

校
長
。
司
会
は
養
護
教
諭
。
来
賓
紹
介
は
な

し
。

　

東
京
都
の
小
学
校
の
研
究
発
表
会
の
態
様
。

発
表
会
の
司
会
は
副
校
長
、閉
会
は
「
謝
辞
」

と
し
て
校
長
。
来
賓
を
全
員
紹
介
。

　

こ
の
四
〇
年
間
で
、
三
〇
〇
回
ほ
ど
、
学

校
の
研
究
発
表
会
に
参
加
し
た
。
司
会
を
、

教
務
主
任
が
務
め
た
中
学
校
が
二
~
三
校
。

残
り
は
全
て
副
校
長
。
終
わ
り
の
挨
拶
は

「
謝
辞
」
と
し
て
全
て
校
長
。
ど
の
学
校
も

来
賓
紹
介
を
実
施
。
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（
当
時
）
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
も
、
そ
れ
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
と

方
針
転
換
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
、

一
九
九
〇
年
に
、
私
は
体
育
局
競
技
ス
ポ
ー

ツ
課
の
課
長
補
佐
に
就
任
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
文
部
省
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界

と
は
ほ
と
ん
ど
お
付
き
合
い
が
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、ま
ず
は
、文
部
省
が
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
に
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と
を
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
界
の
方
々
に
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
官
と
い
う
役
職
を
作
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
名
刺
を
片
手
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
団
体
に
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
。
そ
の
こ
と
が

話
題
に
な
り
、
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
当
時
の
『
現
代
用
語
の
基
礎

知
識
』（
自
由
国
民
社
）
と
い
う
出
版
物
に

も
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
官
と
い
う
項
目
が
掲
載

さ
れ
た
。

　

日
本
相
撲
協
会
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

プ
ロ
野
球
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン

グ
、
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の
各
団
体
と
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
局
、

広
告
代
理
店
に
も
足
を
運
ん
だ
。
さ
ら
に
、

公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
競
馬
、
競
輪
、
競
艇
、

ピ
ッ
ク
に
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
と
聞
く
。

　

そ
れ
が
方
向
転
換
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八

〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。
増
大
す
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
経
費
の
地
元
開
催
都
市
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
参
加

を
容
認
す
る
こ
と
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話

題
性
を
高
め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
収
入
や
テ
レ
ビ

の
放
映
権
収
入
を
あ
げ
る
と
い
う
狙
い
が

あ
っ
た
。
こ
の
動
き
が
、
各
Ｉ
Ｆ
（
国
際
競

技
連
盟
）
に
広
ま
り
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
は
一
気
に
プ
ロ
化
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
、

今
日
で
は
、
善
く
も
悪
く
も
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ

ネ
ス
が
非
常
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
、
文
部
省

二　

初
代
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
官

　

大
学
の
授
業
で
学
生
た
ち
に
、「
以
前
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
は
出
場
で
き
な
か
っ
た
」
と
伝
え
る
と
、

皆
、
ポ
カ
ン
と
し
た
顔
つ
き
を
す
る
。

　

近
代
ス
ポ
ー
ツ
は
、
一
九
世
紀
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
形
成
さ
れ
た
が
、
も
と
も
と
、
働

か
な
く
て
も
い
い
貴
族
の
人
た
ち
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
社
交
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の

だ
っ
た
。
純
粋
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
対

価
を
伴
わ
な
い
と
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

が
貫
か
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
そ
の
原
則
が

厳
し
く
守
ら
れ
て
い
た
。

　

戦
前
、
人
力
車
の
車
夫
は
走
る
こ
と
で
報

酬
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
オ
リ
ン

一　

ス
ポ
ー
ツ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

Ｊ
リ
ー
グ
発
足

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
文
部
科
学
省
。
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に
な
る
。

　

こ
の
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
に
つ
い
て
は
、「
教
育
を

所
管
す
る
文
部
省
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
所
管

す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
い
う
議
論

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
の
予
算
が
厳
し
く

な
る
中
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
収
益
に
よ
り
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
大
会
へ
の
助
成
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
な
ど
が
行
わ
れ
、
今
日

で
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
か
ら
の
援
助
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
私
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
組
織
委
員
会
の
事
務
総
長
代
理

に
就
任
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
界

と
の
ご
縁
を
強
く
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
化
が
興
行
目
的
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
目
的
と
し
て
行
う
な
ら
、
文
部
省
と
し
て

支
援
す
る
」
と
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
伝
え

に
行
っ
た
。
そ
の
時
対
応
い
た
だ
い
た
の
が
、

プ
ロ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
の

ち
の
初
代
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン
に
就
任
す

る
川
淵
三
郎
さ
ん
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
日
、
川
淵
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
が
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
経
歴
を
見
る
と
大
阪
府
立
三
国
丘
高
校

卒
業
と
あ
り
、
私
の
大
先
輩
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
地
域
に
密
着
し
た
新
し
い
形

の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
日
本
に
導
入
す
る
と
い

う
川
淵
さ
ん
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｊ

リ
ー
グ
を
文
部
省
認
可
の
公
益
法
人
に
す
る

手
続
き
が
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
み
、
一
九
九

三
年
の
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。

　
Ｊ
リ
ー
グ
が
文
部
省
の
所
管
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
く
じ
、
い
わ

ゆ
る
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
を
文
部
省
が
所
管
す
る
こ
と

四

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
そ
し
て
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

オ
ー
ト
レ
ー
ス
）
に
も
出
か
け
た
。
そ
の
際
、

文
部
省
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
か
か
わ
り
は
、

規
制
で
は
な
く
連
携
・
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
全
体
の
す
そ
野
を
広
げ
、

頂
点
を
高
め
る
た
め
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
と

の
関
係
が
で
き
、
そ
の
中
か
ら
、
プ
ロ
ゴ
ル

フ
の
日
本
オ
ー
プ
ン
な
ど
に
文
部
大
臣
杯
を

出
し
た
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
の
文
部

大
臣
表
彰
を
行
う
こ
と
な
ど
が
始
め
ら
れ
た
。

　

一
方
、
そ
の
こ
ろ
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

で
は
、
社
会
人
リ
ー
グ
の
プ
ロ
化
の
動
き
が

進
展
し
て
い
た
。
当
時
、
日
本
は
な
か
な
か

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
プ
ロ
化

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

当
初
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
プ
ロ

化
の
組
織
は
、
株
式
会
社
と
し
、
通
商
産
業

省
の
管
轄
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
官
に
就
任
し
て
、
そ
の
動

き
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
よ
く
な

い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、「
サ
ッ
カ
ー
の
プ

三　

Ｊ
リ
ー
グ
発
足

イラスト：水川勝利
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向
山
論
文

Ｗ
Ｗ
Ｗ
の
思
想
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
日
本
一
の

教
育
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド

第
一
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
富
山
会
議
に
全
国
か
ら
参
集
さ
れ
よ
。

五い

が

ら

し

十
嵐
勝か

つ

義よ
し

富
山
県
立
ふ
る
さ
と
支
援
学
校

　

ア
テ
ネ
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
で
考
え

た
。

　

ロ
ー
マ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
絵
を
見

上
げ
て
思
っ
た
。

　

千
年
と
い
う
時
代
を
駆
け
抜
け
る
教
育

文
化
を
構
築
し
た
い
。（
中
略
）

　

勉
強
熱
心
で
、
知
的
な
教
師
の
力
を
結

集
し
て
千
年
も
の
時
代
を
駆
け
抜
け
る
教

育
文
化
を
つ
く
り
た
い
。
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
り
た
い
。

　

千
年
後
の
子
孫
が
「
も
の
づ
く
り
」
と

と
も
に
「
教
え
る
」
こ
と
で
も
、
世
界
の

最
先
端
に
い
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

目
指
す
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
「
タ
ル
ム
ー
ド
」。

　

千
年
を
越
え
て
、
毎
年
毎
年
、
綴
ら
れ

て
き
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
知
恵
の
書
。

　

そ
こ
に
は
、
商
売
の
こ
と
か
ら
、
教
育

の
こ
と
か
ら
け
ん
か
の
こ
と
に
至
る
ま
で
、

民
族
の
知
恵
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

最
後
は
、
必
ず
白
い
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て

い
る
。

　

年
に
一
回
、
賢
人
会
議
が
開
か
れ
、
新

し
く
一
ペ
ー
ジ
が
書
き
加
え
ら
れ
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
の
教
育
は
「
タ
ル
ム
ー
ド
」
を

徹
底
的
に
教
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
生

ま
れ
、
マ
ル
ク
ス
が
生
ま
れ
、
数
多
く
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
が
生
ま
れ
た
。

　

私
が
作
り
た
い
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
私
た
ち
の
花
園
だ
。

　

お
よ
そ
、
教
育
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

分
野
の
知
識
が
集
め
ら
れ
、
整
理
さ
れ
た

エ
リ
ア
だ
。
し
か
も
、
次
々
と
新
し
く
生

成
し
て
い
く
世
界
だ
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド

メ
イ
ン
と
し
て
公
的
資
産
と
し
て
、
誰
も

　

上
記
の
向
山
論
文
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
構
想

が
初
め
て
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
。
一
九
九
九
年

十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
教
育
情
報
を
発
信
す
る
」
と
い
う
考
え
は
、

い
つ
か
ら
向
山
氏
の
頭
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

時
は
、
一
九
九
九
年
七
月
十
四
日
。
向
山
氏

と
堀
田
龍
也
氏
の
打
合
せ
に
、
私
は
同
席
を
許

さ
れ
た
。
あ
る
ソ
フ
ト
に
堀
田
氏
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
話
は
盛
り

上
が
り
、
急
遽
、
次
の
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

十
二
月
二
五
日
、
二
六
日
、
富
山
で
情
報
教
育

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
講
師
は
向
山
氏
、
堀
田
氏
。

　

内
容
は
ま
っ
た
く
未
定
で
あ
っ
た
。
富
山
に

戻
り
、
堀
田
氏
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、セ
ミ
ナ
ー
の
富
山
案
を
作
成
し
た
。我
々

が
考
え
た
セ
ミ
ナ
ー
の
名
前
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

情
報
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
〜
授
業
で
使
え

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
抜
く
技
術
を
高
め
る
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
案
を
向
山
氏
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
っ
た
の
が
、
八
月
三
日
。
そ
の
二
日
後
の
八

月
五
日
に
、
向
山
氏
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
名
は
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
育
情
報

シ
ス
テ
ム
設
計
会
議

向山洋一が教育界に創ってきたもの



教師としての高みを目指して道標道標

2022. 1173

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
教
育
情
報
を
設
計
す

る
と
い
う
考
え
が
、
こ
の
と
き
初
め
て
向
山
氏

か
ら
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

向
山
氏
の
著
作
か
ら
の
言
葉
を
も
と
に
、
こ

の
あ
た
り
の
日
付
を
整
理
し
た
い
。

■
六
月
二
三
日
：
向
山
氏
、
パ
ソ
コ
ン
の
家
庭
教
師
に

初
め
て
習
う　

■
七
月
一
四
日
：
富
山
で
情
報
教
育
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
こ
と
が
決
ま
る
。
内
容
は
未
定　

■

七
月
二
一
日
：
向
山
氏
、
パ
ソ
コ
ン
の
家
庭
教
師
、
二

回
目　

■
八
月
五
日
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
構
想
が
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
届
く

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
家
庭
教
師
に
習
っ
て
、

わ
ず
か
二
回
で
、
現
在
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
を

構
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
向
山
氏
は
、
家
庭
教

師
に
習
っ
た
経
験
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

こ
の
二
回
の
体
験
で
、私
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
パ
ソ
コ
ン
の
概
念
」
と
大
き
く
異
な
る

こ
と
を
感
じ
た
。
こ
れ
は
「
パ
ソ
コ
ン
オ
タ
ク
の
オ
モ

チ
ャ
で
は
な
い
」
と
思
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
私
が
ま
っ

た
く
想
像
で
き
な
い
世
界
が
あ
っ
た
。
教
育
界
の
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
企
画
・
開
発
」
は
す
べ
て
私
の
想
像
で
き

る
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
は
、
大
き
い
器
に
コ
ン
テ
ン

ツ
を
集
め
て
発
信
す
る
わ
け
で
あ
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

だ
。「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
は
駄
目
だ
」
と
直
感
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
で
は
な
く
、
Ｗ

Ｗ
Ｗ
の
思
想
の
上
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
を
つ
く

る
と
い
う
基
本
原
理
が
、
最
初
か
ら
向
山
氏
に

あ
っ
た
の
が
分
か
る
。

が
無
料
で
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

名
付
け
て
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」。

（
中
略
）

「
教
育
技
術
法
則
化
運
動
」
を
作
っ
た
。

　

多
く
の
人
に
「
分
か
ち
伝
え
ら
れ
る
」、

教
育
の
技
術
・
方
法
と
書
き
方
を
極
度
に

重
視
し
た
主
張
だ
っ
た
。

　

そ
れ
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
十
七
年
、
自
分
に
課
し
た
二
〇

世
紀
の
仕
事
を
終
了
し
つ
つ
あ
る
。

　

二
十
一
世
紀
を
前
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
生
ま
れ
、「W

W
W
.

」
の
「
ウ
ェ
ブ
」

が
誕
生
し
た
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
に
入
る
の
は
「
法
則
化
文

化
」
し
か
な
い
。

　

ガ
ラ
ク
タ
を
い
く
ら
入
れ
て
も
意
味
は

な
い
。

　

私
た
ち
法
則
化
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

の
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」（
情
報
）
を
、
二
十

年
近
く
前
か
ら
研
究
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
に
先
行
す
る
こ
と
十
五

年
で
あ
る
。

　

こ
れ
な
ら
、
戦
え
る
。

　

ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が
作
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
の
世
の
中
に
、

向
山
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
率
い
て
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
作
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
の

組
み
立
て
は
世
界
で
初
め
て
の
こ
と
だ
。

　

そ
の
仕
事
に
、
私
は
着
手
し
、
第
一
歩

を
一
年
以
内
に
踏
み
出
す
。

　

二
〇
〇
〇
年
紀
の
教
育
文
化
創
造
の
第

一
回
会
議
は
、
本
年
十
二
月
二
十
五
日

（
土
）、
二
十
六
日
（
日
）
と
富
山
で
行
い
、

実
質
上
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
る
立
ち
上
げ

を
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
十
日
（
日
）
に
東

京
で
行
う
。

　

二
〇
〇
〇
年
紀
の
教
育
文
化
創
造
に
、

向
山
と
と
も
に
出
発
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
と

も
参
集
さ
れ
よ
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書
、

一
九
九
九
年
十
一
月
号
）※現在のTOSSランドのトップ画面。
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産
業
教
育
セ
ミ
ナ
ー
in
京
都

　

向
山
先
生
の
体
調
は
Ｏ
Ｋ
。
歩

く
こ
と
へ
の
心
配
は
ネ
ッ
ト
で
購

入
し
た
折
り
た
た
み
椅
子
で
、
ほ

ぼ
解
消
し
た
。

　

会
場
入
り
し
た
の
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

×
産
業
セ
ミ
ナ
ー
の
、
ち
ょ
う
ど

休
憩
時
間
だ
っ
た
。

　

大
量
の
機
材
の
間
を
通
り
、
会

場
の
後
方
の
席
に
座
っ
た
。
セ
ミ

ナ
ー
は
五
百
名
を
超
え
る
申
し
込

み
が
あ
り
、
実
際
に
は
リ
ア
ル
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
約
三
五
〇

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

産
業
セ
ミ
ナ
ー
の
新
テ
キ
ス
ト

は
騒
人
社
が
制
作
し
た
。
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
頂
け
て
い
る
か
毎

回
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
る
。

　

学
習
者
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
を

意
識
し
て
、
ペ
ー
ジ
数
を
四
枚
程

度
の
学
習
展
開
に
す
る
な
ど
、
制

作
意
図
は
様
々
あ
る
。
経
済
広
報

セ
ン
タ
ー
の
支
援
が
あ
り
、
産

業
・
金
融
・
流
通
と
十
も
の
企
業

の
仕
事
を
学
べ
る
教
材
で
あ
る
。

　

国
の
調
査
で
は
、
配
布
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
が
ま
だ
十
分
で

は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
是

非
一
度
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

向
山
塾
in
京
都

　

向
山
塾
は
リ
ア
ル
の
参
加
希
望

が
大
変
多
い
。
申
し
込
ん
で
も
、

す
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
な
っ
て

し
ま
う
。　

　

向
山
先
生
に
直
接
お
会
い
し
た

い
と
い
う
先
生
が
多
い
か
ら
だ
。

　

京
都
会
場
に
は
、
熊
本
か
ら
は

る
ば
る
、
吉
永
順
一
先
生
が
参
加

さ
れ
た
。
黒
の
か
っ
こ
い
い
帽
子

を
か
ぶ
り
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
お
姿

で
会
場
に
入
っ
て
来
ら
れ
た
。

　

吉
永
先
生
は
、
フ
ァ
イ
ル
か
ら

資
料
を
出
し
、
向
山
先
生
に
差
し

出
し
た
。

「
お
土
産
は
、
お
渡
し
で
き
て
い

な
か
っ
た
二
十
二
年
前
の
写
真
と

枯
野
抄
に
引
用
さ
れ
た
『
花
屋
日

記
』
の
資
料
。
す
ぐ
目
を
通
さ
れ
、

写
真
の
裏
に
出
会
い
の
こ
と
を
メ

モ
さ
れ
、
資
料
の
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
ご
と
、
頷
き
、
わ
た
し
に
微
笑

み
を
返
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
今

日
も
大
き
か
っ
た
で
す
。」（
吉
永

先
生
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
よ
り
引
用
）

　

リ
ア
ル
会
場
定
員
の
六
〇
名
の

参
加
者
と
向
山
塾
が
始
ま
っ
た
。

谷
先
生
、
長
谷
川
先
生
、
小
嶋
先

生
の
講
座
の
デ
ィ
ー
プ
（
マ
ニ

ア
ッ
ク
）
な
こ
と
！
「
向
山
塾
」

に
相
応
し
い
？　

向
山
先
生
を
追

い
か
け
、
分
析
し
、
自
分
な
り
に

読
み
解
く
。
向
山
先
生
は
、
熱
心

に
聞
か
れ
、
時
た
ま
マ
イ
ク
を

も
っ
て
、
同
意
し
た
り
、
補
足
さ

れ
た
り
し
た
。

　

向
山
先
生
と
師
尾
の
講
座
は
、

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ
』の
絵
本
を

向
山
先
生
に
授
業
し
て
も
ら
っ
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
を
見
て
の
問
題
づ
く

り
、
五
分
ほ
ど
で
、
松
本
俊
樹
先

生
は
二
八
個
の
発
問
を
作
っ
た
。

鍛
え
ら
れ
た
法
則
化
第
一
世
代
の

力
を
み
た
。「
エ
ト
セ
ト
ラ
」
の

向
山
先
生
の
描
写
力
か
ら
向
山
学

級
を
体
感
し
た
。

　

最
後
に
向
山
先
生
は
、「
尊
敬

す
る
吉
永
先
生
…
」
と
紹
介
し
た
。

吉
永
先
生
の
言
葉
に
会
場
は
シ
ー

ン
と
な
り
、
耳
を
澄
ま
し
た
。
お

二
人
の
つ
な
が
り
と
教
師
の
道
を

思
い
、
参
加
者
の
胸
は
熱
く
な
っ

た
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

向山先生に会いたい！
新幹線に乗って吉永先生が京都へ。「向山塾」
リアル会場は満席。

向山塾（川原雅樹先生撮影）
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
２

　
「
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
会
い

ま
し
ょ
う
」
が
挨
拶
の
よ
う
に
な

り
、
以
前
の
「
日
常
」
が
「
非
日

常
」
と
な
っ
た
日
々
が
続
い
た
。

　

三
年
ぶ
り
に
よ
う
や
く
行
動
制

限
も
な
く
な
り
、
自
粛
し
て
い
た

時
間
を
取
り
戻
す
よ
う
に
北
海
道
、

大
阪
、
京
都
と
立
て
続
け
に
出
か

け
た
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
会

場
で
先
生
方
と
久
し
ぶ
り
の
対
面
。

リ
ア
ル
な
懇
親
会
。
二
年
ぶ
り
の

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
も
会
場
を
埋
め

る
参
加
者
で
圧
巻
の
景
色
だ
っ
た
。

　

行
動
制
限
が
な
い
と
は
い
え
、

東
京
の
感
染
者
は
二
万
人
を
超
え

る
状
況
。
パ
ー
テ
ィ
は
、
こ
れ
ま

で
と
違
っ
て
静
か
な
雰
囲
気
だ
っ

た
。
そ
ん
な
中
、
と
り
わ
け
パ
ー

テ
ィ
の
司
会
を
務
め
た
手
塚
先
生

の
進
行
は
さ
す
が
だ
っ
た
。

　

壇
上
で
挨
拶
す
る
先
生
が
最
後

に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
締
め
く
く
る
と
、「
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
で
は
あ
り
が
と
う
は
言
い
ま

せ
ん
」。

　

挨
拶
に
対
し
て
会
場
か
ら
拍
手

が
起
き
る
と
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は

拍
手
し
ま
せ
ん
」。

　

笑
顔
で
き
っ
ち
り
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

し
き
た
り
（
?!
）
を
伝
え
て
笑
い

を
と
っ
て
い
た
。

　

な
ん
と
、
年
末
に
開
か
れ
る
日

本
教
育
技
術
学
会
の
宣
伝
ま
で

ち
ゃ
っ
か
り
言
っ
て
終
わ
る
と
こ

ろ
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
味（
！
）が
出

て
い
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
も
、
リ

ア
ル
で
の
参
加
が
難
し
か
っ
た
方

に
と
っ
て
は
と
て
も
よ
い
開
催
方

法
だ
。
し
か
し
、
人
は
便
利
さ
だ

け
を
求
め
る
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
も
、
実
感
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
。

【
向
山
先
生
の
２
０
２
２
サ
マ
ー
】

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

ベテランの味、コーヒーの味
簡単に人に会うことができなく 
なった今だからこそ気付いた人 
とのつながりの大切さ。

２　

吉
川
廣
二
先
生
の
コ
ー
ヒ
ー

　

研
究
所
に
も
送
っ
て
く
だ
さ
り
、

皆
で
頂
い
た
。
苦
み
が
な
く
と
て

も
美
味
し
か
っ
た
。

　

向
山
洋
一
先
生
か
ら
の
「
飲
ん

だ
感
想
を
一
人
一
人
、
一
行
で
も
い

い
か
ら
書
い
て
送
る
ん
だ
よ
、
御

礼
は
早
い
方
が
い
い
」
と
い
う
教

え
に
、一
人
ず
つ
御
礼
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
記
し
た
カ
ー
ド
を
送
っ
た
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を

販
売
し
て
い
る
と
聞
い
て
、
旗
の

台
に
も
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
た

（
笑
）。

　

吉
川
先
生
か
ら
は
「
珈
琲
焙
煎

修
業
に
、
ま
た
力
が
入
り
ま
す
。

い
つ
か
、
こ
の
修
業
が
、
学
校
に

行
き
に
く
い
子
供
や
そ
の
保
護
者

の
役
に
立
つ
日
を
夢
見
て
い
ま

す
」
と
ご
返
事
が
届
い
た
。

▲�久しぶりのパーティで歌を披露さ
れた。

▲�遠くの谷先生の挨拶を見
守る（?!）向山先生。

▲�吉川先生のコーヒーを飲
まれた後に直筆の御礼を
書かれた。
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　　　トークライン女性教師女性教師

星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ埼玉県さいたま

市立指扇中学校

「強い」女性教師を目指して
腕力ではなく、生徒が「強い」と表現する理由。

１　

英
単
語
で
表
す
と
？

　

担
任
し
て
い
る
学
級
の
英
語
の

授
業
を
見
学
し
た
。
授
業
は
「
英

単
語
で
表
す
と
？
」
ゲ
ー
ム
。

　

教
師
が
出
す
「
お
題
」
に
つ
い

て
、
担
当
の
生
徒
た
ち
が
五
つ
ほ

ど
の
英
単
語
を
示
し
、
他
の
生
徒

が
「
お
題
」
を
当
て
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

　

答
え
る
側
の
生
徒
に
見
え
な
い

よ
う
に
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
お
題
を

示
す
。
書
か
れ
て
い
た
「
お
題
」

は
「
担
任
の
先
生
」
だ
。

　

出
題
者
と
な
る
生
徒
た
ち
は
ニ

コ
ニ
コ
し
て
相
談
を
始
め
た
。
私

も
「
ど
ん
な
単
語
で
表
現
し
て
く

れ
る
の
か
な
」
と
見
守
る
。

Sm
ile?

Beautiful?
M

ath?

（
筆
者
は
数
学
の
教
師
）

「
せ
ー
の
っ
！
」

　

生
徒
が
単
語
を
書
い
た
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
を
め
く
る
。

　

書
か
れ
て
い
た
単
語
は
次
だ
っ

た
。

「Strong

」

　

思
わ
ず
「
こ
ら
こ
ら
っ
！
」
と

横
か
ら
突
っ
込
み
を
入
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、「W

hite

」（
肌
が
白

い
と
い
う
意
味
ら
し
い
）「M

ath

」

と
続
く
。
生
徒
も
最
初
の
突
っ
込

み
か
ら
正
解
が
分
か
っ
て
い
た
ら

し
く
、
教
室
は
爆
笑
の
渦
と
な
っ

た
。

２　

力
強
さ

「
な
ぜ
そ
の
単
語
に
し
た
の
？
」

と
英
語
教
師
が
聞
く
。
や
ん
ち
ゃ

が
答
え
る
。

「
だ
っ
て
、
な
ん
か
力
強
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
力
が
強

い
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
な
ん

か
、
強
い
で
す
よ
ね
」

　

周
り
の
生
徒
も
う
ん
う
ん
、
と

頷
く
。
嬉
し
い
や
ら
、
恥
ず
か
し

い
や
ら
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
時

間
で
あ
っ
た
。

３　

強
さ
の
理
由

　

別
の
年
、
前
年
度
ま
で
悪
さ
ば

か
り
し
て
い
た
Ａ
男
を
担
任
し
た
。

　

年
度
当
初
、
彼
は
い
く
つ
か
の

生
徒
指
導
案
件
を
起
こ
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
他
の
生
徒
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
行
為
は
指
導
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
際
、
大
き
な
声
を

出
す
必
要
は
な
い
。

「
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
だ
」
と
線

を
引
き
、
何
が
い
け
な
か
っ
た
の

か
、
本
人
と
話
を
し
て
進
め
た
。

　

秋
に
な
る
頃
、
Ａ
男
は
す
っ
か

り
落
ち
着
い
て
い
た
。
あ
る
日
、

彼
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「（
星
野
）
先
生
は
、
な
ん
て
い

う
か
、
強
い
ん
ス
よ
。
鉄
の
よ
う

な
感
じ
」

　

こ
ら
こ
ら
、
鉄
と
は
失
礼
な
、

と
苦
笑
い
を
し
て
返
す
。

　

普
段
、
大
き
な
声
を
出
す
こ
と

は
一
切
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
生
徒
と
の
距
離
は
近
く
、
指
導

も
甘
い
方
だ
と
自
覚
し
て
い
る
。

で
は
、
生
徒
が
「
強
い
」
と
表
現

す
る
意
味
は
何
な
の
か
。

そ
れ
は
、「
一
線
を
譲
ら

な
い
芯
の
強
さ
」
で
は
な
い

か
。

　

も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
そ
う
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
長
谷
川
博
之

氏
に
出
会
い
、
向
山
洋
一
氏
に
出

会
っ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
び
続
け

た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
だ
。

「
腕
力
に
は
頼
ら
な
い
け
ど
『
強

い
』
女
性
教
師
」
と
し
て
、
今
日

も
生
徒
の
前
に
立
つ
。
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毎
年
、
夏
休
み
に
「
子
ど
も
理
科

実
験
教
室
」
を
開
催
し
て
い
る
。
今

年
で
、
一
七
回
目
と
な
る
。
申
込
み

開
始
か
ら
わ
ず
か
二
時
間
で
満
席
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
教
師
に
よ
る
社

会
貢
献
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し

て
、
続
け
て
い
る
と
良
い
こ
と
が
あ

る
。
以
下
に
述
べ
て
い
く
。

授
業
力
向
上

１　
理
科
実
験
教
室
に
参
加
す
る
子
供

た
ち
と
は
初
対
面
で
あ
る
。
こ
の
子

供
た
ち
を
相
手
に
講
座
を
行
う
。
担

当
す
る
講
座
は
わ
ず
か
三
〇
分
だ
。

そ
の
時
間
内
に
子
供
を
引
き
付
け
、

講
座
に
満
足
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
に
な
る
。
私
た
ち
も
真
剣
勝
負
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
何
度
も
練
習

し
、
素
晴
ら
し
い
講
座
に
し
よ
う
と

改
善
を
図
っ
て
い
く
。
こ
の
何
度
も

練
習
を
し
て
い
く
過
程
が
教
師
と
し

て
の
実
力
を
上
げ
て
い
く
。

　
し
か
も
子
供
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

社会貢献活動への取り組み

教
師
が
行
う
理
科
実
験
教
室
で
、

教
師
の
力
量
ア
ッ
プ

社
会
貢
献
活
動
は
、
学
校
の
授
業
だ
け
で
は
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

総
合
力
を
付
け
る
、
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

塩し
お

沢ざ
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

栃
木
県
真
岡
市
立
物
部
小
学
校

保
護
者
も
一
緒
に
見
て
い
る
。
見
ら

れ
て
い
る
と
い
う
の
は
緊
張
場
面
で

も
あ
る
。
緊
張
場
面
に
身
を
置
く
こ

と
も
教
師
と
し
て
の
実
力
を
高
め
る
。

段
取
り
力
向
上

２　
理
科
実
験
教
室
の
開
催
に
は
様
々

な
段
取
り
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

企
画
作
成
、
会
場
と
の
交
渉
、
チ
ラ

シ
作
成
、
募
集
案
内
、
講
座
準
備
等

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
学
校
の
通
常

の
仕
事
を
し
な
が
ら
行
う
。
い
つ
ま

で
に
、
ど
の
仕
事
を
ど
の
順
番
で
行

う
の
か
を
考
え
、
優
先
順
位
を
付
け

進
め
て
い
く
こ
と
で
、
段
取
り
力
が

向
上
す
る
。

楽
し
い
か
ら
続
け
ら
れ
る

３　
理
科
実
験
教
室
は
、
私
自
身
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
実
験
で
子
供
た

ち
が
盛
り
上
が
っ
た
と
き
は
、
私
も

思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
。
楽
し
み
な
が

ら
教
師
の
力
量
も
ア
ッ
プ
で
き
る
の

が
、
私
た
ち
が
行
う
理
科
実
験
教
室

な
の
で
あ
る
。

　
み
な
さ
ん
も
こ
ん
な
社
会
貢
献
活

動
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　11月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSS社会貢献活動報告〈伝統文化教室〉……関根朋子
２．学校外でのビジネスマナー……田村純子（教育技術研究所）
３．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）

【特別コンテンツ】
●ついに始まった！　TOSS非同期型研修！
※ ８月19日より始まった非同期型研修「教師の学びオンラインコース」
について、コンテンツのご紹介や受講者の感想などをご紹介します。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

サークルの仲間が教えてくれた
１冊の本から生まれた事実

TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営

東京都福生市立福生第六小学校　藤
ふじ

橋
はし

 研
けん

教育サークル葵

東京都福生市立福生第六小学校　藤
ふじ

橋
はし

 研
けん

連絡先：fujihashi.ken@toss2.com

東京都

　
二
〇
一
五
年
秋
、
大
学
四
年
生
で
立

ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
同
世
代

の
若
手
教
師
や
学
生
が
集
ま
り
、「
あ

あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
」
と
言

い
な
が
ら
、
模
擬
授
業
や
事
例
検
討
を

し
て
い
る
。

　
あ
る
時
、
サ
ー
ク
ル
員
が
次
の
本
を

紹
介
し
て
く
れ
た
。

ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト
著

『
子
ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉
』

�
P
H
P
文
庫

　
本
の
内
容
を
学
級
通
信
に
引
用
し
た
。

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
、
次
の
よ
う
な
反

応
が
あ
っ
た
。

「
先
生
、
私
も
あ
の
本
買
い
ま
し

た
。
は
っ
と
し
ま
し
た
」

「
先
生
が
紹
介
し
て
く
れ
た
本
を

読
ん
で
、
そ
う
だ
よ
な
っ
て
思
い

ま
し
た
」

「
子
供
が
生
ま
れ
た
時
に
、
あ
の

本
を
買
っ
て
、
ま
た
読
み
直
し
ま

し
た
。
先
生
も
読
ま
れ
て
い
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
」

　
保
護
者
会
、
個
人
面
談
な
ど
で
も
、

話
題
に
な
っ
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
の

「
我
が
子
へ
の
思
い
」
を
、
よ
り
知
る

こ
と
が
で
き
た
。「
お
母
さ
ん
た
ち
と

繋
が
れ
た
」
と
い
う
た
し
か
な
手
応
え

だ
っ
た
。
サ
ー
ク
ル
員
が
生
み
出
し
て

く
れ
た
、
一
つ
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

　
学
生
時
代
に
立
ち
上
げ
た
こ
の
サ
ー

ク
ル
は
、
二
〇
二
二
年
七
月
ま
で
に
八

一
回
の
例
会
を
行
っ
た
。
現
場
の
荒
波

に
耐
え
、
歯
を
食
い
し
ば
り
、
サ
ー
ク

ル
を
続
け
て
き
た
。
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
仲
間
が
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

い
つ
も
出
席
を
す
る
熱
心
な
教
師

が
二
名
か
三
名
い
れ
ば
、
す
ば
ら

し
い
サ
ー
ク
ル
は
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
言
え
る
。

向
山
洋
一
編
著
『
教
師
の
才
能
を

伸
ば
す

　
京
浜
教
育
サ
ー
ク
ル
の

秘
密
』

�

（
T
O
S
S
メ
デ
ィ
ア
）

　
こ
の
言
葉
を
、
身
を
も
っ
て
実
感
し

て
い
る
。
教
育
サ
ー
ク
ル
葵
は
、
ど
な

た
で
も
歓
迎
で
あ
る
。
参
加
希
望
の
方

は
こ
ち
ら
ま
で
。

fujihashi.ken@
toss2.com

78



79   2022. 11

向
山
日
記

八
月
三
日
㈬	

原
稿
を
書
く
。

八
月
五
日
㈮	

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

前
日
。
北
海
道
の
水
野
先
生
、

塩
谷
先
生
、
五
十
嵐
先
生
、
恵

理
子
と
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

三
八
階
で
食
事
。

八
月
六
日
㈯	
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
。

お
台
場
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
全
国

か
ら
八
〇
〇
名
近
い
先
生
方
が

参
加
。
会
場
に
は
四
〇
〇
名
。

二
年
ぶ
り
の
パ
ー
テ
ィ
で
歌
う
。

セ
ミ
ナ
ー
は
楽
し
い
。

八
月
七
日
㈰	

研
究
所
四
階
の
資

料
室
で
、
T
O
S
S
の
先
生
方

と
。
資
料
集
の
棚
は
、
三
つ
の

部
屋
に
い
っ
ぱ
い
。

八
月
十
日
㈬	

夕
方
か
ら
中
央
事

務
局
会
議
。ア
ネ
ッ
ク
ス
か
ら
二

〇
名
で
、全
国
か
ら
は
五
〇
名

の
参
加
。懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

八
月
十
一
日
㈭	

自
宅
で
原
稿
。

八
月
十
四
日
㈰	

台
風
対
応
。

八
月
十
五
日
㈪	

夜
は
、
ア
ネ
ッ

ク
ス
か
ら
向
山
塾
わ
い
わ
い
に

参
加
。

八
月
十
七
日
㈬	

夕
方
か
ら
青
年

事
務
局
会
議
。懇
親
会
は「
鵬
龍
」。

八
月
十
九
日
㈮	

料
亭
「
秀
」
で

八
の
会
。
全
国
か
ら
一
門
が
一

〇
〇
名
近
く
参
集
。
孫
の
か
ん

ち
ゃ
ん
の
誕
生
祝
い
も
。

八
月
二
四
日
㈬	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
で
、
今
月
の
一
言
と
ト
ー
ク

ラ
イ
ン
巻
頭
Q
&
A
を
撮
影
。

孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
五
歳
の
誕
生

日
。

八
月
二
五
日
㈭	

久
し
ぶ
り
に

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
で
昼
食
。

以
前
ひ
ょ
っ
こ
り
堀
田
先
生
と

会
っ
た
な
あ
。

八
月
二
七
日
㈯	
お
台
場
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
、
中
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
全
国
か
ら

四
五
〇
名
の
参
加
。
素
晴
ら
し

い
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
。

八
月
二
九
日
㈪	

東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
三
人
会
。
板
倉
先
生
、

師
尾
先
生
、
向
山
で
。
今
回
も

板
倉
先
生
は
、
昔
の
資
料
を
た

く
さ
ん
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。

谷
日
記

八
月
一
日
㈪	

兵
庫
合
宿
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
。
前
日
は
兵
庫
の
英
語

セ
ミ
ナ
ー
。
関
西
の
仲
間
た
ち

と
一
献
。
そ
の
後
、
懐
か
し
の

旧
勤
務
地
へ
向
か
い
、
か
つ
て

の
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
・
先
輩

方
と
再
会
。

八
月
三
日
㈬	

山
口
県
宇
部
市
教

員
研
修
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

八
月
六
日
㈯	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
。
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
に
て
オ
ー
ル
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の

開
催
。
今
年
は
「
学
び
方
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」、
と
り
わ
け
「
熱
中

す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
問
題

提
起
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
は

八
〇
〇
名
近
く
の
ロ
グ
イ
ン
。
会

場
に
も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
久
々
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
実
施
。

八
月
八
日
㈪	

谷
企
画
。

八
月
九
日
㈫	

サ
ー
ク
ル
。

八
月
十
日
㈬	

「
世
論
時
報
」
取

材
、
そ
の
後
中
央
事
務
局
。

八
月
十
一
日
㈭	

群
馬
谷
セ
ミ

ナ
ー
。
リ
ア
ル
が
嬉
し
い
。

向山・谷日記
2022年8月

八
月
十
二
日
㈮	

デ
ジ
タ
ル
会
議
。

八
月
十
三
日
㈯	

教
育
に
科
学

を
！　

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
研
修
。

八
月
十
五
日
㈪	

通
信
ス
ク
ー
リ

ン
グ
が
始
ま
る
。
土
曜
日
ま
で

連
日
び
っ
し
り
。
夜
は
向
山
塾

わ
い
わ
い
会
。
立
候
補
者
の
レ

ポ
ー
ト
の
質
が
高
い
。
向
山
先

生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
え
る
貴

重
な
機
会
。

八
月
十
七
日
㈬	

青
年
事
務
局
会

議
。

八
月
二
一
日
㈰	

正
進
社
の
出
版

企
画
で
大
和
へ
。
小
島
社
長
、

樋
口
さ
ん
も
参
加
。

八
月
二
二
日
㈪	

不
登
校
セ
ミ

ナ
ー
。
向
ヶ
丘
遊
園
で
。

八
月
二
四
日
㈬	

学
生
サ
ー
ク
ル
。

八
月
二
五
日
㈭	

執
行
部
会
議
。

八
月
二
七
日
㈯	

中
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
に
登
壇
。
若
い
先
生
方
の
発

表
が
素
晴
ら
し
い
。
向
山
先
生

の
講
演
に
全
員
感
激
。
パ
ー

テ
ィ
ー
か
ら
二
次
会
ま
で
中
身

の
濃
い
時
間
だ
っ
た
。
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今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
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トークライン
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高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

子供をああしようこうしよう
とは思わない
子供をああしようこうしよう
とは思わないオンラインの子を活躍させるヒントオンラインの子を活躍させるヒント

編
集
後
記

▼
本
誌
六
五
ペ
ー
ジ
に
感
動
し
ま
し
た
。
向

山
氏
の
力
強
い
励
ま
し
に
背
中
を
支
え
ら
れ
、

関
根
氏
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る

壁
に
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
ま
し
た
。
向
山
氏

の
信
念
は
、
い
つ
し
か
、
関
根
氏
自
身
の
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
高
い
壁
に
あ
た
っ
て

も
、
諦
め
ず
策
を
考
え
実
行
す
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
女
性
教
師
は
か
っ
こ
い
い
で
す
。（
手
塚
）

▼
「
学
び
方
」
は
現
在
の
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク

ス
の
一
つ
で
す
。
向
山
学
級
の
記
録
を
見
て

い
る
と
、
そ
の
時
代
か
ら
「
子
供
が
ど
う
学

ぶ
の
か
」
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

先
端
の
「
学
び
方
」
を
追
究
す
る
と
と
も
に
、

「
向
山
実
践
の
中
に
お
け
る
学
び
方
」
を
今
一

度
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
本
誌
を

参
考
に
実
践
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
小
嶋
）

▼
特
集
の
上
木
論
文
の
内
容
に
大
き
な
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
向
山
氏
が
子
供
た
ち
に
身

に
付
け
さ
せ
た
「
学
び
方
」
は
、
実
に
四
教

科
と
体
育
科
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
学
び
方
の
内
容
を
一
つ
一
つ
掘
り
下

げ
て
い
く
と
向
山
洋
一
教
育
賞
の
貴
重
な

テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
又
、
高
段

者
Ｑ
＆
Ａ
の
井
戸
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
涙

腺
が
ゆ
る
み
ま
し
た
。（
板
倉
）

Digital Talkline
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